
平成 2年度

学校教育要覧
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日野市教育委員会の教育目様と重点

学校教育における指導の重点
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平成 2 年 度

日野市教育委員会 の教育 目標 と重点

教育目標

教1奇抜本法lζ北づき 、 ~I~ iflf学科をふまえ、社会の変化lζ対応してヨ 体的 lζ判断し、 行動できる市民の

育成を目指し、次の乙とを目標にして日'llHliの教育 ・文化 ・スポーツの発展充実を凶る。

1. ~~かな心、 いきいきとした知識、 他やかな体を培うとともに 、 社会人と しての徳性を緬廷 し、広 く

II~際社会に叫一きる市民のfj成lζ努める。

2 名1'1のもつ例性とれIJ造性を1111ばし、人n日時市の*1仲11を身につけ、 五いに励まし協力する態度をfjて

る。

3. 当i(&l;教1'1、学校教fj，社会教育の緊空白な述携のもとに、古少年の純金な育成を進めるとともに、蜘

上愛を明い、地域の (1然や文化を大切にする態度をfjてる。

重 点

教行甘伐を達成するため 』亡 、 次の乙とを În: ，'.~とする。

1. 学校教fiにおける桁将内科 ・)jf.去の充実に努め、幼児 ・児市 ・'Io徒が1'1ら学ぶブ'Pを主主い、一人一人

の~liIt'主や能力の1t1 1長を凶り 、 C+': ，Jt!.(1í の JUJ仰にJがえる教fìを批准する。

2. 教1'î施設 ・ It~ V;;j の光:k lζ努め、 そのイj効な iMIJ ・ 保全を凶り 、 i'lï]Jくへの開放を推進する 。

3 公民自'ii~ 1!IJ~~び IC j;;< I ， 1泊1 ・ ふるさと博物館の資料以びその機能の充実に努め、 市氏の学評機会の拡

光を1;;<1る。

4 スポーツ活動における桁将体制の充実必ひ]ζ施ぷのイf効用月]K努め、市民の主体的な活動の推進を

以|る。

if)}i703』



平成 2年度 学校教育にj示ける指導の重点

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次の ζ とを学校教育において推進すべき課題と

して設定する。

く人権尊重の教育の推進>

日本国憲法ICt，~づき 、 教育基本法 IC示された教育の目的を達成するためには、学校の教育活動全体

を通して、あらゆる偏見や差別をなくし、人権尊重の教育を徹底するととが主要である。

引Hζ、各学校においては、一人一人の児童 ・生徒の持つ個性と創造性を伸ばし、人権尊重の精神を

暗い、五いに励まし協力する態度を育てる乙とが大切である。

くネ|会性を育む教育の推進>

~~j'j'i: ・ 生徒を他企な社会人として育成するためには、郷土を愛する心を暗い地i或ネ 1:会の一員として

II}'J:を1J.Eし、地域社会の形成者としての資質を養うよう努める ζ とが干fi:要である。

村iζ、各学校においては、家庭 ・地域 ・闘係諸機関との連携を一回深めるとともに、地域の 11然や

文化を，fi'!，j;y;的lζ学校教育lζ取り入れる乙とによって、地域IC根ざした学校教育の推進IC努め、地域の

1'1然や文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との述祐子氏地域への帰属芯識を培うととが大

切である。

く IJ~際 }'T!解教育の推進>

凶際的なも1M型をもち、世界の平和に貢献できる市民を育成するためには、我が凶と諸外国との生活

や文化の迷いを主I!併させ、乙れを尊重する態度の育成に努めるととによ って、進んでI:EI際社会に参加・

t/，h;;lJできる能力と態度を結う乙とが重袋である。

各学校ICおいては、我が凪の風土、生活株式、人々の生き方や考え方などの学習を通して自凶の文

化や伝統についての哩解を深めさせることが大切である。

各学校では乙れらの課題について、次の乙とを日常の教宵における指導の重点として、教r:lli-人一

人の識見や能力を高め、校内の指導体制を篠立し、家庭 ・地域との辿携を-jl'i深め、聞かれた学校と

しての教育経営を展開して、学校教育の一層の充実 ・向上に努める ζ とが大切である。

く学習指導の改善 ・充実>

自ら学ぶ意欲を持ち、社会の変化に主体的に対応できる児章 ・生徒を育成するためには、一人一人

-2-



の個性や能力を生かす指導の徹底をE巡り、学ぶととの楽しさや成就感を体得させる ζ とが重要である。

各学校においては、次の点1[:9t点をおいて体験的な活動を重視するなど指導内容 ・方法及び評価の

改善を図り 、児童 ・生徒が各教科等の基縫的 ・基本的な内容を確実に身に付け柔軟な思考力やおrJ造力

を育成するとともに、向ら学ぶカを身につけさせ、 生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を養う必

必がある。

(1) 学科指導妥飢の改訂をふまえ、その趣旨を生かすための研究を深めるとともに、学校の自IJ:¥立を生

かした教fî~Nの編成と実施K努める。

(2) 小集団による主体的 .{jrJ造的な学科活動、チーム ・ティーチングによる指導、体験的な学習活動、

地域34;材を生かした教fifi1iilllJ等の研究を推進するとともに、児章 ・生徒の学習過程に観点をおいた

綬業研究を行う。

(3) 全教fi活動を通して'1'き)Jにかかわる教育を推進し、 22かな感性や自主性を緬去をするとともに、

Hましい人間関係のIII戊I[Mめる。

く~I :活指導 ・ 進路指導の充実〉

12!かな心をもち、た くましく生きる児市 .~I::徒を合ru比するためには、個性を生か し 、 社会の一員と

しての11党を高め、徳性を尚盤し、白 己実.J)t¥を凶る能力と態度を身につけさせるととが重要である。

科学校においては、次の点lζ前点をおいて児童 .~I:徒が生き生きと窓欲的I[学校生活を送るととが

できるよう、一人一人の川市 .~ I ー もËκ 対する ~I!解を深め、保護者の要望を十分杷保するとともに 、 教

ii制1~炎を ， ft:t>i.するなど全校的な指将体制を-1M充実して、組織的 ・ 計画的に生活指導 ・ 進路指導を行

う必叫がある。

(1) 家出 ・地域 ・1lJ:li系，ml後限，1とのjA1jgをI'fiにして、r/¥j地行動の袋闘を杷保 し人と人とのかかわりを重

似 した指導の徹底lζ努め、児苛l ・ 生徒の世~全な íì成を凶る。

(2) 学級息子併の光尖lζ努め、一人一人を'1:かす指導の徹底を以lり、児市 ・生徒が互いに認め合い、励

まし介い、助け介い、協)Jする態度をiiてる。

(3) 川市 ・LI=.徒が11L!J'I!Wrを深め、将米にわたる生き)jを巧ーえ、主体的に進路を巡択する能力と盟ま

しい勤労'観 ・戦;(:J悦を身につける乙とができるよう指導内科 ・方法の改善I[努める。

(4) 児Tj"1・q徒のポ仕的な祈!助など社会活動への参加をー1I'1f.lE逃する。

く世~Iボ ・ 安全指導の光夫>

Yt!. 7j' 1 ・ ' I JÆが 、 ' I =.命を作び世~j，)~で l列るく祈)Jのある学校'l=.it"F，を送る乙とができるようにするために

は、 Yt!.i'j'1・'l=.tEの心と休の位以づくりに努める乙とが，ft:'!:!である。

名学校においては、次の}.':dζift:/:i.をおいて組織的 ・計11111的Iζ、'1:命の大切さを 卜分桁導し、位版 ・

安今についての1111断を倣lJIさせ、11ら札んで世ttlぷの保持Wli11，や体力の向トーを凶る能力と態肢を育てる
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乙とが必要である。

(1) 児輩 ・生徒が自ら進んで迩動に親しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生涯にわたってスポーツを

継続する乙とができるよ う指導内容 ・方法を工夫し、体育活動の充実11::努める。

(2) 性にかかわる指導を組織的・計四的に行い、児事 ・生徒が人間の性ICI刻しての翌日併を卜分深め、

成長過程における諜題κ適切に対応できるよう援助・指導をする。

(3) 計画的 ・組織的に安全指導や安全管理を徹底し、事故防止に努める。

く心身障害教育の充実〉

心身に障害をもっ児一帯 ・生徒一人一人の能力・適性を卜分イ11I長するためには、教育.s;i境のL佐官Wj・充

実を阪|ると ともに、指導内容 ・方法の改善充実に努めることが主要である。

各学校においては、次の点lζ重点をおいて心身障害教fTの充実を凶るとともに、心身障害者への到!

併を深めることが大切である。

(1) 心身防空?教育について、児詰 .~I三従・保設者並びに全教職員のf' j! flげを深める。

(2) 障害の柿i類や科度lζ応じた適切な教育計IIlljと指導内界 ・方法についてれU;u工夫するとともに、児

1ri ・ ~I~徒の実態lζ応じた交流教育の推進lζ努める。

(3) 家庭 ・医療機関及び関係諸機関との主主携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一周充実さ

せる。

※ 学校を、 1~\1 ・ 学校 lζ、児京 ・ 生徒を、幼児・児議 ・ 生徒lζ読み代える。

く幼川教147の先実〉

幼児J~Jは心身の発達が著しく、人絡を形成する上で重袋な時JUJであり、豊かな心、健やかな体を培

う乙とが主~である。

各幼，fW闘においては、幼児の発達諜題を適切にとらえ、次の点lζ重点をおいて指導内容・ JJ法の改

善充実lζ努めると とが大切である。

(1) 幼児の生活実態や心身の発達lζ基づき、指導計画と指導内容・方法の改善に努める。

(2) 基本的生活習慣を身につけさせ、正しい社会的態度を育成し、 Eまかな情操を緬養するよう努める。

(3) 地域の特性を生かし、多総な体験を通してEまかな感性を緬まをする教育活動を充実する。

(4) 家庭や小学校、関係諸機関との連携を図り、幼児の健全な一台成に努める。
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平成 2年度東京都教育委員会の教育目 標

*京都教育委員会は、人間尊重の粕布11を法調とし、心身ともに健康で、知性と感性iζ日み、人間性豊

かな{'，jH込の育成を目指 し、都民が生泌を通じて主体的に学ぶ乙とのできる学習社会の実射を図り、もっ

て、普遍的で個性些かな文化のれIJ造 ・発展と豊かな社会の形成lζ貢献するととをJOJして、次の視点を一基

本として教育を推進する。

1 高齢化、情報化、|同際化など社会の変化lζ伴う学習市要の増大lζ対応し、 家庭教育、学校教育、社

会教育を充実し、相互の緊密な述携を凶り 、都民の生深にわたる教T1を推進する。

2. 学校教fi'においては、1'1他の生命を時び、勤労と立任を重んじ、1'1主性と削造性lζ日み、社会連指

広識をもち、広く IKI際社会において信頼と尊敬の叫られる郎氏の育成を目指し、生iJIにわたる学習の

J去礎を格う教育を推進する。

3. 社会教台ーにおいては、多綴な教育機関と.i1!携し、{jj5b:;が、生波を通じ、日らのま!!l辺lζ即して、あら

ゆる機会、あらゆる場を利用し、生活上、職業 1'.の資質を日め、文化的教ifiを深め、スポーツlζ親し

む乙とのできる生派教ffを推進する。

学校教育の課題 と指導の重点

*京占a5教育委日会は、先の教育口棋を達成するため、学校教ffにおいて舵進すべきょ~I!I遁を明 らかにし、

そのために必要な、日常の教行における指導の重点を設定する。

科学校においては、教r:lli一人一人の識凡や能力を'::Jめ、校内の指導体制をli{Ji立し、家庭 ・地域と

の iili 携を-1t'1深め、聞かれた学校としての教ff終併を):æ /J/~ して、学校教育のーit"i の光夫、 向上 lζ努

める ζ とが大切である。

(学校教育の課題)

O 人間噂重の教育の推進

日本 / 14:-M法の粕 ~l iI乙 l，~づき 、 教育l，~ 本法 IC.示された教育の目的をi士~J必ずるためには、 学校の教育活

動全体を通して、 あらゆる制比や.6JjIJをなくし、人桁ì~~Îrt:の教Tすを徹底する乙とが îfi要である。

q!fIζ、各学校においては、人権時，nのM-神を培い、一人一人の光市 ・生徒の成長 ・発達と自己実引

の達成を惚|る同病l教育の推進lζ努める必~がある。

また、防符のある人lζ対する.PI'解を深めるとともに、I!ι:iJ'!必のff成lζ努める乙とが大切である。

さらに、人相、 Lく族、 性)jln宇を J'~にする ζ とによ って、児可i ・ 生徒の人権が似なわれることのない

よう十分配慮する乙とが大切である。

0 社会性を育む教育の推進

yt!.，'i，・生徒を世.l!ノドJ:t /:会人として1'i成するためには、地域の人々やi'I然、文化との限触の機会を通

して、地域社会の-0としてのi'I:rtを似し、郷土を愛する心を培い、地域社会の形成者としての資質

を長うよう努める乙とが長浜である。

特lζ、科学校においては、地域のr1然や文化を仙他的lζ争校教1'Hζ取り入れるととにより、自然や

文化を愛し、地域から乍ぽうとする心't，'iや人々 との辿.:l~.!必 、 地域への J\åh足立識を構う必要がある。

また、地域社会をとりまくむj必な't，';報化lζ対応するため、↑11j報化のもたらす影轡を |ー分考慮し、児

"j'i・ .1!JAEの発辻;段附に凶lして、↑，'j械を主体的lζ巡以し、 ifiHJしてし、く能ノJと態度を必う乙とが大切で

ある。

さらに、学校のもつ教行機能や胞設 ・設備を地域社会の人々に広く utJ放し、生iJl'手11>1・LI::派スポー

ツのだ~と仮夙lを広|るとともに 、 山 「11 ・ 11 ，徒の IÍ'H Iー的な i1iillbなどf/:会所illJJへの草刈11をーJ1'1f.)_(逃する乙

とが大切である。

O 国際理解教育の推進

常lζ/1\/際的なtR.仰をもち 、 LltWの 、 |え府!と人知の幸弘Hζ点献する ζ とのできる I~Ì'込を 1守 l戊するために
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は、国際社会の中に生きる日本人としての自覚を促し、進んで国際社会に参加、協力できる能力と態

度を養う ζ とが重要である。

特lζ、各学校においては、我が国の風土、生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して自

国の文化や伝統についての理解を一層深めさせる必要がある。

また、国際都市東京の実態lζ即し、国際的な交流の機会等を生かし、教育活動全体を通して、世界

の人々の生活や文化lζ対する理解を深め、乙れらを尊重する態度を育成するとともに、国際協力に果

たす個人や国家の役割を正し く認識させる乙とが大切である。

(指導の重点)

O 学習指導の改善・充実

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化IC主体的に対応できる児童 ・生徒を育成するためには、 一人一人

の個性や能力を生かす指導の徹底を図り、学ぶ乙との楽しさや成就感を体得させる ζ とが重要である。

各学校においては、体験的な活動を重視するなど教育内容 ・方法及び評価の改善を凶り、児童 ・生

徒が各教科等の悲礎的 ・基本的な内容を確実に身に付け、社会の変化lζ主体的に対応できるよう柔軟

な思考力や盟かなれIJ造力を育成するとともに、生百Eを通じて学習を継続する意欲と態度を養う必要が

ある。

特lζ 、 学 ~I>Iが遅れがちな児1tl ・ 生徒や心身iζ障害のある児童 ・ 生徒 lζ対しては、一人一人の実態を

適切にJ担保し、能力、適性が十分伸長されるよう指導の徹底に努める乙とが大切である。

O 生活指導・進路指導の充実

ι!かな心をもち、たくましく生きる児童・生徒を育成するためには、個性を生かし、社会の一員と

しての I~I 党を日め、向己実引を図る能力と態度を身に付けさせる乙とが重要である 。

名学校においては、児積 ・生徒が生き生きと意欲的IL学校生活を送るととができるよう、 一人一人

の児市 ・生徒に対するJ;lJlf91を深め、保護者の要望を十分把探するとともに、教育相談を重視するなど

全校的な指導体制を一回充実 して、 組織的・ 計倒的に生活指導 ・進路指導を行う必要がある。

特lζ、生活指却については、 家庭、地域及び関係諸機関との連携を密にして、問題行動の要因を抱

保し、人と人とのかかわりを重視した指導の徹底に努め、児京 ・生徒の健全な育成を図る乙とが大切

である。

また、進路指導については、児童 ・生徒が向己盟解を深め、将来にわたる生き方を考え、主体的に

進路を選択する能力と望ましい勤労観 ・職業観を身に付ける ζ とができるよう指導内容・方法の改善

・充実に努めるととが大切である。

O 健康・安全指導の充実

児童 ・生徒が、生命を尊び健康で明るく活力のある生活を送る乙とができるようにするためには、

児童・生徒の健康っくりに努める ζ とが重要である。

各学校においては、教育活動全体を通して、生命の大切さを十分指導し、他i>U・安全についての限

解を徹底して、自ら進んで健康の保持増進や休力の向上を図る能力と態度を育てる必要がある。

特に、児童・生徒が自ら進んでi連動lζ親しむ態度を身に付け、心身を鍛え、生源にわたってスポー

ツを継続する乙 とができるよう体育の充実を凶る必要がある。

また、性にかかわる指導においては、人間の性に関しての問解を十分深めさせ、成長過:f!EIC適切に

対応できるよう援助 ・指導する乙とが大切である。

さらに、体育活動や日常生活における事故の防止に努めるとともに、交通事故及び地震などの災害

lζ対して、児童 ・生徒の安全を健保することが大切である。

(注) I児童 ・生徒」とは、幼児・児童 ・生徒をいう。
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日野市教育委員会の学校訪問

1趣旨

学校訪問は、 教育委員会の教tf長、 教育次長以びf行停室長、 各泌のi~l三、 指導主事が学校を訪問し、

学校の教育活動の実態iζ[，dtニ触れる乙とを通して、①学校の当 luiする教育指導上の諸問題への対応、

②学校の施設 ・設備」ーのoi行条件の終ulli、活用状況の把保、 ③日野市の全般的な教育活動を担梶して、

教育行政の参)5-'ζするとともに、各校の教職員との協議懇談を行い相互の理解を深め、日野市の教台

内容 ・プJ法の允実 ・発展lζ資する。

(1) rli教委訪問A

2 "lorllHζ一度、教tf1去、学校教育部長、指導室長、各課長及び、指導主事が訪問し、学校経営全

般にわたって実態を犯併し、教育内容充実のため協議する。

①概似説|リj ②{受業参観 ③施設 ・設備の活川状況 ④il!i l~~Î;方閲覧 ⑤協議 ・懇談等も含む。

尚、 教育委凸釦l年11¥1のゆるす範閣で、教職員との協議iζ出席し懇談する。

(2) ili教委，tJi!lUB 

"1-11¥JKA，Jj川のない学校lζ、J行持主引が訪日Uする。

①学級料'~\' ②数料 ・泊徳 ・作活の折叫i ③授業研究 @生活指導等を含む。

(3) 公<"，'j，i)jll¥j(一般訪問)

各学校 (1，;<1)の'l!i'iJ'J'乙必じ、兎i点剖l教育委員会指導主主jJが訪問 し指導・JljJ言する。

2. 平成 2年度市教委訪問日程

Nu Ý，)J 椛 I~d ::Y， A 訪 r.¥J B .都一般訪問

第 - yJJ税|付 9月 19日

2 第 二 yJJ ，f(f~ 1村 10月25日

3 第 J 幼稚ト;，1 ⑪ 5月 16日

4 第 1)同 Y，)J.fH; 1材 11;::J27日

5 第 1 ，- 幼稚 1~，1 ⑪ 6月 6 日

6 第六幼 fif，1，;，1 1 1月 9n 

7 第七 yJJ H~ I~，j 5月23日
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平成 2年度 学校訪問予定一覧表

No. 小 学校名 A [}j 同l B .都一般訪問

日町第一小学校 12月 6日

2 口野第二小学校 10月 8日

3 日野 第三小学校 11月21日

4 日町第四小学校 7月 9日

5 日出f?H I I~小学校 ⑮ 1月30日 (共百草台小)

6 日Trtr~ 六小学校 1月23日

7 制 fJtl小 学 校 11月 7日

8 ポ 111小 学 校 10月29口

9 11 Tf第八小学校 ⑮ 10月31日

10 -1'1巾 fT小 学 校 ⑮ 1月30日 (共五小)

11 1屯イ寺小学校 2月 18日

12 I::J幡 fT小 学校 12月 3日

13 IHf第七小学校 12月 12日

14 剤、1;.小 学 校 2月 1日

15 ね久保 小 学 校 (3) 11月28日

16 旭が圧小学校 11月30日

17 ヤ 111台 小学校 1月21日

18 バと光 ，If-小学校 7月 11日

19 ごかtf?小 学 校 5月28日

20 fiIi IlJ小 学 校 6月 1日

No. A ~j nn B・都一般訪問

日町第一中学校 5月 14日

2 日野第二中学校 11月 19日

3 七 ~ Iご 中 学校 1月 16日

4 日野第三rll学校 5月21日

5 日 ~!f 第四 rll 学校 10月23日

6 三 沢 中 学 校 9月26日

7 大以 上中 学校 1月 28日

8 ギ 1I1中 学 校 ⑪ 6月 6日
一一一一一一一一
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平成 2年度日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名事Ji ねら い ・ 方針 内 容 . 方法 ~三玉正h セ!いz日'J 対 象

教務主任の立場から円前な学 -教務主任の職務

教 校.illi営の化り方について研修す -円滑な学校運営を図る教務主
市役所 教

務 るとともに、当凶lする教育課題 f1の在り方
又は 務

主 について研究協議し向校の教ff -当耐する教育謀題
研究 主

!壬 活動の改新 ・充実lζ役立てる。

資料室 任
/ム、ミ

'1・活指導についての共通1'1!解 • LI~活桁導上の l臨床的対策

を傑め、それぞれの学校におけ - 学校~U舌 lζ =-t: びを!必じ 、 能力
1汚 市役所

活
十行 るLI"./，舌桁導上のII¥J)泌を解決する を十分によtーかすIIゴ活指導の在

又は m 
導 ため↑fj報交換と研修を1iう。 りプj

研 究 当主
:=1: 

1壬 資料室
主

~ 
任

小学校の 1 1 活f行持及び学校I~日 • JVI".と'I=.i阜、午徒問の人r:n関
'戸 の協力U:11;IJを批准し、11・1日行持 {系の(Eり万

中

学
校

校1+ の充実を凶る。 - 学校~U;引乙生きがし 、を!ぷずる 市役所

I?i' 生

t行 11:)苫指却の確立 又は 活

17 学校
f ヒ日

苓l
主1で

/、、 任
J.>. 

心身ともに世~'F:な vt!.!li ・ ノ|ー徒 - 学校 f~fiJ!の.(_[り刀

{米 の 1守)JXを l火| るための似世~教ffの -似世M行停の実態と引ましい{E
市役所 保

他 イl り )J について側先し 、 世fLJ~ . り)j
又は 位 |

'y.令:教ffの批准について側先す -分科会liJf先
研 究 主

1で る。 -研究発表
資料等: (壬

会
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名称 会場 |対象ねらい ・プi針 内 容 ・ 方 法

進

路

指

導

キ

任

会

中学校の進路指導の)，t本的な

在り方について研修するととも

に、進路仙i*を交換する。

-全校的な指導体制の確立

・ 進路指導上の問題点の~寝泊!と

検討

。進路指導の令休計画

。各学年の指導の市点

。進路指導を併進するための

組織辿営

o j行導白料

進

路
市役所|指

導

1壬

又は

学校

改

訂

委

日

以

会

社

会

科

副

読

本

小学校社会科I/，IJ読本「わたし

たちの口盟fJ、中学校社会科Ij¥IJ

読本 「のびゆく日野Jの改訂を

f Jつ。

-日野111小 ・中学校社会科[，¥IJ読

本の改訂 委

市役所

又は

学校

員

就

学

相

談

委

員

会

心身lζ防害をもっ幼児 ・児童

・f何本の昨害>>..び発達lζ応じた

~当切な教育措世を行う。

.w京部教育1i員会、教有相談

所>>..びvt!..i:長相談所等との連絡

と就学に関す る継続相談

・各施専門家による就学相談

教

内

相

談

員

就

学

折

噂

委

員

校

立

国U

祁

学

守、ノ

幼

俊

業

研

究

委

託

幼児 ・児童 ・生徒の実態に応

じ、個々のIil':7Jを:1:かす桁導法

を改較するため授業研究を行う。

.1ヰ小 ・中学校lζJ受業研究委託

貨を文給

• j受業記長止 (3~F例) のt{出

.研究段業の公sj，j 各学校IrlJ 

学

校

nu 
‘，A
 



名 fiJII ねらい ・方針 内 容 方 法 会 場 対 象

教ケ
事例l研究を通して、屯ましい -毒H91J研究

教

行| 教fi相談技術等を採る。
研究 干7

ス 相
相 ユ八区 資料室 談

談議 員

リJ!.j;主の世Nボ ・ili動能力の実態 -体位 ・体力向上をめさした学

体 を~似 し 、 そのhTl 進をß;<J るため 校教育活動全体の検討 体

fi 市役所
の具体的方策を考え、学校教Ii -体行科の教科指導の充実を凶 宵

ミ仁 又は

!壬
前五}j今:体を過した体行指導のう~ るliJfヲE・研修 主

学 校
正ヱ当3、2 山化と 11:)舌化を以lる。 . I体力づくりの日 」の効果的

実践

教料 教育課れの推進にかかわる指 -教育課粍を推進するための指
作

fi fl' 
導の干づ|放び教育内容の充実を 導の手引及び資料作成

市役所
以成 成

政 委 以|る ための資料を作成する。
又は

委
医員 学 校

員
白会

「制
教台委員会と学校とを結ぶ機 . Iまどべ」の企画、I原稿依頼、 作

ま集 関紙を発行する。 制集、校lF. 成

ど委
学 校

委
べ μ

員
L-f14 、

音速
Ti-楽銘n教本で世話れた音楽を -音楽鑑賞教室の1EIT町、.i'.!.

迎
市役所

三，星句、三 ，、ド、ヱ十‘ 3枇山させる乙とにより 、↑Ji操 を 制強
営t舵 及び市

[']:委 必い、tIーしい$W:i'1lマナーを身lζ
委

教員 民会館
宅会 つけさせる。 員

JK巡
JK泳記録会で、山日 ・11徒が -水泳記録会の{i::師、i!M給、調

巡rli役所
泳宇~. Ilどろの学仰のJJ父l.t!:を競い、体 ~粍 、 迎 ;tコ; 営
記委

ノJのlilJIーを[><1るとともに、学校
及 び

委u員
1、A、メ~ 川のうとがtを凶る。

fj~ t也 員

-A 

4
E
A
 



名 称 ねらい ・方針 内 容 . 方法

日連
日光移!fj}J教室を連合で行うに -日光移動教宅の企画、実地踏

光 宮 隙し、円行?な五li営が行われるよ 査、 辿絡 、 制笹 、 ìili'P~' di役rfT iili 

移委 う連絡、制格にあたる。 及び
，叫E口 S 

動 委
教員 .J1l地 員
室会

人推
人権~;t一市教育の推進の方法lζ -人権u:if(教育の推進方法の協

権進 ついて検討し、学校における人 ，;義 di役所
推

進
tE-54-C 付'UY-T教T守のaり方についてi1! -研修会の開催校び人材nJ!.Y-ru:教 〉くは 委
市.

員
教員 絡協議する。 有批准校のlぷl，uの活用 学校

fJ会
ノ..r::.、L 

|同行t
II~ 際filJ Wf教育の批准の方法に - 帰I~チ女教fJの推進の方法を協

|燃進 ついて研究、協議し、日野iliの 議 市役所
推

1111 
進

fq午委
実態 K.Þ~，、じた怪11深川島中教育のイE -出11深刻!桝教i'Jの在りプJについ 又は 委

教日 り;Jについて辿 ての研究 学校
民

行会
tコEh 

き 「総と消litt・日野干liJをめざ -資料作成のための企l凶 ・立案
れ し、具体的な事例 ・資料を牧:!t

-活用のための具体箆の検討
推

して副読本を作成し、単なる知 市役所
進

な 識のみでなく具体的な活動を通 委ま委 又は

ち して地域社会の一員である乙と 員
づ員 の 自覚を山iめるための資料づく 学校

会
く りのための研究 ・協議を行う。
り会

w推
社会の'tl -学校におけるコンピュータの

推

報 進
し、学校教育でのコンピュータ 活用について協議 市役所

進

委 活用について研究、協議する。 -教宵方法としてのコンビュー 又は 委
教 員

タの活用について研究 学校
員

育会 会

円

41
A
 



B 宿泊研修会(一日研修を含む)

;?"体 ねらい ・方針 内科 ・ プj 法 会場 |対象

-引

泊

研

修

会

教

務

主

任

児議 ・ 生徒の~態と地域lζ即

した教育長!.I!ねの制ni成と実施をめ

ざし、他地域を参制したり 、↑fi

報交換士号ーをと おしての資質をIIIJ

める。

-教tiil!.l!紅のAlli旨を生かし主体

的学tl>1を促す学tl>1指導

・学級指導を実践している学校

の参制

・研究協ふ

l干l

府

教

務

主

任

活げl
fじ

訟のf

オ:修

(壬 会

児童 .~I:徒の二t)'$:を犯似し 、

'1:，活指導の充実を凶るため他地

域の学校を委主制し、↑111報公換を

とおして生1日行持主任の白質を

I'-IJめる。

-イ山成の学校の11二活指導

組織とその実践について学ぶ

.研究協泌

甲

山

作

用

指

導

主

任

ん

桁

削

川

修

会

進

時

計

得

主

任

全校的なt行持{，tfl;ljの値化 ・充

実を凶るため、他地域を参加し

的報交換をとおして進路指持主

任の白質をllJJめる。

-進路指導の指導計画並び指将

来fl織とその実践

. (iJf究協必

巾

府

進

路

指

持

主

任

約

れ

研

修

会

初
任
省

・
新
採
教
員

一学JUJの教臓糾験をJ占し作い

折17-'ーのBAll舗についてtJ，h)Jして

解決し教臓のu:r"Jt!1二を刈める。

-誠，;，1; I リ~ lj包.'1徒PIl併の方法

と'UM行持

-川究所f，;議「一学mJの反行とf白

羽(_1-のrnl凶点J

• r 1然制悠の指導

「動物 .j:Ii'(物 ・ ~ ・ }IIJ

山

梨

県

消

里

新
制
胤
採
川
教
諭

内
ぺ
U

4
E
目
晶



C 研修会(Al

No. 研 修 会 名 回数 内 廿げ で・ j羽 日

①学校経営研修会 都・市の教育課題と管理職の役割 4月16日開)

2 11 2 教育目標の具現化を図る工夫 5月17目別

3 11 3 人事管理上の課題と対応 6月 7日(;;f¥)

4 11 4 学校経営と教育法規 7月 5日制

5 11 5 公文書・諸届の作成とその収扱い 10月 4日制

6 11 6 教頭一日研修 8月 8日(7J<)

7 11 7 教頭一日研修 2月 6日0J<)

8 @教 ff~ 程研修会 教育課程の編成と実施 11月 15日制

9 11 2 学習指導要領(小学校)解説 1月17日外J

10 " 3 学習指導要領(中学校)解説 1月17日制

11 @中 1窄 教諭研修会 個性尊重の教育の推進 10月12日樹

12 11 2 教育機器の活用とその工夫 9月14日制

13 11 3 心身障害児の理解と学級経営 6月15日樹

14 11 4 個人差lζ応じた学習指導 11月 印刷

15 " 5 生活指導と学級経営 5月 7EI(月)

16 " 6 個を生かす評価 7月12日休)

17 @教育諜題 研 修会 日野市の教育~題 4月27日幽

18 11 2 情報教育の推進 5月22日比)

19 11 3 福祉教育のねらいと高齢者伺祉副読本の活用件) 米 定

20 11 4 福祉教育のねらいと高齢者福祉副読本の活用(中) 未 定

21 11 5 問題行動への対応 12月14日樹

22 11 6 人間部重教育の推進 10月19日樹

23 11 7 男女平等教育の推進 7月13日制

24 11 8 小動物の飼主主 5月 8日仰

25 11 9 道徳教育の充実 11月16日樹

-14 -



原則として研修時間は午後 2時から 4時までです。

対 象 言誌 sI!i 会 場 もIlIl アJ 

告' J11l 職 ょよ{京女-f体行大学助教授 尾木 和英 教職員研究資料室

11 よね京女子体育大学教般 保坂 一位11 11 

11 日野fl!li，}JIIL工業株式会社人事部長 湯浅 浩 11 

11 前紅久 保小学校長 三布li I勝也 11 

M 教育委員 会庶 務謀 長 田 中 正 徳 11 

教 頭 日野 市校長会会長 治水七自11 未 定

11 米 定 11 

教務主任 ・教諭 多摩教1十ji:務所指導課指導主事 有村久春 教職員研究資料室

11 米 定 11 

11 教行庁中学校教有折導~指導主事 前 田 明 永 11 

中 I老教 自治 多j常市教fi委品会J行持主事 後膝 忠 11 

11 てよ 川 11)¥r.第五 中学校長 西野延男 " 

11 ，'iiJ占1i，'r.七 生 益 護 学 校 長 utド初夫 11 

11 多!争教fi研究所指導1::'Jj 中町洋二郎 11 

11 武h浅野 rli教 fì 1Ii日会桁導主~J_;: IJ;i 雅夫 市役所叩4会議室

11 洲市di教育委口会照準主'Jj 佐藤 界. 市役所505会議室

教 "'III1 n型f第六小学校長 Ni;}< じ自11 教職員研究資料室

ι， 多)や教 fì 研究所指名(+'J~ 三校 降. 11 

11 。iJ 制 ttl 小学校長 篠宮忠男 未 定

11 ロTf第問中学校長 桑 原 和 主 11 

11 二除di教fi-sL1会f行持J.'J， qlW fe彦 市役所 505会議室

11 冗 11Tf di人権機設TL1 土|ι NJ太郎 教戦員研究資料室

11 日野 di 教 行 委 L1 山中キミ j亡 11 

11 見u;{f，1Il状氏r:lli会同j多序文郎長 熊井 tfi孝 ιa 

11 多!管教TifiJf究所 H川行平J.l'.'F 柿本誠司 11 

R
U
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E
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D 研修会 (8)

No. 研 修 会 名 回数 内 行'fそ子・ JUJ 日

1 一 ・二年次教頭実務研修会 望ましし、教頭Jmt 4月20日樹

2 11 2 組織を生かした学校終営 6月11日開)

3 11 3 効率的な文:。l?処日lのあり方 6月28日(桐

4 教 育 相 談 研 修会 学校におけ る教育相談のあり方 5月21日開)

5 11 2 学級におけ る児市 ・生徒のPH解と指導 7月23日開)

6 11 3 子どもの問題行動と その背景を理解する 7月25日(7]<)

7 11 4 11 7月30日(月)

8 11 5 心身障害児の心到!と指導 7月31日伏)

9 11 6 心身障害児のflj!解の しかた 11月20日肉

10 11 7 教育相談からみた子どもの問題点(父母一般対象) 6月19日は)

11 11 8 教育相談からみた組の問題点 (父母一般対象) 10月31日(7]<)

12 教 育 謀 題研 修 会 性教ー合の進め方 (教職員対象) 11月13日比)

13 11 2 性教育の進め方(父母一般対象) 10月 8日開)

14 11 3 教育諸問題と教r:11iの役;1;jJ 5月25日樹

15 11 4 健康 ・安全で明るく活力ある学校環境のあり方 5月29日伏)

16 学 校 保俗研 修 会 学校保世~の組織と)lli営 5月10日t柑

17 11 2 学校事故と応む処iiq 6月 8日樹

18 11 3 保ru!'kに おけ る児!ii:• ~ I ~徒への援助活動 11月 9日樹

19 幼児教育 研 修 会 新教育長飢lζ以づいた指導計|凶作成について 7月 9日目)

20 11 2 指導笠・鉱 ・ I~il研究物等文J: の J j き 方 IC:つ いて 8月22日(7]<)

21 11 3 幼児坦!解について 2月22日樹

22 各 府 実 技研 修会 パソコン研修会 (初級者対象) 8月20日開)

23 11 2 M 8月21日伏j

24 11 3 11 8月22日(7]<)

25 11 4 11 8月23日休)

26 11 5 パソコン研修会 (中級者対象) 8月24日幽

27 11 6 11 8月25日ぱj

28 11 7 水泳折導実技研修会 7月 4日(7]<)

29 11 8 迩動会用表制 ・校倣 ・団主主主予 7月27日幽

30 11 9 11 7月28日比j

31 11 10 陶芸実技研修会 7月25ロヤ'I<J

32 " 11 11 7月26日併す

33 u 12 理科教材実技研修会 5月24日切サ

34 ιa 13 心を育て る学校 ・凶 11月22日併す

35 学 校図苦館 研 修 会 1 製本実技研修会 (教職員対象) 1月18日樹

36 11 2 製本実技研修会 (父母一般対象) 10月16日は)

37 11 3 図i'i:館管理と迎営 6月12日比)

po
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研修|時間は、下記以外は2n寺から 41侍までです。

5稀 r.rli 会 場 vm 考

前日野第一小学校長・都嘱託員 古谷洋太 教職員研ヲ必料室

前程久保小学校長 ・市教育相談員 大品昭子 11 

前南平 小 学校長 ・都 i属 託 員 鈴木敏郎 11 

筑 波 大 学 教 授 真仁田昭 11 

前杉並区立荻花小学校長 ・文教大学講r:rli 西 君子 11 9: 30-11 : 30 

* 京学会大学教 J受 初品 イ府美 11 11 

日 本女子体育大学教授 石川 尚て!こ 市役所505会議室 11 

都立論 川 I1謹学校長 金沢四位1¥ 11 11 

武蔵 野市立境北小学校教諭 中川 厚子 教職員阿世料室

*以学芸大学教授 花i品 イ惰美 11 

日 野市教1i相談員向井英チ・大品昭子 11 

都立凶分寺 ι:j等学校長 内藤 降 11 

1/ 11 1/ 

元」↓i京学年大学 教 J受 米律千之 11 

者lí教1ì庁体育部保{iI!~.5;i境 II:~~視fI[当主任 小宮 .tf.久 11 

都教育庁体行部保位以長 百演さち 11 

都教育庁体行部保世~訟指導主'F * 山 節 児 11 

者ftí líJf{呆世~体育研究需指導主 lJJ 前回公チ 1/ 

剖ifT.教育研究所幼児教1i郎長 ト半喜代子 1/ 

フ巳日野第七小学校長・中央区教1'1センタ寸伝導員 hi野武之 ιs 

{i1i 6，斤幼児教r1研究本指導主'H キ守的 腕チ 1/ 

日1I1:F市立大以上中学校長 名塚 =l4t 日野第阿小学校 一日単位研修会 9:0ト .3:00 

日野市プI.n野第jJ月中学校教諭 古既がJ夫 11 11 ι， 

(NEC・i;r， 1二通)インストラクター 一 名 11 11 1/ 

1/ 11 11 

1/ 11 11 

11 11 11 

円 野市立小 学 校教諭 pq 名 間徳小学校 「打 教 研 共 催

町田市立相似小学校教諭 伊藤孝司 1/ 一口1:1i位剛彦会9:0ト 3:00 

府中市立武戯台小学校教諭 J，dl~ タ~: 11 11 11 

日野市立日目f第 Ji_小学校教 l命 北野 -&1I{j {IIIμl小学校 11 11 

n野市，'r.樹、1'-小学校 教 諭 秋J忠 告白一 " 11 11 

型徳学 l材矩 JUJ 大学対~ r:rli 小)11 将4 教職口研究資事:同

占fti 1M lE 員 ，'011 本司・稲川 IF.:& 11 

学校凶 J1・サービス K K 寺尉節子 11 1:3か-4:30 
11 1/ 11 11 

仁l 出f ili ，'f_以| J?館長 芥!燐隣人; 11 

-17ー



4月

日 I~i! 

⑪ 

2 月

3 火

4 水

5 木

6 4長

7 土

8 。
9 月

10 火

11 水

12 ;;1( 

13 金

14 土

15 (ii) 

16 刀

17 火

18 水

19 ~ 

20 金

21 士

22 ⑪ 

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 ⑪ 

30 ⑪ 

平成 2年度 目野市教育委員会
指導室関係及び幼・小・中学校行事予定表

市

ム校長会 (505 ) 

口 初 任 研(502) 

ム 悶長会 (春季休業日終)

-始業式 -入学式(小)

-入学式(中〕

-入凶式

Odi教研(小)

utf;他主任会 (101)0進路指導主任会 (507)

。心防協 O学校総営研修会

8体育主任会 ω)( 101) 
t，'j 十世教育推進委Ll会(507 ) 

Of;y.令伝達式(七小) 3:00~ 

ム教問会(101 ) 
0-.二年次教頭実務研修会(B) 

平

山
中

0'*活m導主任会 (小・中)( 101 ) 修

0授業改繕委員会 (101)0教育相l淡ケース会議

。教務主任会育(資料室)
ム人権尊重教 推進委員会役員会 (507) 

8教初任育課者研題修研修会 (日野市の教育課題)

みどりの口

休 日

-18 -

午前、 O午後、 全日
A=A 訪問、 B=B訪問
⑮ =一般訪問

都

ムO学都市校訪指導問主協事議会会 ・二地区会 (IIIJ IJ]) 

口都市指導主事会

ム 体・{米・給jl1.当指導主事

ム f旨持主事述絡協議会

ム生活指Jf7担当街導主事連絡協議会

ム 多J祭地区指持主事連絡会

ム 何1m指導烹平会



5月

日 IIlrl 都i

火 ム 郷市指導主主F会 ・二地区会(口野)(504)

2 水 01判長会

3 0v iむ法記念日

4 @ 休 fl 

5 。ζ どもの 11

6 CQ) 

7 } J 8 ιI ， I:~~諭研修会会 jAM閥)() 
生活指持主任 小・中 504 ) 

8 火 ハ校長会(505) 。心防協 ム 消費者教育併進委員会

9 /1< ム 同 和教育惟進委凸会

10 本 口 11光移!fVJ教本'k!M ム 郎市指導主事会

11 金 白 11 

12 ゴ4

13 在|

14 } J 口 A訪問 (-'1') 

15 火 Or"i際.fll!fIY(教fi批准委u会 (507) ム男女平等教育折(，進委U会ム心障担当指導主事会

16 * 
.8訪問(三yJJ) Odi教研(小 .[1'総会)

17 -+; 8~~主任会6504)
校総'j:¥(i}f 会 口区iIi指導主事研究会議

18 金 合教頭公“史(研50修5)(OBW)W 研修 司1

教fi相1 じ大ニー修
口区di指導主事研究会議

19 1(..:坂
1:1' 1二

20 CfIJ 4度

21 } J LJA，訪問(二 '1')

22 火 。教fì~JMí研修会 O段;t改絡委u会(507) ム 倒Irli指導主4ji会

iztl 
23 水 LJ 8，Jjl日J(じ幼)

24 小; り i放f1~程制l戊委L1会(全体会) ム 幼稚樹担当指導主事会

25 金 10j 似他 l ~イモ会 ( 504) 修診 ム イ1:日外国人児蛮 ・生徒教育連 ・協
ノ1:1吊J旨4til術的研修会

26 白 11 競、
卜一一一一トー

27 (II) 

28 ) J 口 A，)jl日J( 三沢f?小)

29 火
枇 f 0多}管地区健全育成行政連絡会議

30 水 移小 ~\'J二

ト一一一ー 移~{

31 -+; 
4IJ A 一二六市 ム r~ 際f'11W(，教育批准委員会
移 小小小、1;-

移 上

30 LI (水)0地 IX協大会

-19一



6月

日 日1711 都

金 口A訪問 ({r!'旧小)

2 土 ム都r!it行持主事会

3 。
4 月

8同長会 tFiih lliE 
中活指導主任会(小 ・中)(505) 

5 火 ム校長 会(505) <Ql心防協

6 水 里B訪問 γ rl中 ・五幼)
市教研小

7 木 ocy:校終計研修会 小移IN1I¥11'I'HII; ム 初任者研修t"，当指ヰ主主事会

口教務主任宿泊研修会
1'，'(1 LIIII 

8 金 日;ftf1、

9 オー 口
11 

ト一一一

10 ⑪ 

11 刀 U"  '''1二次教頭研修 平山一~小程 T 
12 火 R伊休刊怜悩i 育 会 中移 lム 州lr!i桁導主'F会 ・ :地区会(多摩)

仏教推進委口 ( 507 ) 
移

13 ;]< Or!i教問(小体 .qJ) 

自主!14 .t: 。初任行研修実施協議会 (203) ム ~U1d行持 tll 当桁叫l主事述・協

15 <i1 OA教教頭f1'公課題(5研05修)(件Oゴ活初科任)tf研修

16 

17 

18 n I1光移動教京

19 火 I 

20 水

21 本 n ム 邸rli指導主中会

22 ノ、v、、s 。 rli教(!Jf("， ・休)

23 m 

24 U l' 

25 月 IV O~下活指導主任会(中) (、ド山中)

26 火 0教育相談ケース会議

27 水

28 木 O人権尊重教育併進委凸会(507 ) .6 :(E FI 外Ii~人児 ，n . 生徒教育述 ・ 協

29 金 口進路指導τド任宿泊研修会

30 土 白 11 

14日 文部川人郎大会 道徳教育助言者研究会(12日、19日、29日〉

27白 川人目al大会

ハH
u

nL
 



7月

臼 i陥! 都

⑪ 

2 月 01判長会 O作活情導主任会(小 ・中)(505) 

3 火 ム校長会 O心防協 ム 9J女平等教育J1j進委口会

4 水 o，n教研(小)

5 本 0学校経常研修会 ム 却idi指導主主F会

6 金 O保健主任会 (505)0進路指導 1:.任会 (502) ム f旨早;!J=.~μ述絡協議会

7 

8 の

9 月 口 A訪問(凹小)

10 火 8休日主任会(101 ) 
↑fi 教育批准委L1会(502) 

11 水 08訪問(点光寺小)Orli教のf(" 1) 

12 み; O教務主任会 (505)0'111良教諭研修

13 <ii. ム教頭会(叫)
O初任行研修 502) 0教fi泌題研

14 七

15 。
16 月 O午前術将 Hモ会 ('1')(ーIIJ) ム 同病l教fiJ1l進委口会

17 火 01:受業改純愛μ会 (502) ム{正 n外l同人児 1'11.生徒教育

18 /.k 

19 本

20 金 -終業式 ()割idH百平手主'F会 ・二地区会宿泊研修

21 (u季休業日始) 白 11 11 

22 ([1) 

23 刀 口初]任有研修 (203) 

24 火 口初任行研修 (203)L¥ ~並行相I.l炎研(líJffi)

25 /.k 口初任.fi研修 (203)八教fi相談研(研'i"i)

26 本
-・四 E 

27 金
一一一一 一一一ー・

28 

29 un 
ト一一一

30 }j l 1 f"!Jf壬.fí-研修 ~I; i 汗16 教fl相 1 ，:走 (505) 

31 火 " ム教fi判l淡 (505) 

-
E
A
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8月

日 H握 F↑1 都

水

2 木 白初任者研修宿泊研修

3 金

4 土

5 ⑪ 

6 月

7 火

8 水 日 教頭一日研修

9 木

10 金

11 ゴ1

12 ([l 

13 月

14 火

15 水

16 ，f: 

17 金

18 オて 旦小学校教育研究μ宿泊研修

19 ⑪ 〆'1

20 月 ロパソコン研修 DU中学校教育研H究口宿泊研修

21 火 口 11 11 

/1< 口 白 11 
22 〆f

23 木 口 〆'1

24 4長 口 11 

25 j-. 口 1.〆

26 ⑪ 

27 月

28 火

29 7.1< 

30 木

31 金 (夏季休業日終)

円

L
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9月

日 IIi'i! 市 都l

1 土 ム 始業式 ム防災訓練

2 。
3 月 O生活情持主任会(小・中)( 505 ) ム 都市指導主事会 ・二地区会(稲城)

4 火 ム 校長会(505 )。水泳記録会(中) ム多勝地区指導主事連絡協議会

5 水 ム |判長会 O水泳記録会 (川市)

6 木 。 水泳記録会(川 jt) 甲指導主事管外研修 I

7 金 OU健主任会(101 ) | ムム消中学費校者教教育育推課進程説委明員会会

8 士 白

9 ⑪ 

10 月 (小・ Ij(i，k記録会1"fJit1 rl ) 

11 火 0体育主任会(101 )。心防協
一 心附教校育担脊当指導主事連 ・協
ム小学教課程説明会

12 7)¥ Odi教のf(小・ 111) ム学校訪問協議会

13 オく O教務主任会 (505) ム 小学校教育課程説明会

14 金
ど¥教頭会 (505) 
0初任-fi研修会 O中i雫教諭IVf修

15 @ 倣必の 11

16 (u 

17 月 ム 同平n教育指育進委員会
口 小学校教 課程説明会

18 火 P4 ム 体育担当指導主事会

19 水 口 B必!日1(ー幼)
41 
修

20 木 O人権時屯教1I批准委品会 (507) ム 都市指導主事会

21 金 ム 児女平等教教育育推進委会員会
口 小学校 ~程説明

22 士ー

23 ¥11 秋分 の I1

24 (f]) 休 11 

25 火 0 1 同際.f1 H W! ，数1Î刊I~進委凸会 (507 ) ム Il=it指将担当指導主事述 ・協

26 水 口 B，Jj問( ~ 沢 rl l )

27 本 口ム イ王口外主事国人児童 ・生徒教育推述 ・育協課
指導 管外研修E ム 中学校教 程説明会

28 金

29 ゴー 白

30 ⑪ 

内
ベ
U
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10月

日 |地! 都

月 都民の 日 ム 都市指導主事会 ・二地 区会(八王て!こ)

2 火 ム 尉長会

3 7.k 

4 木 0学校経常研修会 ム 同際fTfW教育推進委員会

5 金

6 土 ム 拘IrlH行持主~H会

7 行J

8 月 口 A訪問(ご小)

9 火 ムO体校育長主会任(会50(51)0O1)i@t報心教的官協推進委口会 ( 507) ム 初j任省研修抑i当桁導主、j(会

10 ⑮ 体育の 日

11 木 O教務主任会 (101 ) 口 問平11 教育折f~進委 μ会宿iClliJ f

12 金
8進 路側主任会(507) 白 1/ 

1111樫教諭研修

13 イ二

14 (fu 

15 月 T小学校|略上記録会 (A)

16 火 1/ ( B) 0多目許~11!l区生活指導研究協議会

17 7]< 
ム 1/ (C) 
口 汗楽鑑賞教室(中)

18 A三
6 1/ ~~J~5 ム都市l管指将主事全会filぷ。1/ O多 地区健 行政連絡会

19 金 Oム 教初頭任会者研(修505O)口教音育錨f.!l!題(小研)修

20 イ 0就学相談

21 。
22 月 0生活指導主任会(1:11)(二 中)

23 火 口 A訪問(凶中)

24 7.k 0市教研(総合体育大会)

25 木 口 A訪問(二幼)

26 金 O{-f日外11'1人児、!n.生徒教育辿・協

27 土

28 ⑪ 

29 月 口 A訪問(、下山小)

30 火 0授業改織委仏会 (507)0教育相談ケース会議

31 7]< . B訪問(八小)

17日(水)教研集会 4.15.19.29小学校教育i課程説明会(午後)

A
4
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11月

口 1~ll 都

Aミ 04-'堅教諭研修 ム 剖Sdi指持主lj(会

2 イ長 l82健主任会J505)AV長会 ゐ イ正日外国人児iW.生徒数fr述 ・協
路指導主会(507 

3 。二 文化の 日

4 <<0 

5 刀 01::活指導主任会(小 ・中)(505 ) ム (jj)rl"i指持主'H会・ 二地区会(田J[1]) 

6 火 ム校長会 (505)@心防協

7 水 口 B 訪問 O~J徳小)

8 本

9 金 口A必問(六幼)

10 

11 。
12 刀

13 火
ム 児b:.、1'-等教fJ批准委口会
。家裁との迎絡会

14 I J.K Or!i教研(小・ 1~I ) 

15 本 0教務主任会 (505)0教fJ，課程研修 ム {以俄 ・給食1
'
[当指持主'H述 ・協

16 ¥Ii: 8刷初任会行研(修505)O教 1守~位研修 6't!目指将11[当指導主'J(述 ・協

17 

18 (I [) 

19 刀 [IA .Jj問 (一二中)

20 火 8似 教改車f時T推陥凸( 507 ) 6 何Srli1行持J::' J ~ 会'I ，'j 宇~4& ffJ'fLilli袋会 (502) 

21 J.K 口B"hl日J( :.lJ、)

22 本 0人 材)i~ 'j. 'H教 fl抑 jft~ Ll会( 507 ) 。心附4&fJjl[当指得主'J(辿 ・協

23 @ 目的 ''}i感謝 の 11

24 jニ

25 (10 
トーーーー一一 ー

26 月 O'U，目指早'/.j:.f下会 (rl')(じ'1-.Ijl) 

27 火 口A，訪問(問幼)

28 ノ主 • B ，;}jlliJ (位久似小)

29 ..+: Aljl学校教fi，;~qJl説明会
ト一一卜

30 イb [l B.Jj IgJ (胞が行:小)

16.小学校教介ぷ程説明会(LI二後)

p
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12月

日 11記 市 制l

土 T図工展 O就学相談 ム 都市指導主事会

2 。よ

3 月 口A訪問(高幡台小)

4 火 ム校長会 (505 )。心障協

5 7l< O市教のf(小)

6 木 口 B訪問 (一小)

7 金 0似俗主任会 (505) ム幼稚|刻11:!当指導主事連 ・協

8 士 O就学相談

9 。
10 月 8閣長会

生活指導主任会 (小・中)( 101 ) 

11 火 0授業改終委員会(507 ) ム都市街導主事会 ・二地区会 (日野)

12 水 口 B訪問(七小)0市教研(中)

13 ;1( O教務主任会 (505) 

14 ii、'- ム教郎会 (505。) 
O初任省研修 教育課題研修

15 十

16 の

17 刀 O生前指導主任会(中)(三中)

18 火 O教育相談ケース会議

19 水 ム指導主事連絡協議会

20 ンド 0都市指導主事会

21 イ長 。初任者研修実施協議会(507 ) 

22 土

23 。天皇 誕 牛日

24 の 休 日

25 火 -終業式

26 水 口初任者研修 (507) (冬季休業日始)

27 木

28 金

29 土

30 ⑪ 

31 月

14.中学校教育部!程説明会(午後)

po
 

ワ
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1月

日 1I出 市 割1

ぬ 元 旦

2 J.k 

3 木

4 金

5 土

6 @ 

7 月 ム 刷長会 (冬季休業日終)

8 火 -始業式 O都市指導主事会 ・二地区会 (多摩)

9 水 ム校長会 (505)Orli教研(中)

10 木

11 4I)' O進路指導主任会 (507 ) 
ム 幼 ・小 ・中教育生課程説明会
ム 外国人児童 ・ 徒教育連 ・協

12 土

13 e 
14 ) J O。心ノ|二防活指協持主任会 (小 ・41)( 504 ) 

15 O() 成人の口

16 水 [1 B訪問 OJ!i教研(小)
四

17 木 8教務育巨日修( 5削 Ljl ム 同'fil教育批進委員会
教訓程liJf 移

18 金 ム教卸会(505) 0初任荷研修 (502) 

19 士 J~~初め版

20 (QI 
上 大

坂

21 月 口A訪問(、v山台小) 上
q_1 

22 火 8体育jmA505 移 ム多摩地区指導主事連 ・協'Wt説教育折I~ 委口 (507 ) 

23 7}く 口B，Jj問(六小)

24 本 ム ll!)市指導主事会

25 金 1 HJJ任l'U日f修術力'1研修

26 土 白 " 

27 ⑪ 

28 )J 口A訪IgJ(火以 |ソ11) 

29 火 8授同業際 F改~純教愛 f[lI 会 ( 507 ) ム心問教育1Il当指導主事連 ・協W!. 推進委 Ll会(502) 

30 7.1< • B，み!日J(/;.小 ・I'j，¥t(fi小)

31 ，t: 〔人j1'fi~\t ，[1教fy判f.iW袋 μ会(507) ムQ男3隆女平等生教育併進委員会
摩地 区 活指導研究協議会

弓
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2月

日 |躍 市 者百

1 金 口A訪問(南平小)

2 土 ム 都市指導主事会

3 ⑪ 

4 月 0生活指導 主任会(小・中)( 505 ) ム 拘消1市費借者導教主育卓会 ・二地区会(八王子)
O 行f~進委員会

5 火 ム校長会 (505 )。心防協
4じ一一

ム体育 ・保健 ・給食担当指導主事会

6 7.k 
日教頭一 日研修 生 沢
ム 関長会 -←ー中

7 木 0市教研 (卓球大会) 大坂
移 ム国際理解教育推進委員会

8 金
8保健主任会(巧) 」二

進路指導主任会 507 ) JL，、

9 土

10 ⑪ 

11 ⑪ ~同記念の 日

12 火 ム生活指導jli当街導主事連 ・協

13 7.k Orli教研(小発表 ・中 ・研究発表会)

14 み; 0教務主任会 ・教育課程同出説明会 (505)

15 ~ 
6:(1一日外f'i国人児指 ・生徒教育述 ・協
ム fJ]任 研修jIl当指導主4](述 ・協

16 士

17 ⑪ ー七

月 口A訪問(流合小)
生

18 
トー 中

19 火 O初任者研修実施協議会 (507) 中 移

20 7.k 
移

ム学校訪問協議会

21 ，f;: ム人材"尊'Ii教育推進委員会(507 ) ム{j[¥r!1 t旨持主IJ(会

22 金
ム教頭会 (505(〕。心)的合同発表会
O初任者研修 507 

23 土

24 ⑪ 

25 月 O作所指導主任会 (中)(四中)

26 火 8授等改絡委員会(507) 
教 相談ケース会議

27 * 
28 木 。 心防研究発表会

6日 (水)財人部会

円
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3月

日 IIIJ! 書官

1 金 0初任者研修(504) 

2 ゴ二 ム 者ijl市指導主事会

3 @ 

4 月
6 同長会

ム Inj有l教育批進委 員会0生活桁導主任会 (小 ・"1)( 505) 

5 火 ム校長会 (505)。心防協 O多摩地区教育推進委口会研究発表

6 7.k 0111教研(小・中 ・一斉発ぷ会)

7 A-: 

8 金 8似健主目任(505 ) ム指導主・jはs絡協議会進路指導主会(507) 

9 土

10 ⑪ 

11 JJ 0'1:活指導主任会(中)(二沢[IJ)

12 火 8t体Ji育+説主教日育祁進(委50口5) 会 ( 507 ) ム 剖lrli指導主事会 ・二地区会(稲城)

13 水

14 イ三 O教務主任会(505 ) ム 剖1dif行持主JJ ~会

15 イ長 ム教副会(505) 

16 士 -終了式(幼)

17 江D

18 凡

19 火

20 水 A 中学校卒業式

21 @ イ手分の 11
卜一一

22 金

23 -小学校終 f式
トーーーー一一 一ー

24 (fil 

25 ) J -小学校卒業式 -小学校終 f式

26 火 口 初任liJf(507) (イ手季休J佐I1M;) 

27 水

28 A-: 
ト一一一ト 司卜一一

29 イ合

30 
ー ーーーー一一一一

31 σ。
6 11 (ぷ) 0 ~11人部教問
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日野市教育 相 談 室

設置の趣旨

日野市に在住する幼児・児童 ・生徒(高校生を含む)及びその保護者を対象とする教育相談lζ応ずる。

また、学校の行う教育相談への協力 ・援助を行い、教育相談活動の促進と充実を図る。

。 一般教育相談

幼児 ・児章 ・生徒の学習、性絡、行動、性癖、進路適性等についての相談lζ応じ、治療やJj)J青 ・援

助を行う。

o 心身障害教育相談

心身に障害をもっ幼児 ・児草 ・生徒についての相談に応じ、障害の柿:類ゃれ位以び発達の状況の把

慢に努め、 一人一人の能力を十分に伸長させるために就学相談及び教育11~ii'l KI刻する相談を行う。

。 学校教育相談

幼児 ・ 児W~ ・ 生徒の問題行動、非行等についての相談 IC:応じ保護者、 学校、関係者機関と協力し、

指導、 JJ)n;'・援助を行う。

。 屯話相談

屯話による相談IC:応じ、指導、助言、援助を行う 。

構成

相談 室 長 桜本和男(日野市教合委員会指導室長)

非常勤教育相談員 兼任教育相談員

河井英チ(教育委員会)

石出俊子(教育委員会)

御子柴万里子(教育委員会)

渡辺満子(教育委員会)

大島昭チ(教育委員会)

担当指導主事 奈尾 力

担当謀長補佐 松橋瑛 子

教育相談事務担当大日 向 均

佐藤ヒサ子(日野一 小)

西 俊幸(日野四 小)

川原田和子 (日野七小)

西村 正裕 (日野八小)

吉沢佐久子(南平小)

宮 川 保 之

顧 作円 石島徳太郎(精神医)

福島倫 美 (東京学芸大学教授)

石 川尚 子(日本女子体育大学教綬)

-30-

宮尾文子(日野一 中)

川本浩子(日野 三 中)

高橋千鶴(一幼園長)



運営

保護者、又は幼稚|羽 ・小中学校を通じての巾込により 、 ド記の日H与に無料で相談lζ応じる。

。 上品 所 日野市11E幡 402

。 込 み ぅt 日野 rli教育相談室

(TEL 0425 -92 -0505) 

。 一 般 教 ff相談主任 河川英子 (月 ・火・水・木 10:00 - 16: 00) 

111. ~/I 石 ~U 優チ (火 ・本 10: 00 - 16: 00) 

。 心身障台数行相談主任 御ー子柴 万里子 (月 ・火 ・金 10:00-16:00) 

111. ~/I 渡辺稔1 f- (月 ・水 10:00 -16:00) 

。 学校教育相談1Il~I 大); ，~ IH~ j乙 (木 ・水 10:00-16:00) 

。 't u T' 話 相 談 名 相 談員 (月~令 10: 00 - 16: 00) 

-
E
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教育相談概要 平成元年度

1. 受付・面接回数

前年度より継続 本年 度 受 付 累 計 面接延回数

25 37 62 275 

2 主訴7JIJ件数

小 学生
幻j 中 r;::;口1 その他

1-3 4-6 

在校拒否 4 6 10 3 

集団不適応、A (内気いじめ) 2 3 

性 集団不適応B (授業態度悪) 2 4 1 7 
格 友人関係

. 
統ちつきな し

rr 
到j 反 抗 的
lζ 

4 l刻 世話 気 力 3 

す

る 非行及び同傾向

も
繊 黙 2 

の

家出 内暴力 2 

そ の 他(情緒不安定)

乙 と ば(吃音ーなど)
関*r'f
す相11 相11料性習癖(夜尿・逃尿など) 3 3 
る身一

神経症 ・同疑 4 4 も休
のに

脳部質障害

学知 精神発達遅滞 2 
能

業 ・ 学業不振 4 5 

適進 転 校
路

性 ・ 進路・進学

そ し つけ 方
の
イ也 そ の 他 2 

計 2 12 13 24 9 2 62 

円
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日野市心身障害教育推進協議会

目的

乙の協議会は、日野lIiから研究委託を受けて、心身附i!;.教育の充実を凶るために、心身lζ障害のある

児童 ・11:.徒に適切な教育を保障するための教育措世のあり方、教n条件の終備、指導内科 ・方法の改持

lζ|刻する研究及び、一般職員の心身障L;J;.教i'i1L対する芯識 .:J:lj!解を深めるための研修等の諸事業を企Irlij

し実践する ζ とを目的とする。

事業の内容

との目的を達成するため、協議会会長校』ζ事務局を目き協議会の巡営にあたる。主な事業として、次

の乙とを行う。

(1) 心身防守学級の適正配置に ~Iする将来的構似の検討

(2) 心身障害児童汝び心身障害教fiのIF.しい列島引ζ|刻する資料のfl:Jぷ

(3) 就学相談の充実と相淡活動への協力と奨励

(4) 教fJ封印f者の学校への適応、状況&.び発達状況の山跡品目ft

(5) 学校における相談組織と織能の先主

組 織

(1) ζの会は、次に焔げる者をもって組織する。

n lJlf J! i教n委[l会教mふ折碍ヰ~k 、 指導 1:4J人 川県長争点休、n野J!i立心身障害学級設置校長、心

身附 '1
1;'学級fii.fl.幼 ・小 ・小学校(j，~，j) の名校 Hノ。以上の教u、教tf相談室専任相談員、 嗣間氏

(2) 乙の会K は、 次の ~IJ.IIIJ$を iì/t き 、 それぞれの的動不行う。

ア 研究郎 教fHI~li'~者の学校への~自応状況と発注状況の追跡，0，'Jft

学校における相談飢餓と機能の光~を際| る研究

イ li}f修 l~) 心身附'，.1;:児&.び心身障計教1ιj'0)J!:しいw前lζ|刻する白料の作成lζ|刻する研究

ウ 相談郎 就乍相談の充実とね|淡泊五}Jへの協)Jと援助

研究 委 託

今作/íUよ 、 日出f J! 1 教 fì~n会から ))IJ紙0) 内科についての(l)f究を委託されている。
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委託内容

1 心身障害学級設置・配置及び心身障害教育の在り方に関する構恕の検討

日野市には、精神薄弱学級、情緒障害学級、病弱学級が設誼されている。

各学校は、学校問及び都立養護学校と緊僚に連携を保ちながら心身障害児の教育措置を行っている。

日野市の心身障害教育における現状をふまえ、課題や改善の方策を検討し、日野市としての心身障害

教育をどのように推進していくことが望ましいか、また、心身障害学級の設置および配置についての

基本構想について調査研究を願いたい。

2. 心身障害教育の理解lζ関する啓発資料の作成及び交流教育の推進

日野市では固際障害者年の行動計画として、昭和 57年 2月「日野市の心身障害教育Jを作成し、

心身障害教育の啓発IC努めてきた。また、都立養護学校を中心とした心身障害教育地域推進協力校と

して、近隣の小 ・中学校を指定し交流教育の推進を図ってきている。

心身附害児の教育ICは、障害の状況を医学及び教育の分野から詳細BIC担保 し、障害を乗り越えてい

く手jrてをきめ細かく論ずる乙とが大切である。心身障害教育を推進してい くための具体的な活動を

研究していくとともに、防干l子の有無をAUえてともに生き、社会参加のできる地域づくりをすすめる ζ

とが大切である。

そのためには、全ての児市 ・生徒及び保護者K対して、心身障害児及び心身障特教育IC対する理解

を深めていく ζ とである。そ乙で件発資料を人材~t'f i]iの視点Icjrって作成する乙と及び心身障害学級

併設校以外との交流教行の批准について更にど検討闘いたい。

3 就学相談の充実と相談所助への協力と援助

就学相談委員会の組織は、医師、心理学者、心身障害教育関係者、心身障害学級設置校校長及び教

諭、教育相談員等の委員により組織されている。

そ乙で、就学相談活動の望ましい方法及び相談者の専門的jj置を高めるための研修を推進するとと

もに、きめ知lかな相談活動が行われるように相談活動への協力と援助を願いたい。

4. 教育的自者の学校への適応状況及び、発達状、況の追跡調資

就学相談の結果lζ基づいて教育措置を決定した後、その児宣言 ・生徒が学校や学級にどのように適応

しているか、また、期待する教育効果が得られているか、学校及び学級担任lζ悩みや問題がなし、か等、

継続的lζ調査する ζ とが大切である。

そζ で、日野市公立小 ・中学校及び都立養護学校等の義務教育機関に在学している心身障害児の適

応状況や発達状況を追跡調査し、その実態を卜分捉えたうえで、今後の教育問題lζ閲する相談の充実

に資する資料を作成願いたい。

5. 学校における相談組織と機能の充実

各学校では、心身障害児への相談や心身障害児を担任している教rJrliへの援助や協力の体制を終えて

おくととが大切である。

そ乙で、各学校における心身障害児の教育相談の在り方、担任教師への協力の在り方等について調

査研究するとともκ、校内での教育相談充実のための資料の作成を検討願いたい。
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日野市立小学校科学教育センター

1. 名称・所在

日町rli立小学校科学教育センターと称し、平成元五J'.1Jtは、北部センターは日野di立{Ijl山小学校lζ、

南部センターは日野iji，LギiJJ小学校iζ，&Uiする。

2. 設立の趣旨

日町rjiな小学校における科学教育の振興を凶るとともに、教員の1'1)科指導の充実向上のための研修

と 9t'. 1'j'tの科学的態度 、 能力 、 技術Iの lílLUζ役立つ諸~H)たを行う。

3. センター長・センタ一次長・指導員

同J日~íセンター 学校名 TE 話 北部センター 学校名 ，一t、邑-， 話ー

センター民 内放 w ム|ιJlJ小 91-4123 センター長 岩下和夫 イ中国小 81-8511 

沙く k 土方 J~I メよ ヰLLiJ小 11 次 長 tlifEVJ( 利1チ 11 11 

主 {で 渋谷ゐー 、!とJIJ小 11 主 任 4公日楽1放治 11 11 

指 導 μ rjl村 大 制徳小 91-0409 指 羽 日 長符川一彦 81-0073 

指導 n 、|ι良 絡 、|へJiJ小 91-4123 t行停凸 渋 れ 一 彦 81ー0070

指導 n 'j ''I'fイi斐 f /¥ 91-2411 t行w.u ♀イif 玲-f 11 

J行持Ll 休除ゆJ:X: (i ，'/i台小 91ー0997 t行導口 矢出F了14寺-f 81-0101 

指導白 石川 成 f i屯合小 83-5172 指 導日 盟山 光 凹 81-0038 

t行年'/.Ll IJ!Ji ffli 伺i 山慨台小 91 -7011 f行持Ll 悩凶 功 P4 11 

指持 o ，lf}ll {TII [- J~4 、 !ι 小 92-2021 指 導 日 鈴 木 節 子 71. 81-0407 

m将 11 ぶ山山紀人; 11 11 t長引l凸 :h茂 j下-f ーノム¥ー 81-0366 

術活(fl 近!徐総tf1 N久保小 92-5014 f行羽目 小畑由美イー 七 83-3907 
ト一一一一一
J行巧(11 ilil体 、|えJIJ合小 92-6381 f行持日 上条 ，J.. 他ケ丘小 83-3733 

J行;r;.Ll 必|判|係 ーミo¥台小 93 2351 t行平'/.n i1j'iJ J や江 *光寺小 84-6200 

111将 μ 土プj 久枝 仲田小 81-8511 

t行持口 111 rjl 111')美 11 ι， 
ト一一一ー・ トー . 

f行革'/.Ll 小保三位チ 11 11 
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4. センタ一員

南部 セ ン タ 北 部 セ ン タ
校

潤 平 J¥ 百 1竜 高 南 平 一 凹 五 ，ノム¥ーー 七 1也 -* 1ft' 
f恵 ~LI 

草
メu入

中部 王手 久 111 沢 カ1 光
田

名 iロs、 4口2、 保 4ロs、 ぷ仁品1、 計 丘 寺 吾l'計

男 。5 。5 。4 。3 3 21 2 。3 2 4 3 4 2 5 26 47 

女 4 2 5 。3 2 2 。。19 2 5 。。。。4 14 33 

計 4 7 5 5 4 6 2 3 3 40 4 5 3 2 4 4 4 5 3 6 40 80 

5.年間指導計画

南 部科学センタ ー

回数 月日(昭) I~，'f fiJf YクUし 内 容 指 導 員

活動内容を理解し研究への意欲を

1 5.19出 14・00 開講式 高める。 全 員

新 しい友達とやl'良くなる。

2 5.26出 14:00 第 UP元 平山城社公困付近の柏物のようす 本法藤(半111台)

3 6. 2出 14:00 
日野の を調べ、臼然への関心を高める。 佐藤(百平台)

自然を 石 川 (地合小)

4 6. 9仕::)14 : 00 調べる 渋 谷 ( 半111小)

5 6.16仕::)14: 00 第 2単元 砂糖水、塩水、アルコ ーJレなど透 *近藤(.f'，l久保)

6 6. 30 t!::) 14 : 00 
明な液体の見分け方を知る。 lji 良 (半111小)I 

水溶液の 佐藤(百部台)

7 7. 7日::)14: 00 性質 渋 谷 ( 半1]1小)

8 7.14出 14:00 第 3単元 研究テー 7 の決定 *石 川 (i，'~合小)

9 7.25(7J<) 9: 00 自由研究
研究方法の検討 ~:三野(八小)

渋 谷 ( 半111小)。7.26-8.31(ぷ休み中) 研究活動のまとめ
(但し 7.25は

ー一 一一 各校どと l名)

10 9. 8出 14:00 研究結果の発表

11 9.22出 14:00 
(一人 5分ぐらい)

12 10.13出 14: 00 第 411i元 屯気の利用法を長11る。 *千 世r(八小)

13 10.20出 14:00 
スチロールカッターを作る。 服部(i可燃台)

電流と 中 村 (制徳小)

14 10.27出 14:00 発熱 渋谷(平iJl小)

15 11.24仕::)14: 00 第 5単元 赤土、県土、砂などを調べ、鉱物 本T'T )11 (間半小)

16 12. 1出 14:00 
を知る。 太 田 (尚平小)

土を 南平付近の地問を制べる。 松 I~j (三沢台)

17 12. 8 t!::) 14・00 調べる 渋 谷 ( 平111ノト)

修了記:をもらう

18 2. 2出 14:00 開 講式
ひとつの乙とをやりi遂げた成就感

全 員を味わい、 自信と意欲を高める。

感想を発表する。

本印は、折導責任者
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北部科学センター

回数 月日 (日必)11与 研 3'JdhしE 内 4付~ :tFi 活l 員

活動内容を理解し研究への意欲を
5.19出 14: 0。開講式 r.:Jめる。 全 員

新しい友達と仲良くなる。

2 5. 26 ttJ 14 : 00 第 11)t元 美しい花の中にある生命のすばら 牢渋谷(二 小)

3 6. 2出 14・00
植物観終 しいしくみを LI分の限で健かめて 長谷川(一小)
と花粉し みる。 早借(二小)

4 6. 9出 14:00 りべ 必日楽(仲田小)

5 6.16出 14: 00 第 21)1.)乙 殿、アルカリなどの水総液の性質 本盟回(内小)

6 6.30仕::)14: 00 
を調べる。リトマス紙をLI分で作 稲田(内小)

/.1<添液の る。 鈴 木 ( 五 小 )

7 7.7ttJ14:00 性質 総白楽({中田小)

8 7.14出 14: 00 第 3tjiJ乙 研究テー 7 の決定 *松日楽 C1'1'同小)

9 7.25 (7.1<) 14: 00 rl Eh研究 研究方法の検討
:h 茂(六小)
ア;. ILI CW光寺)…1 CJH1¥lj. qJ)二1研究活動のまとめ

10 I 9. 8出 14: 00 研究結mの発表

11 I 9.22出 14:00 
(一人 5分ぐらい)

12 10.13 (iJ 14: 00 第 4Jll.)乙 明かりのっき)jのちがいから箱の *矢野(三小)

13 10.20仕.:)14: 00 
中の配線を当てたり、 11分でその 小刻11C七小)

ブラック 箱(ブラックボックス)をfドった 凹 中(仲田小)

14 10.27 (:fオ 14:00 ボックス りする。 松日楽(仲田小)

15 1l.24(iJ14:00 第 51)1.)乙 世界で一 系的Iれなモーターを作る。 本 |二 {傑(旭ケ丘)

16 12. 1 (:fJ 14: 00 
'.:u ~~O)_[ 小 畑 ( 七 小 )

fl' Cモー 土方({中国小)

17 12. 8臼.:)14: 00 タ一作り) 松日楽(仲田小)

修 f証をもらう
18 2. 2出 14: 00 開講式 ひとつのととをやりi遂げた成就感 全 員

を味わい、 1'11，1と怠欲を(IIJめる。

*EIJは、指導立任者

6. 連絡協議会

委 員 五と 長 f幸三白1¥ 日野rli教行委μ会教fi1< TEL 85-1111 

l十jgjSセンターiて 内臓 jお 口町di¥f.、ド山小学校k TEL 91-4123 

次長 上方 )~S )ょ 1/ 教μ~! 1/ 1/ 

-Hf 渋谷~ 1/ IM，j[: 1/ 1/ 

Jt ~~jS センタ-1< ギJ トー 和人 fl'l'f rI j "!.1'1'日l小学校jて TEL 81-8511 

次長 知!被羽l f 1/ 教ll;'l 1/ 1/ 

主任 総 f1楽(.jX 7fi 1/ l札![: 11 1/ 

IIfJi I/[] w ，..j、; l-il 93 fl ~'f rI j教ri{?口会J行持'';'u" TEL 85-1111 

11ft! UiJ ぶ尾 ノJ 1/ t行羽よ'JC 1/ 1/ 

11ft! lIi] 川保 之 1/ J行革7.::J:.'H 1/ 1/ 
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平成 2年度

指導主事事務分担

日野市教育委員会

指導主事 奈尾 力

H 宮 川 保 之

1.校種別分担

。幼 稚副 教育 一奈尾 。小 学校教育一奈尾 。中 学校教育一宮川

2. 教科・領域別分担

。l同 話(岳写)一奈尾 o tl: 会一宮川 o r，[数 ・数学 一宮川

o f11! 科 一宮川 。音 楽一奈尾 。図工 ・美 術 一宮川

。 体行 ・ 保世~体育 奈尾 。家庭 ・技術家庭一 宮川 。外 国 話一宮川

。辺 徳 一宮川 。生 活指導 一 宮川 。特別活動 一宮川

。学校行 事等一宮川 。学 校経営一 奈j毛 教育相談 一宮川
ケース会議

。心附教育一宮川 。視聴覚 教 育一宮川 。図書館教育一宮川

。学 校給食一宮川 。保健教育一奈尾 。安全教育一宮川

。同和教育一奈尾 。公害教育一宮川 。進 路指導 一宮川

。幼児教育一 奈尾 。学 校事務 一 宮川 。心時相談 一宮川

。帰国子女教育一宮川 。男女平等教 育 一宮川 。消費者教宵一宮川

o:J<受業 改 善 一 奈尾 。情報 教育一 宮川

3.施 設 ・ 行 事 等分担

。教育 相 談室 一奈尾 。心 障 学 級 一 宮川 。科学センタ一 一宮川

。教科害センタ一 宮川 。文 化 行事一 宮川 。体育行事 一奈尾

。修学 旅行一宮川 。移 動教 室一宮川 。日野市めぐり 一 奈尾
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4.指導事務分担

。指導部 ・者s研 一奈尾

。研究集録 一 宮川

遠足 ・修学旅行 市

。!面 出 一 宮川

。まどべ編集発行一宮川

。授業研究一奈尾

教 ti i，* 松
。 一 宮川
年/I¥J指呼計回

。文部行中央研修一奈尾

5. 渉外分担

。校 長 会一奈尾

。仲間指導主任会 一宮川

尾

川

川

奈

宮

宮

一

一

一

会

内
川
会

行

進

叫
一
教
ぬ
教

政
川
一
協
刈

=1

1

1

 

耐

射

巡

附

都

心

舵

凶

舵

。

。

。

6. 研修等分担

。学校料引研修会 一ぷJ~

ql世教諭附修〈
。 ム一宮川
六 "1 依

。幼児教ti研修 会 一 余j己

。事務ImtL1研修会 一宮川

教育 研 究員
奈尾

教育開発委員

。学 校 訪問 一系尾

。調究資料w収 一宮川

。月行事予定 宮川

。部 ・研究奨励一奈尾

就学 ・行t山替
o L1_ .......ー奈尾
f行

。環境読本作成一奈尾

。教 刷 会一宮川

。保健主任会 一 奈j三

。日野 di教{i)f一宮川

。体育 主任会一糸l己

教 1守研 ヂ
。 -奈尾
資料 込

初任者新鋭採用
一宮川

教員研修会

o~ 技 研修会 一宮川

。教tì，~ね研修会 一 奈尾

-39-

。教育~ 税 j函出 一宮川

。教材届出承認一宮川

。学習指導要領 一 奈 尾

。教育実習一奈尾

。社会科品IJ読本 宮川

。教 科 書 採択 一奈尾

教育課程編集
一奈尾

資料作成

。教 務主任会一奈尾

。進路指導主任会一宮川

第 2 地 区
一奈尾

指導主事会

人権的'Ii:教育
一奈尾

推進委員会

。 教tì~組研修会一宮)1 1

。教育相談研修会一宮川

。学校保他研修会 一 奈 尾



平成 2年度 日野市教育委員会委嘱事業等担当校長 ・教頭

。…長 0・..ffiIJ

No. 名 {1J¥ 小学校長 中学校長 小学校教以 中学校教副

l {受業研究述絡協議会
小泉宣夫

村田志信 山下法1I{:3 中根 勉
ィ写泉 徴郎

2 教 務 主 任 会 馬測l金男 1占水呑海 渡辺健一 山崎妙子

3 生 活 指 導 主 任 波多野 !:e. 宮本裕子 小笠原久雌 会田武夫

4 進路指導主任会 阿部忠志 佐藤英洋

5 保 健 主 任 ρ.A 、 。石総 位 大野隆久 会出武夫

6 学 校 保 健 会
イi繰 健

大野隆久 上固定、二 伴野博夫
合主利恵

i曽賀従男 。名塚 ニ雄 鈴木利恵子

7 心身障害教育推進協議会 上山洋一郎 村田志信 上国憲一 伴野博夫

馬関l金男 知i野元一

。馬測l金男 名塚 ニ雄

8 就学指導委員 会 上山洋一郎 村田志信 伴型F 博夫

地賀従男

9 ま どべ編集 委員 馬JLj 武 武内忠雄 山崎妙-f

。イl民 世~ 恒夫治彦

10 日 光 移 動 教 室
馬場 武 鈴本利忠子

合重利;忠 末次久利

i首賀従男 ;f:内秀雌

11 中 学校 修学旅行 ，:':;木宏文

。 内放 lsU 

12 小学校体 育 主 任 会 小幡 位 0.-1ミ次久利

上陸賀 従男

小 ・ 中 水泳記録会 阿部忠志
武内忠雄

士市 健民1513 
森9if 豊

14 科学教育 セ ン タ ー
⑪岩下和夫 土方邦男

⑮内藤 !ぷ 難波和子

15 幼児教TJセンター巡営審議会委員 草刈喜一

16 教育f~駐資来K'1=1lX:委員 (道徳)， 
，::j木宏文

松沢茂久
桑原 %11正

教 n謀 Ft研究委員会
。 内藤 l，.)i 宮本裕子

17 (生活科 ・選択科) 。内藤 1M 大野隆久 江口耕一 中根 勉

桑原和正

18 ↑ll 報公開対策委員 1'.111洋一郎 桑原和正 石川 耀子 山崎妙子

19 給 食 主 任 会 -iTF 不'fl男
大野 |盗久 飯田国代

小嶋 it 

20 学 校 給 食 会
。ギJド新].'!J

大野隆久 飯田国代 佐藤英洋
。小幡 建

21 日 野教 育研究会
。志村桂次

村田志信
0土方 邦男

北lボ長III.:l
0飯沼 宏 小;内秀雄

22 巾学校社会科話IJ読本改訂委員会
。111口武武彦

小泉宣夫

23 司l乍校社会科副読本&訂委員会 桑原和JE 佐藤英洋

ハ
け
V4

 



No. 名 布JI 小学校長 中学校長 小学校教頭 中学校教副

24 15少年健 全育 成(都校長会) 石;ょ4 位 宮本裕子

25 音楽鑑 賞 教 室迎営委員会 馬場 武 村固 定、信 影山 健 松沢茂久

26 日野市環境緑化委員 主主刈 喜一

27 公民館:illi営審議委員 波多野姻

28 凶 11: 飴 iili営審議委員 志村 桂次

29 ネt 会 教 1守 委 員 石井 ニ士 宮本俗子

30 17少年協議会委員 Cdi委嘱) 清水七 郎
宮本宏文

宮本総子

波多野 坦

31 P 協 草刈和志 宮本総子

小泉宣犬

32 環境週間行事辿常委凸(占1地蚕l属) ヰ~刈喜一 h'l"7.K 必悔

33 体 ili 。内藤 J"J，t 

34 休 辿 大型F 隆4へ

35 
パi教職員丘WJ会 ¥，"IJfll! LJ;長

NJ 7.t< 七自1I
(小中校民会長)

36 人 権尊 重教育推進委員会
草刈和志

阿部以志 畑野 元一 北!反 対附
馬場 武

37 |剖際政解教育推進委 μ 会 有泉徴郎 飯田国代 塙 他民1I

38 f受 業 改 将委員 会
布引 ニ士

I::J本宏文 小原良雄 北!県長H何
飯沼 宏

39 教職口研究資料宗辺常委員
Illu 武主主

名塚 ~l4t 片岡千寿子 >1:ロ問I 他民1I
-波多野 JjI 

40 J長鞍 ，"':jJ点林間施設検討蚕μ会 。出7.t< 七良1I I~:j* 宏文 北原長H自

41 
" 

おj E主 f江)(IJ 羽1ぷ 宵4:給-f-
42 学校体行施設開放迎常協議会 内政 Jぷ 大野院久 影111 健 会田 i氏犬

学区域検 J".j委 L~ 4:: イT泉微民1I Ni/.I< ，(手f自i Jt.iJ;t };}IiR 
44 ふるさと博物館巡常委 D 小泉宣夫 桑Jj;( 和 IE 中級 勉

45 'tl'j報教育 批准委 H 会 桑]j;( 和 1[:二 塙 健郎

46 外 II~ rift教 育推進委 u会 ι:J水宏文 総沢 l克久

47 食 日日 検 討委 u .Q; 右ド和メミ 人;野院久

48 
E;i境読本「料とがJifit のまち

Ittl刈 十九一 阿$ 止しむ 吾川喜平日野J作成委Ll会

49 j:~\ til: ¥，¥IJ 読本改訂蚕LJ.会 11';-/.1< じ山1I
50 '下校以I~:: f!u ili絡協ふ会 ぷ村中I~次

初任者実施 協品会 I¥I(刈羽1;正; 名塚 ミ141: 片間千寿-f 松沢 ，'Ji.久

刊行附科学級(な樹li併)辿絡会 宮本総-f-
Lド乍校弘司克 1V乙木作成委L1会 阿部 }j_~，ι 

'11'下校九i祉/，iIJ読み;改.n委L1会 集IJ;t 和""

51 教
日IJ

。イ i~ t- 三土
1'i o:t:-卜 和1メょ
"県

。 卜"IIlt下一郎
、i''i" 楽

資本} 
。馬J4i 氏

以1uilj 1-" 作 。小J~ 百六
作
IJ.父 .~ 出 。凶111 数寸亡

f: 体 1'I 。イi以 仙
l~ 

日IJ i.li !M (S~ fl反ì!j 活:"2、a、
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品
。、コ

教育委員会

委員長

村田安正

職務代理

小松恒夫

委員

長津三郎

田中キミ子

教育長

長津三郎

学校教育部長

藤本享一

日野市教育委員会事務局組織

「 庶務係長 教育委員会々議、規則、 人事、予算、経理契約、文書管理lζ関する乙と。

庶務課長 | 辻 正信

田中 正徳 一斗

」 施設係長 学校施設の計画及び営繕 ・修繕lζ関するとと。

松坂文雄

学務課長 「 学務係長 学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園lζ関

高野英男 一寸 石毛寿美子 する乙と。
課長補佐 | 
鎌田文勝 」 保健給食係長 教職員、児童生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、安全会lζ

副主幹 (課長補佐事務取扱) 関する乙と。

高橋千鶴子

「 指導係長 教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談、教職

I (課長補佐事務取扱) 員研究資料室lζ関すること。
指導室長 | 

榎本和男 _l_一 教職員係長 教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害lζ関する とと。

謀長補佐 瀬戸弥

松橋瑛子

社会教育課長

小沢春重

課長補佐

高橋 渉

社会教育係長

小沢昭道

社会教育の総合計画、社会教育団体の指導育成、芸術、 文化の仮輿lζ

関する乙と。

文化財係長 文化材の調査、保護lζ関すること。

(課長補佐事務取扱)

主査

藤 井 和 夫



社会教育部長

坂 本 金 男

*'-w 

体育課長

中里正市 一一一 体育係長

神山正志

市立図書館長

斉藤隆夫

副館長

尚 英明

庶務整理係長

古沢元武

奉仕係長

竹 村 純 一

業務係長

桝田昌盛

主 査

小川幸子

中央公民館長

鳥井山豊毅 ーァー 管理係長

| 佐藤 清

」指導係

(管理係長兼務)

青山

幼児教育センタ ー長 一 岸 俊彦

課長補佐

武---，ー 庶務係

」 研究相談係

査主課育

係

係

教

)

務

芸

会

務

庶

学

社

兼

蝦
て

物

清

博ム」さ

野
る
生

》

A

社会体育事業及び市民プール、南平体育館、市営陸上競技場等の管理、

運営、学校開放、体育、レクリェ ーション団体の育成に関する乙と。

文書管理、人事、予算、物品及び施設管理に関する とと。

図書館奉仕網の整備、分館の運営、奉仕計画及び蔵書構成の調整lζ関

する乙と。

図書の貸出し及び図書館運営の調査研究及び企画K関するとと。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管、施設の利用lζ関する

とと。

公民館活動の企画運営、成人、青年、婦人教育関係行事の実施lζ関す

るζ と。

予算、文書管理、施設の維持管理、物品の保管lζ関する乙と。

幼児教育センタ ー活動の企画運営、関連事業行事、家庭教育通信講座

の実施、幼児保育相談iζ関する乙と 。

予算、経理、施設の維持管理に関Tるとと。

資料の収集、展示、整理、保管lζ関する乙と。
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平成 2年度 管理運営規則第八条に基づく主任一覧表

学校名 学校長 教務主任 生活指導主任 保健主任 進路指導主任

日野一小 山口武彦 志賀由具 長門 IE4会， 中村麗子

2 日野二小 馬場 武 宮川征三位1I 綾部耕主主 渡辺敏子

3 日野 三 小 土問~ 従男 八木文夫 原 俊行 馬場延子

4 日野四小 波多野封! 藤|削和子 小杉11利栄子 丸山 幸江

5 日野五小 上山洋一郎 $'Ilfとめ子 馬場富男 常盤町子

6 日野 六小 的水七自1I 丸茂洋子 式 守 保 幸 金野 m華子

7 間 f忠 石鳥よ 世E 中村 大 問品春美 反町麻佐子

8 平 IJI 内藤 康 計総77f紀子 石総労寸土 田中 延寸こ

9 日型F八小 11lU 和志 小品義範 宇野行斐子 小 津 和 チ

10 育部台小 草苅喜一 定森正治 宮崎 日 大鳥ノレミ子

11 I竜 メ『吉1、 有泉徹(!II 大1: .(本磨 石{.<Jやす子 来 問 志 信

12 l屯慨台小 小泉宣夫 銭蹟芳子 照屋守久 古城京子

13 日 野じ小 小申書 住 !討城 文雌 事立 圭チ 日紙智子

14 南 石井 三士 太凹由紀夫 秋葉栄一 井上久美子

15 利久保小 fr屯利息 117野美智-f 近藤裕治 佐藤徳チ

16 旭が丘小 飯r{-{ 宏 1ft田正子 西国 i場 ~~R 悦子

17 平山台小 馬淵l金男 鈎j也 ポlf¥ゲゾJ 渡 部キヨ 加 藤 幸 チ

18 よね光寺小 志村相次 笹本竹司 合田 尚寸乙 TT山 幸江

19 三沢台 小 西回数千 斉藤正チ 川田 市チ 太島真知子

20 仲 回 岩ド和夫 雨宮 充 吉田 日ム 清水好子

中 宮本料子 相J)，~ 茂生 浅野和也 白 紙 恵 子 荒川 ;秋伴

2 中 大野隆久 浜本敏印l 野口英一 中山ひとみ :0紙延男

3 七 生 中 村田志信 瀬川昭英 大谷良光 大野 i零子 佐燥 J技

4 中 桁*春海 新井教旦 山口俊浩 今城理恵 乙~{ 義夫

5 凹 中 桑l京和正 杉村智秋 秋iJl 剛徳 例 国 京 子 古田俊明

6 沢 中 阿部忠志 広瀬 昭 須具光一 高津戸泰子 鈴 木 幸 チ

7 大坂 上中 名嫁 三縦 星野 H百一 今井正喜 樋口由紀子 泉 t飲代

8 王I乙 111 中 j;"!j* 宏文 三浦 義次 鈴木 浩 阿部貴美子 升川 総寸土
L一一
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学年主任

年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

j瓜野敏子 )11卜美総-[- 長1~}他都-f 三制i理必寸こ 土井公子 寺 本 喜 和

長浜和チ 高木 映 チ 針同和チ 小笠原本江 中島寿子 田中和子

秋山照チ 1T J-_ 文 子 矢型Hi合子 菱田美穂子 前田佐和子 諏 訪 英 樹 l

合tド節チ IMj凹先生 四 俊幸 安達美武 福田 功 逸 見 明 男

赤井光寸三 後総絢子 本 多 和 美 川上さちチ 御木 茂 斎藤弥生

垣内奈紘美 岩崎員知子 宗近孝てF 川井田和-f 野村治子 上保かなゑ

問!;.1 秤芙 西山 lF.文 小林浜チ 秋 葉 秀 茂 志村道子 山口 ，.g久

オ7松i;:紀子 松11"-がj尖 j也m 雅-f 力n藤和美 渡辺 学 港 澄江

安凶利江 浅野すみれ 西村正裕 赤4公 紀寸土 i1'!i井 誠 上野森良

加T~ r昭二子 浅?臼ii'il[- 大nJレミチ 大島真理子 高崎茂子 玉置 H嗣子

井両Ii 俊チ 遠因 ~1、 if:j.m 孝チ 野口すみえ 今野すみ子 小林和子

塚本純チ 前沢美Vr.f- 比jju 泊チ 国制美那チ 野口真佐子 三浦 仁

河野 T秋 渡辺悦 f |刻 ~H 敦チ 都合 主幹寸こ 小畑由美子 井前i 日ム

佐!除ユウ 1注江，弘美 f 古律的:久子 泉 芳夫 依田逸夫 山田 栄子

遠藤路 f 縦尾山:!.'J:江 凶正栄 必チ 古野美利子 佐 藤 徳 子 大成鐸夫

古川 l'iiH 久保起i町 菱山芳徳 作田弥生 上保 茂 赤松昭-f

菊池 Jl~る 4〆 ，:-:j i兵符-[- 村必 JI，'j ~長 力11藤 タイ 村 上 貞 司 青木利夫

宮 得利l[- 三枝光f 小林むつみ 占昆立美 笠井祐子 和田雅実

鶴!日j紀 f 川)1二 尚よ 川111 浩子 山郁i幸チ 小木美智子 桐生雄行

字士悦子 小{足立fi江 子守口I 弘 品 田 敏 男 田中 l明美 土方久技

佐!徐ゼIト: 白川秀人 柄引: 徳行

柄本; 幹Mf: 三係正常 鶴旺1 ，I!.([J 

[11-干 イ際 大上1<久夫 r :n;柴析子

辰己忠[- 鈴木 渉 mlj' 秀幸

，::)桁 1，')r 石川明人 小林敏印l

:fIJ日| 宣チ 五bよL 1;"1河本光

鈴木 .Q.身 LEI fi~ 付? 内川耕一自1I

阿部晃一 市It野栄治郎 三'，;;; tu_9J 
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平成 2年度 日野市立小・中学校

学校名
研究・研 人権尊重

国語科主任 社会科主任
t;I数 ・数

修主任 教育担 学科主任

日野一小 和田いさを 徳田 品7r品， 川上美穂子 長津{圭都子 田中悦子

2 日野 二 小 長 浜 和 子 駒形 富子 綾部耕基 中島秀子 山 口 正 夫

3 日野三小 古家静子 高野好子 菱田美恵子 井 上 文 子 鹿嶋とし子

4 日野四小 逸見明男 半浮万智子 坂本有子 岡田充生 小杉11利栄子

5 日野五小 鈴木節子 川上さち子 鈴木映子 岩本高明 斎 藤 弥 生

6 日野六小 岩崎員知子 式そl' 保幸 渡溢美佐緒 式守保幸 上保かなえ

7 ~l\j 穂、 西山正文 白井知子 志村道子 渋 江 美 雪 小林浜子

8 王F dl 加藤和俊 力[1藤和俊 目下部貴美子 田中延子 渡辺 学

9 日 野八小 石岡房子 宇野有斐子 石岡房子 武田 恵寸こ 栗原悦子

10 百 i_.'~ 台小 山内好子 磯部 麻 里 大品真理子 広似逸子 高橋茂子

11 i1d: 辺仁ヨ、 平 島 孝 夫 大上琢磨 剣持仁美 今野すみ子 平fh 孝夫

12 roJ幡台小 三浦 仁 凶領美;lJjiチ 三布Ii 仁 P.({屋守久 銭際芳子

13 日盟f七ノj、 斉政美智子 河野 千 秋 斉藤美智子 長襟あや子 渡辺悦子

14 同J 平 泉 芳夫 秋 楽 祭 ー 村山栄子 泉 芳夫 松本 香

15 れ久保小 西森恵子 吉野美智子 遠藤路子 西森恵寸こ 大 成 鐸 夫

16 旭が丘小 太田敬子 ru田正子 和栗悦 f 古川 都子 星野 洋

17 平山台小 村松崎義 杉 坂 昌 子 白 浜 背 子 遠!除 lE 渡部キヨ |

18 *光 寺 小 市川博子 市川 博子 笠 井 祐 子 高木 宏 宮深 和子

19 三 沢台小 山古Ii 幸子 大昼いずみ 山浦 幸子 中江智明 斉藤美代

20 {rl' 田 品田敏男 雨宮 ゴ包 土 方 久 枝 品 出 敏 男 小 山 富 子

中 百';* 態 中野真帆 河辺さち子 中野真帆 浅 田 敏 之

2 中 加藤弘一 河原政志 自11藤弘一 小竹 毅 石 井 一 郎

3 七 生 中 組谷 E可ー子 真 仲 祐 一 大久保由起子 井尻有s夫 坂井千恵-f

4 一 中 辻野 良 子 l点沢 和 江 川本浩子 荒川 善敏 石郎恵寸こ

5 四 中 柏木 実 杉山友佳子 嘉向三品j男 高 津 良 幸 松田真紀チ

6 沢 中 西村美紗子 富津幹彦 磯 部 博 チ 山口律子 野i盆隆志、

7 大坂 上中 田熊 裕 羽生幸一 大買米てj三 中野 秀樹 佐藤 勇

8 平 中 古野監生 古野監生 上J}~i 純子 遠藤 日ム 古利;斗糸子
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主任及び担当一覧(その 1) 

理科 主任 音楽科主任
凶工 ・美 体育 ・美術 技術 ・家 技術 ・家
術科主任 体宵主任 庭科(男) 庭科(女)

中野由紀子 村上悦子 山 木 雅 子 JJ.!.立時志 馬場俊子

渋谷一彦 板野 宏 川名勝紀 日橋 縫 駒形富子

矢野百合子 大久保光子 久保田孝子 大西一成 信 夫 頼 子 |

盟問 光 斎藤宮美子 小野絵美子 渡辺晃府 藤 間 和 子

鈴木節チ |河田恵子 北野 義 昭 乙津優子 河 合 圭 子

丸茂洋子 越 智 忠 司 杉村光子 市川 光男 小松美代子

中村 大 同:J11盟美子 志賀千必チ 山本和也 五十嵐明子

平良 絡 相村栄子 木村令千 !戊井大祐 港 澄江

宇野有斐-f 鈴木栄一 丸カズ-f 小島義組 田中静江

佐藤明美 大谷美由紀 J;:J尾三枝子 井戸川喜代 磯部麻理

石川 成子 J，~ ， l ， 悦子 河相香 j乙 林 泊三 石割やす子

塚本純チ 安藤美佐チ |河本 英治 鈴 木 克 己 服部 都

小知|唯美子 推名圭子 伊* 茂 チド浦 弘 渡 辺 か ほ

古川伺lチ i卓藤口元 秋1応策ー 宮津醇チ 加藤久子

近j除俗治 馬場災体て!こ /~長沢由美子 粁l谷 吉 弘 佐藤徳、チ

東1J;t 茂 鶴幽美千代 佐!雄和代 u際 茂 奈良悦チ

加IJ徐タイ 二宮弘美 久保雅子 村総 II)'J義 阿部ひとみ

笹本竹司 'JJ、延あつチ Ulft 11何代 稿!山縫う('f 青山幸江
ート

川)~ 尚美 村山)}l5科[- ft林lIiJ犬 桐生雅行 小木美智チ

小伐三住チ (米坂たか寸土 鶴間久美チ ，Jf [] 世f 小俣的江

宮!己文;チ 三I);t {長代 j副知いずみ FIチ|ニDJ美子 佐!徐至JE 猪股三校イA

中[.~ mi明 J1村日美子 中堅久子 m井必子 永谷 2tHUL ♂ 国:ulE子

野沢 ~介 ムと以 昌弘 矢印公児 上続 好 大谷良光 佐藤 iJ校

制作 f政附 鈴木 ‘渉 jii山地チ 村)1ニ 政一 自反品 利三 IJI':j~-J 舟tγJゴ・ゴ、 f 

J'JA-.: 絡英 新)1: 幹 浅IJI ~~:[- 相11111 *'~ ));tl] :，gー 正:j析がJ[-

1J;t聞 J.，)i司 州村美紗子 Fip. h 希子 。十!除 行守 ，(;'i'公民雄 日|苅11 込.([.
Hー 一れメ;太郎 Jiljl， 玲子 J:':j~ 1以イー ノ1':;)1'. IF苔 小));t 俊111，渡辺やす[-

ート一一

lff盟r~:UI : 渡辺弘子 阿部見一 北野 一也 紺野栄治自11 11-/泌!If[-
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平成 2年度 日野市立小・中学校

学校名 道徳主任
特別活動 学校行事

視聴党主任
学校凶J?

主任 主任 tlti主任

日 野一小 長谷川一彦 J!Ii.¥野敏子 志 賀 由 具 寺本喜和 三浦理恵子

2 日野 二 小 針田和チ 田中和子 小笠原木江 渋谷一彦 駒形 '0¥-f 

3 日 野 三 小 高野 H子 信 夫 主u子 八木文夫 大久保光子 八木文夫

4 日野問小 逸 見 明 男 安達美武 藤間和-f 布 団 光 夫 合計f 節寸土

5 日野五小 川上さち子 越地則之 茅野とめ-f 越地則之 "*野とめイー

6 日 野六小 川チ|二回和二子 中込久美 丸茂洋二f. 治水良夫 宗近 孝一子

7 A自 f恋 白 井 知lチ 渋 江 美 雪 志賀千忠f 山口恵久 五十嵐明チ

8 ユ12 1 LI 加藤和俊 木村令子 新総官紀子 111村あずさ t也悶 ~~-r-

9 日野八小 上野森良 田中的江 小1:0義組 。J付|ニ 主主 ?白出必美子 | 

10 百 r:s.台小 遠藤佐知子 大山真理子 松 本 普 秀 定森 Jf治 加 藤 町 チ

11 i~也E 
メ口弘、 西尾京チ 佐藤静雄 大上豚降 半~~ 孝夫 明印 i紫

12 高幡台小 前沢美佐江 服部 書官 銭蹟芳子 鈴木克己 前沢美佐チ

13 日野七小 川原田和子 長津あや子 居城文雄 居城文I4t 関線放-(

14 南 斗Z 太田由紀夫 fIIi江恵美子 依田 逸夫 泉 芳夫 宮rr何事二f

15 紅久保小 古野美智チ 脱尾富i立江 大 成 鍔 夫 大成鐸夫 遠藤路-f

16 旭が丘小 太田敬子 赤松 IIH子 径回 l王子 中村光雄 久保起世

17 平 山 台小 杉坂昌子 村上貞司 五~i也 立ll~ノ~ 速隊 Jf 渡部キヨ

18 *光寺小 市川 博子 笠井祐子 笹本 竹司 弥延あつ子 日津和-r-

19 三沢台小 川田浩子 川井尚美 川井尚美 金丸あつ子 小木美智チ

20 イ中 回 中 雨宮 充 八木正子 品田敏男 古田 ヲム 小山 市子

ql 清水 日程 森山善明 相原 I先生 浅田敏之 矢野洋子

2 qJ 石井一郎 三(傑 F菩 鶴田忠彦 柄 本 幹 雄 松 本 喜 代

3 七 生 中 坂井千必-f チ|ー尻郁夫 瀬川 IIs英 野沢 141介 其柴哲-f

4 中 鈴木 渉 山口俊市 新 井 教 旦 服部圭助 松~ 淑チ

5 四 中 岩井ちひろ 品五木 克代 杉村智秋 ~:fT1良昭夫 河三「ニ達治

6 沢 中 若松民141; 伊藤 浩 広瀬 昭 若 松 民 雄 鳥井恵美子

7 大 坂上 中 羽生幸一 佐藤玲子 内田耕一郎 fr田和俊 加藤千泉

8 平 1 LI 中 子守野 監生 斉藤妙子 =打li義次 鈴木照美 古~l斗糸子

nu 
p
hu
 



主任及び担当一覧(その 2) 

給食主任
安全教育

援護主任 管財主任 事務担当 外国語主任
主任

川上美穂-f 長ド'J 令lt~ツJ 佐藤ヒサ子 古河哲三 古河哲=

小笠l見L~江 山口 IF犬 渡辺敏子 iJ旧制子 山 口 朝 子

秋山JI.(i-子 諏訪英樹 j己中慶子 小笠原久雄 橘回 最

陶山民-[- 小杉1I利栄チ 丸山 幸江 藤 本 新 八 藤 本 新 八

4:多 羽j ~た 斎繰弥生 常盤 町 チ 須藤 tえ 須藤 茂

小松美代 f 宗近 孝 寸こ 金野腕子 富田且校 富田 E伎

司 'b:;~美 子 間品春美 反町j砿佐-f 太田美笠里 太田美登里

平)::;偽H. 石i-，U 芳子 加治雅寸こ 鈴 木 照 チ 鈴木照子

加I1除征寸土 rs凶必美子 小津 和 子 吉岡興村 吉岡興村

浅Hi筒i[- i卓J泌佐匁1-[- 井戸川喜代 田中典子 国 中 典 子

和泉樹子 今世fすみ f 訟本 |場チ !京 早苗 工藤 トシコ

安藤美佐 f 塚 本 純 子 古越官-f 曽 般 原 守 宮岸みず枝
卜一一ー

渡辺かは 正:1紙良知If- 小山幸代 fl:道年正 福島智恵子

IJnll~ 洋子 '~'，?{) ~'ト子 :.11二上久美チ 摘出 1171寸こ 横田昭子

Ji川 尖ポ 本~ I谷 .!i ~1、 凶品佳子 綬本 昌代 組本昌代

律問 弥生 凶凹 阪 ノl、b0 [U!チ 三輪佐和チ 三輪佐和子

ρi匹 1寺子 渡部キ ヨ |判部哲チ 新rH 敏和 新rB 敏和

三枝 光f !除Jt- fi.~年 藤井悦子

本Julms干'，'f- 斎}除J.:代 ノに品真知 f lill松 一枝 中村やす子
ト一一一

~ J-:土 悦r- 小保町111 t，'i 7.k 妙 f 平沼 議 平沼 譲

能糊 !)I! r- 江以 11:.人 1:.:lffi 忠子 総 本 山 実 塚田恵美子 浅野和也

芥臓まりえ 小竹 おt "1]11ひとみ 長州 JF.明 井上厳男 橋本幹雄

何ilð~ 宜 r- 白 ð~ {t* υf)~長J，.IH~ 量I，t; 頃ー 初11沢 宣-f 横田恵子

岸川 J也子 bえ 己 必 f 今城 f11!必 n;i凶 志吾 志波恵子 小林和子

渡辺 tr- 'iiJ III rs Hll回 }~ r- 金 子 好一 金子好一 杉山友作子

田畑1¥ 忠 子 千;卜 文人 正:Itl~度ぷ 子 永jえ 裕子 八 木 最ー 亦羽 !長子

樋 11めや f 樋 11 rll ~"': r- 樋 1101紀 f 'I');，'j 柄l校 凶 村 和 維 竹内 総
ト一一一一一一

土川 11". [- 北野 一 山 阿 l~iS由美子 大切 磐 大野 寄毒 波i盆 淳
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平成 2年度 授業研究主題一覧

I No. 小 学校名 研 1dbAFし2 ア て7

日 野 第一小学校
一人一人の児童が意欲的に学習に取り組むための指導法の工夫

一一人一人の読みの力を育てる指導法の工夫一

2 日野第 二 小 学校
地域の自然 ・社会を生かした指導法の研究

一 興味を持って学習に収り組む子をめざ して ー

3 日野 第 三 小学校 児童IL考えるカをつけるための指導法の工夫

4 日 野 第四小学校
一人一人が生き生きと学科する指導法の研究

一意欲的IL考える子を台てる算数科の綬業一

5 日野第五小学校 地域学習の資料作り と活用について

6 日野第六 小 学 校
自ら学ぶ子どもを育てる指導法の研究

教科一体首

7 制徳 小学校
主体的な学習態度を育てる指導法の研究

一どの子も楽しく活動できる体育をめざして ー

8 平 山 小学校
ひとりひとりが生き生きと進んで学ぶ力をfiてる指導法

一 体験的活動を通して ー

9 日 野 第八小学校
児Zむの主体性を高める指導法の研究

一国語を通して表現力を高める

10 百市台 小学校 考える力を育てる指導法の研究

11 地 合 小 学校 児!iJ:の学習意欲をUJめる指導法の研究

12 ι概台 小 学校 文学作品の読み方指導

13 日野第 七小学校
児111:-人ひとりが記長組を持ち、臼ら学ぶ学習活動の工夫

-凶語科を通して ー

14 l判 平 小 学校
児誌が主体的に取り組む活動の研究

一生産体験から学ぶ子どもを台てる ー

15 れ久保小学校
子どもの意欲を51き出す学科折導

一 地域教材の活用を通して ー

16 旭が丘小学校 子どもによく考えさせる授業のあり方

17 平 山台小 学校
心盟かなやさ しいチの147成

心身障宅7見出W~教育を通して ー

18 束光寺小学校 一人ひとりが生き生きと学切に取り組む指導法

19 三沢台 小 学校 集団の中で意欲的にやりぬく子どもを育てる桁導法

20 {中 田小学校
楽しく迩Iilw:取り組みたくましく生きるYGli'iの育成

一 一一人一人を伸ばす桁導の工夫一
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No. 中 学校名 百月 'J令しー， ア て7

日野第一中学校 新学習桁導要領と本校の教育課ね

2 日野第二中学校 泊徳のJ受主主研究

3 七生中学 校
~íl遊学力の定者をめざす授業研究

一前年度研究のー肘の深化をめざしてー

4 日野第三中学校 例f生.iilJ造性 ・rI主性を育てる指導法の工夫

5 日野第四中学校 - 人権~\i ill教fìの批准 - 新学 ~1>11行場要領(迫徳 ・ 特l.J IJ活動)
の研修と指導計画のJL案および指名iの実践

6 三沢 中学校 遅進生徒の宥効な指導法の探究

7 大坂 上中学校
学級づくり

一特に陽の当たらない子をめぐる取り組み・指導ー

8 半 山 中学校
視総見附訟を生かした綬業のすすめ方について
実践的教育相談のあり方について
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平成 2年度 日野市立小・中学校使用教科書

1 .小学校

凶 宝日五口 不} 「小 学国語」 (日 本吉籍)

「小学書き方」 (日 本 干ll 籍)

社 会 手ヰ 「新訂新しい社会」 Cw 京苫籍)

「小学校社会科地図帳 四訂版」 (帝 1，fJ軒院)

抗〔 数 字} 「小学校算数」 (学校図引)

!lIl 存↓ 「新訂新しい理科」 CW : 京 引 籍 )

三l乙! 楽 科 「新訂新しい音楽」 Cw 京書籍)

~I Illij 1-.作科 「図画工 作」 (日本文教 出版)

家 Ji.主 不} 「新訂新しい家庭」 CW 京記lF 望書)

2.中学 校

11ミ| u ミuti 不} 「新版中学国語」 (教育 出版)

「中学書写」 (光 村)

1'1: ~ 科
「社会科中学新地政 四訂版

(帝国占院)
世界の人々とわが国土」

「中学社会歴史的分野」 (日 本占籍)

「新訂新しい社会公民」 CW 京 :占 籍 )

「中学校社会科地図 四訂版J (帝凶古院)

数 '予 平ミト 「新訂新しい数学」 CW:京沓籍)

FU 科 「新訂新しい科学 C1. 2分野) J (東京古籍)

二£乙 楽 苧↓ 「改訂 中学音楽」 (教育 出版)口

「改訂中学生の25楽J (音楽の友利:)

美 術 科 「美 術」 (日本文教出版)

保 健休 育科 「改訂中学保健体育」 (学習研究社)

技 術 家庭科 「技術・ 家庭上 ・下 」 (開 降 立)

外国語科
i NEW CROWN 

行
ENGLISH SERIES 
NEW EDITION J 
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就職 ・進学状況の推移(昭和 59-平成元年度)

年 性 主問主r1 等 件:=f: 校 本 科

高等学校全日制課程 高等学校定時制課程 高 高 盲養
余念

等 等 . 
公 立 私 立 公 立 就

職 専
A子~与 ろ護

立立 職 普 鞍 普 職 校自

つA一子>.<. 計 言十 進 門
通通 業 通 業 通 業 J守""'一. 

5十 5十 計
A子~ A守孟!:忌

度 55IJ 科 ヰ4 科 手ヰ 科 科 者 校 告IJ 校校

2十 2.184 2，099 1，102 163 1，265 778 56 回4 64 3XfL2) 23 43 4 9 8 

59 (90.9) (47.7) ( 7.1) (54.8) (33.7) ( 2.4) (36.1 ) ( 2.8) ( 1.8) ( 1.0) ( 1.9) ( 0.2) (0.4) ( 0.3) 
男 1.124 1，062 562 85 647 367 48 415 46 27(fL2) 17 31 3 8 5 
女 1，060 1，037 540 78 618 411 8 419 18 12 6 12 3 

5十 2，260 2.174 1，016 160 1.176 929 69 998 71 4l(f16) 25 19 5 9 

60 (9 ].7) (42.8) ( 6.8) ( 49.6) (39.2) ( 2.9) (42.1 ) ( 3.0) ( 1.9) ( 1.1) ( 0.8) ( 0.2) ( 0.4) 
男 1，198 1.132 519 80 599 必6 47 533 54 2A(手'16) 24 17 5 6 
女 1，062 1，042 497 80 577 443 22 465 17 16 2 。 3 

言十 2，418 2，341 1.127 174 1，301 984 56 1，040 66 36 16 14 8 2 

61 ( 90.9) (43.7) ( 6.8) (50.5) (38.2) ( 2.2) (40.4) ( 2.6) ( 1.4) ( 0.6) ( 0.6) ( 0.3) 
男 1，248 1.187 554 92 646 502 39 541 50 流私4)8(私1) 13 8 2 
女 1.170 1.154 573 82 655 482 17 499 16 8 7 。。。
目十 2，384 2，284 1，∞5 190 1，195 1，017 72 1，侃9 74 46 9 19 4 15 7 

62 
(91.4) (ω2) (7.6) (47.8) (40.7) (2.9) (43.6) (3.0) ( 1.8) (0.4) (0.8) (0.1 ) (0.6) (0.3) 

男 1，201 1，128 483 105 5邸 487 53 540 52 31(Iμ) 7 13 4 14 3 
女 1，183 1，156 522 85 607 530 19 549 22 14 2 6 。 4 

計 2，398 2.320 1.092 201 1.293 924 103 1，027 48 35 13 4 6 
(0179 : 

5 

63 
(91.4 ) (430) ( 7.9) (50.9) (36.4) ( 4.1) (40.5) ( 1. 9) ( 1.4) ( 0.5) ( 0.1) (0.2) (0.2) 

男 1.260 1，202 594 111 705 432 65 497 36 26 10 4 17 
女 1，138 1，118 498 90 588 492 38 530 12 9 3 3 2 2 4 
計 2，108 2，002 871 183 1，054 864 84 949 67 

(1399 ) 
28 13 4 30 4 

フじ
(95.0) ( 41.3) <B.7) (50.0) (41.0) (4① (45① (32) ( 1.3) (0.θ (0.2) ( 1.4) (0.2) 

男 1.117 1.032 449 83 532 448 52 500 49 27 22 8 4 29 3 
女 991 970 422 100 522 416 32 949 18 12 6 5 。 1 

)はノマ一セント

職業教 卒

育機関 就業 ・その他
等 業

専職 就 無 (

修業 在
者

業家各訓 言十 職
総

種練
庭

AザSゐ与 者

校校 者 者 ) 数

63 I 62 I 46 
( 2.7) I ( 2.7) I ( 2.0) ( 0.7) 

39 I 38: 32 6 J 1.201 
24 24 14 10 1.108 

53 60 48 12 2，373 
( 2.2) ( 2.5) ( 2.0) ( 0.5) 

34 43 33 10 1.275 
19 17 15 2i 1ω8 

100 60 36 24 2，578 
( 3.9) ( 2.3) ( 1.4) ( 0.9) 

49 37 23 14 1.334 
51 23 13 10 1.244 

65 49 21 28 2，498 
(2.6) (2.0) (0.9) (J.J ) 
31 35 16 19 1，267 
34 14 5 91 1，231 

96 44 29 15 2.5381 
( 3.7) ( 1.7) ( 1.1) (0.6) 
45 29 19 10 1，3341 
51 15 10 5 1，2041 

59 47 31 16 
(2.8) (2.2) ( 1.5) ぬ8)
28 26 19 7 1，17 
31 21 12 911，0431 

ぱ3
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園児・ 児童 ・生徒、学級数

く平成2年 5月1日現在〉

1=.段元年度
( )学級数ド段 2年度

Nu 小学校名 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 .g. コ 計 心障

日野第一小学校
86 (3) 80 (3) 88 (3) 95 (3) 95 (3) 102 (3) 546 (18) 
76 (2) 84 (3) 83 (3) 87 (3) 95 (3) 95 (3) 520 (19) 

2 日野第二小学校
111 (3) 122 (3) 117(3) 137 (4) 123 (3) 178 (4) 788 (21) 
108 (3) 112 (3) 130 (4) 114 (3) 144 (4) 121 (3) 729(:初)

3 日野第三小学校
73 (2) 105 (3) 92 (3) 85 (3) 104 (3) 100 (3) 559 (18) 19 (3) 
71 (2) 75 (2) 109 (3) 94 (3) 86 (3) 106 (3) 541 (6) 15 (3) 

4 日野第四小学校
81 (3) 93 (3) 86 (3) 87 (3) 88 (2) 99 (3) 534 (17) 
74 (2) 81 (3) 96 (3) 92 (3) 92 (3) 87 (2) 522 (6) 

5 日野第五小学校
122 (4) 125 (4) 117 (3) 114 (3) 102 (3) 126 (3) 706 (20) 5 (1) 
105 (3) 113 (3) 121 (3) 111 (3) 106 (3) 99 (3) 658 (19) 3 (1) 

6 日野第六小学校
91 (3) 111 (3) 104 (3) 97 (3) 111 (3) 103 (3) 617 (18) 
89 (3) 89 (3) 113 (3) 103 (3) 97 (3) 111 (3) 602 (18) 

7 制 徳 小 学 校
61 (2) 56 (2) 62 (2) 73 (2) 69 (3) 77 (2) 398 (12) 
47 (2) 60 (2) 50 (2) 61 (2) 72 (3) 67 (2) 357 (12) 

8 平 山 小 学 校
77 (2) 69 (2) 87 (3) 95 (3) 105 (3) 114 (3) 547(16) 
68 (2) 75 (2) 73 (2) 89 (3) 93 (3) 105 (3) 503 (15) 

9 日野第八小学校
108 (3) 86 (3) 99 (3) 91 (3) 96 (3) 108 (3) 588 (18) 
103 (3) 107 (3) 84 (3) 101 (3) 89 (3) 99 (3) 583 (18) 

10 百 lj'(台小学校
83 (3) 92 (3) 85 (3) 106 (3) 109 (3) 104 (3) 579 (18) 
88 (3) 76 (2) 87 (3) 81 (2) 103 (3) 107 (3) 542 (16) 

11 沌合小学校
120 (3) 109 (3) 122 (4) 135 (4) 136 (4) 128 (3) 750 (21) 
125 (4) 121 (4) 102 (3) 121 (4) 128 (4) 136 (4) 733悶

12 日傭台小学校
76 (2) 84 (3) 78 (2) 96 (3) 84 (2) 92 (3) 510(15) 
71 (2) 71 (2) 78 (2) 72 (2) 92 (3) 82 (2) 466 (13) 

13 日'l!f第七小学校
119 (3) 108 (3) 98 (3) 110 (3) 125 (3) 120 (3) 680 (18) 
102 (3) 116 (3) 111 (3) 92 (3) 110 (3) 120 (3) 651 (18) 

14 南 平 小 学 校
72 (2) 86 (3) 80 (2) 99 (3) 106 (3) 144 (4) 587 (1司
88 (3) 75 (2) 83 (3) 80 (2) 99 (3) 111 (3) 536(6) 

15 れ久保小学校
54 (2) 56 (2) 70 (2) 81 (3) 60 (2) 99 (3) 420 (14) 
75 (2) 54 (2) 57 (2) 70 (2) 78 (2) 58 (2) 392 (12) 

16 旭が丘小学校
146 (4) 127 (4) 117 (3) 128 (4) 122 (3) 135 (3) 775 (21) 
149 (4) 145 (4) 133 (4) 120 (4) 138 (4) 129 (3) 814悶

17 平 山 台 小学校
44 (2) 43 (2) 45 (2) 62 (2) 57 (2) 71 (3) 322 (12) 15 (2) 
32 (1) 43 (2) 43 (2) 44 (2) 63 (2) 58 (2) 283 (11) 14 (2) 

18 ょn光寺小学校
75 (2) 63 (2) 54 (2) 67 (2) 61 (2) 72 (2) 392 (12) 
72 (2) 73 (2) 61 (2) 51 (2) 66 (2) 61 (2) 384 (12) 

19 三沢 台小学校
67 (2) 55 (2) 54 (2) 78 (2) 79 (2) 89 (2) 422 (12) 
52 (2) 66 (2) 59 (2) 49 (2) 78 (2) 78 (2) 382 (12) 

20 仲田小 学校
64 (2) 61 (2) 48 (2) 60 (2) 51 (2) 56 (2) 340 (12) 
56 (2) 66 (2) 61 (2) 46 (2) 58 (2) 52 (2) 339 (12) 

昔「~ 1，730(52) 1，731 (56) 1， 703 (53) 1，896(58) 1，883(53) 2，117(5η 11，060(329) 39 (6) 
1，651 (5ω 1，702(51) 1，734(54) 1，678(53) 1，887(57) 1，882 (53) 10，534 (318) 型旦!
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No， 中学校名 年 2 年 3 年 計 JL，、

日野第一中学校
245 (7) 270 (6) 270 (6) 755 (19) 
244 (7) 246 (7) 246 (6) 736側

2 日'Ilf第二中学校
232 (6) 262 (6) 262 (6) 756 (18) 
263 (7) 223 (6) 253 (6) 739 (19) 

3 七生中学校
193 (5) 238 (6) 230 (6) 651 (1判 9 (2) 
239 (6) 191 (5) 230 (6) 660 (1司 11 (2) 

4 日野第三中学校
266 (7) 284 (7) 306 (7) 856 (21) 
303 (8) 258 (7) 286 (7) 847 (22) 

5 日IJ}f第問中学校
273 (7) 289 (7) 272 (7) 834 (21) 
272 (7) 276 (7) 293 (7) 841 (21) 

6 三 沢 中学校
229 (6) 271 (7) 315 (8) 815 (21) 
240 (6) 232 (6) 265 (6) 737 (18) 

7 大坂 上 中学校
244 (7) 279 (7) 296 (7) 819 (21) 8 (1) 
242 (7) 241 (7) 275 (7) 758 (21) 8 (1) 

8 平 山中 学校
195 (5) 242 (6) 264 (6) 701 (1引
175 (5) 192 (5) 241 (6) 608 (161 

計

------------、
1，881 50) 2， 101 (52) 2，222 (53) 6，187(155) 17 (3) 
1，978(53) 1，859 (50) 2，089 (51) 5，926(54) 19 (3) 

No. ijJ ，fi，E L~~ 1'， 4 歳 児 5 歳 !J[I. 計

第 一 幼 株 l必
60 (2) 69 (2) 129 (4) 
60 (2) 64 (2) 124 (4) 

2 第 二 幼椛|村
30 (1) 37 (2) 67 (3) 
30 (1) 37 (2) 67 (3) 

3 第 一三 幼，fíJ~ I~lj 
30 (1) 36 (2) 66 (3) 
30 (1) 38 (2) 68 (3) 

4 m P4 ijJ Æjj~ I村
29 (1) 32 (1) 61 (2) 
24 (1) 27 (1) 51 (2) 

5 第五 ïjJ 椛 I~~ 30 (1) 34 (1) 64 (2) 
16 (1) 31 (1) 47 (2) 

6 第六幼 Æil~ I村
30 (1) 31 (1) 61 (2) 
25 (1) 31 (1) 56 (2) 

7 第じ 虫JJHI~ I ~ll 
60 (2) 59 (2) 119 (4) 
60 (2) 66 (2) 126 (4) 

:n 

------------
269 (9) 298 (11) 567凶)

245 (91 294 (11) 539印)

-57 -
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公立幼稚園児、小学校児童、中学校生徒の数の推移

(平成 2年 5月 1日現在)

人 一一一一一ー小 学生

一一一一一中 学生
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平成 2年度東京都教育研究員等一覧

平成 2年度 教育研究員

幼 稚 因 第一幼稚園教諭

社 会 滝合小学校教諭

算 数 第四小学校教諭

体 育 制徳小 学校教諭

ili 1.Im 第六小学校教諭

教育謀 ね 仲間小 学校教諭

学校保 健 間徳小学校教諭

技術家 庭 第四中学校教諭

教育課 題 第一中学校教諭

平成 2年度 教育開発委員会委員

社

凶

/、
=-

主丘
00  

{II' IJJ小 学校教諭

第 三 中学校教諭

-59-

井 上 宏 子

佐 藤 静 雄

初P 利栄子

UI 木 和 也

川 井 田 和 子

J¥ 木 正 子

反 町 麻 佐 子

111 本 玲 子

浅 聖子 和 也

品回敏男

乙およ義夫



市立小・中学

番 開 校 住 築 校舎保有

校 名 年度 校地面積 面 航 普通教室

τ5 年度 増 改 築 m' m' (保有)

日野一小 M 6 37. 38. 39 20， 947 4， 370 22 

2 日野二 小 M 7 42. 43. 48. 53 ~54 11， 640 4， 728 24 

3 日野 三 小 S 2 3 4l. 42. 47. 49 ~50 16， 806 6， 012 26 (5) 

4 日野四 小 M 6 49. 40. 44 15， 292 3. 839 19 

5 口町五 小 S 3 4 34. 35. 36. 43. 18. 435 5. 284 32 

6 日野六小 S 4 0 38. 40. 43. 48 19， 833 6， 098 31 

7 iI':J f恋 小 M 6 39. 40. 45 15， 376 4，784 28 

8 平 山 小 M 6 39. 40. 41. 44 15， 845 4， 388 23 

9 11 ~f 八 小 S 4 4 44.47.49 17， 601 5. 102 25 

10 o伯t!ムEこIノJ、 S 4 5 44. 48. 50 15，482 5， 248 26 

11 i，¥I!合小 S 4 6 45 ~46 20， 458 5， 544 26 

12 日 幡 台 小 S 4 7 46. 48. 52 16. 017 4， 983 25 

13 日野七 小 S 4 8 47 ~ 48. 52~53. 57 13. 509 4， 806 22 

14 南平小 S 4 9 48 ~ 49 . 53. 56 16， 020 5， 254 26 

15 科久保 小 S 5 2 4 9~50. 5 0 ~5 1 16， 988 4， 092 18 

16 J也が丘 小 S 5 2 5 1 ~5 2.56 16， 642 5， 463 26 

17 平 山 台 小 S 5 3 52~53. 54 18. 536 4. 939 18 (2) 

18 東 光 寺 小 S 5 4 53~54 19. 586 4， 356 18 

19 三 沢台 小 S 5 5 54~55 15. 170 4. 463 18 

20 仲 田 小 S 5 9 58 ~ 59 15， 660 3， 434 12 

田町一中 S 2 2 37.38.40.41.50. 58 19， 386 6， 113 25 

2 日野二中 S 2 9 34.35.38. 40. 4 l.49~50. 60~6 1 21， 150 6， 596 25 

3 七 生 中 S 2 2 36.38. 44.45.50~5 1 . 59~60 20， 367 5. 934 21 (2) 

4 日野 三 中 S 4 5 45.47. 49. 58~59 21， 520 6. 958 28 

5 日野凹中 S 4 8 47. 49. 52. 61 ~62 18、955 6. 486 27 

6 三沢中 S 5 2 51 ~52. 58~59 23， 623 7. 147 25 

7 大 坂 上中 S 5 5 54~55. 57 19， 389 6， 630 25 (3) 

8 平 山 中 S 5 6 55~56 18， 200 5. 967 22 
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校 施 設 覧
平成2年 5月 l日現在

教
フ'ーノレ

特 日IJ 教 室
体育館 大(25x1Im) 給食室 学 級 数

f'li 、"二 lヌl :疋 技 家 ネ見 l送l 食 特活 教相 l1l 小(IOx5m) m' ( t乙惜学級rl 

キヰ 楽 Hi 術 Iff Fι t号 世tニj. 月l]1i}J育談

2 760 大 ・小 179 17 

2 1 761 M 172 20 

2 2 2 761 " 144 16 (3) I 
765 " 130 16 

2 2 761 " 273 19 (1) 

2 795 " 213 18 

779 " 204 12 

545 " 147 15 

710 " 231 18 

752 " 188 16 

2 701 " 256 23 

714 " 226 13 

736 " 219 18 

2 734 " 188 16 

760 " 216 12 

760 " 213 23 

760 大-小12x5m 268 11 (2) 

760 大 ・小 214 12 

757 " 215 12 

760 " 224 12 

2 2 2 2 2 2 842 大 765 20 

2 2 2 2 2 1. 075 " 701 19 

2 2 2 2 (1) 2 (1) 765 " 645 17 (2) 

3 3 2 3 2 1. 067 " 22 
ー

2 2 2 2 2 1. 136 " 784 21 

2 2 2 2 2 1， 1 18 " 718 18 

2 2 2 (]¥ 2 (1) 1. 118 " 599 21 (1) 

2 2 2 2 2 1. 189 " 197 16 

1
i
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避難場所と地区割当表

番
避難場所 収草寺人口 避難地区

悉
避難場所 収容人口 避難地区

号 号

第一中学校 ・市民 人
日野の一部 11 滝合 小 学校

人 東平山1.2. 3丁目
1の森スポーツ公園 28，000 8，500 西平1111.2. 3.4丁目

2豊田児童公園 東豊田 1.2. 4.丁目
両慨台 小 学校

程久保の大部分
第二小学校

11，000 
豊田 1-4丁目

12 第三中学校 22.000 
高憐台団地

明 星 大 学

第三 小 学校 新町 1.2. 4. 5丁目
鹿島台公園

23.000 13 南平小学校 12，500 南平 1-5丁目3 日野自動車グランド 日野台 1.2.3.4.5丁目
南平体育釘(

4 日野総合グラ ンド 日野の一部、新井
旭が丘小、第四中

旭が丘の全部
第 l剖小 学 校

22.500 
石田、下回の一部

14 者fi立科学技術大学 30.000 
西平山 5丁目

旭が丘東公園

多摩平位地自然公園
多摩平 1-6丁目 平山1.2. 3丁目5第二中学校 21，000 
東豊田 3丁目

15 平山台小学校 7，500 
平山苑

多摩半第一公 国

第七小学校
多摩平の一部、神明 栄町 1-5丁目

6 日野中央公悶 23.000 
上区画整理区域内

16 束光寺小学校 8，600 
新/1汀 3丁目

実践女チ大

7第 八小 学校 16，000 
百卒、糸川、 三沢

17 
ご 沢台 小 学校

13.000 
函草、ニ沢の一部

三沢 中学校 の一部 百11台自然公閑 日本信販造成地

8新井橋際和J川 敷
11，000 潟市落、新井の一部 18 駒 j彰 公 国 10，000 

日野の一部、堀之内
潤徳小学校 上回、宮の全部

平 山小 学校
13.000 

平山 4.5. 6丁目
計 1 8 1凶 所 286，600 911ド 111 中学校 南平 6.7. 8. 9丁目

10 行平台小学校 6，000 
百草団地、百車、
佐久保の一部

市

市

立

E壁

国

多
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園 名 日野市立第一幼稚園

所 在 地 日野市多摩平4-3

電 *.5 0425-81-4124・4105

11国 路 豊田駅よ り北へ徒歩約 10分

園児数 男 681男女 567'，計 124名

悶長氏名 高 橋千徹子

l 沿 11f~の続安 I 3. 地域の環境

昭 41. 4. 1 日野市也第一幼稚隙!として設i?，' I 多摩平団地および尉辺住宅地の中心にある。

さる。'学級 7、定員 2801号、 | 出合丙側は~~1Jl駅 VL .ìlÍlじる道路があり 、 北側は

l隊以北fiIll8名、月]務1..¥.1名。 I fl'州街道κ、子行してノごイパス的役割を在す道路

同数地 2，70071lt 1生:¥177 7 7711' 

"1ミJJ-1['. JJ 

rn '1' 
上 IJI i作一郎

山 1{f， r-鶴 f

κl市している。角地Vてあるため、騒汗と交通日が

Jr;い。いちょう J~~が続き 、 近(VCは公闘がf、l

(1:し、比較的(1然牒境Vては忍まれている。

4 教u 円~

社会環境(刈齢化的報化国際化)やn然邸境

の変化に対応し、nら考え行動する力を主主い、

心身共lζ健康で個性12かな幼児の育成を目指す。

。lりjるく元気な子ども

。仲良く遊べる子ども

。思いやりのある子ども

5. 本年j交の指導の重点

。幼児ひとりひとりの特性を理解した上、主体

性、協調性をJ背い、望ましい友達関係、や iEし

い午活習慣の佐立をはかる。そ して安全を確

保してI世l'U，r，が楽し〈すどせる子供を育てる。

。四季の内完全や制育j実上告物との触合いを多くも

たせ、健康と心情1mの豊かさを培う。

。幼利t削教nの11J tJ'J化と活性化をい4るため、|生i

と家庭との述J丸を密κする。

6. 1>:"n'!tののf'冗J::組

「幼児J~解と丹14千のあり )5J 
一典{I:.令児との交流を迎して

7. 本I~(Iの特色

。附践する幼児教'(1 セ ンターとの/~飢K より似

Ti内科の検品nじびK改{与がー肘|刈られている。

8. その他 (教職μの研究照)

~ … 研究 u I 充実対策委叫

高橋千鶴子(49年)1高橋千鶴子(5αド)

内
〈

uno
 



園 名

所在地

電 5古

11頃 路

園児数

闘長氏名

1. 沿革の概要

昭 40.4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内IL設置

5.10 開園記念日と定める

5.30 国主主制定

昭 46. 3.10 日野市研究協力園として研究発

表を行う

昭 48. 2.21 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次)

昭 49.10.22 東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次)

12.14 創立 10周年記念式典開催

昭 51. 4. 6 保育室、廊下、職員室、医務室

床、改装完成

昭 53. 9.30 玄関入口広場を図書コーナーに

改装完成

昭 55.9. 1 図書コーナ一本棚設置

昭 56. 4. 6 市水道管引込工事完了

昭 57. 3. 8 屋板 ・ホール床塗装完成

昭 57. 4.10 二年保育再開

昭 58. 8.23 園舎内装完成

昭 60. 4. 1 新園舎完成移転

2 歴代園長

氏 名 年月~年月

後 藤正太 昭 40.4 ~問 42. 3 

安積利治 昭 42.4 ~昭 47. 3 

小野 晃 昭 47.4 ~昭 5 1. 3 

深海真人 昭 51.4 ~昭 55 . 3 

林 元美 昭 55.4 ~昭 58. 3 

伊 藤 智 章 昭 58.4 ~昭 6 1. 3 

蓮池守 一 昭 61.4 ~昭 62. 3 

坂口嘉津子 昭 62.4 ~半元 3

1:占静 子 平元 4~ 

日野市立第二幼稚園

日野市平山 4-5-4

0425-91-4125 

京王線平山城祉公園下一車徒歩 10分

男 28名女 39名計 67名

総 1:占 fか子

3. 地域の環境

市の南西部にあり、平山小学校lζ隣接して

いる。南に多摩丘陵がつらなり、近くには平

山城土11:公園、浅川土手、梨:焔iや田んぼなどが

あり n然環境K.恵まれている。山季を通 じて

野外活動を楽しむ ζ とができる 。

4 教育目傑

人1m昨屯の南ll 干!\l を )，~本と し、幼児、保護者、
地域の実態放びlli境をふまえて心身共lζ位以で、

民かな心をもち、主体的に引きょうとする幼児

の育成をめざす。

oたくましい身体と心をもっ ζ ども

。進んで収り組みよく考えてやりぬく 乙ども

o身近かな人や 1I然、を大切にする ζ ども

。感動する心をもち素直に表J).lする乙ども

。友達と一緒に仲良 く遊べる乙ども

5. 本年度の折却の'1¥:，1収

幼児一人一人の個性を生かす指導計釧を作成

し、 J~休的 ~(l 1 きょうとする幼児を育てる。

官向性を生かす指導計凶作成と主体性の育成

4才児 o教(:iliと幼児の信頼関係を築き安定し

Tこ 't，';-絡で I~I 己を 1-分 lζ発刊f し、心身

の調和のとれた発達を促す。

。基本的な生活世』出、態度を育てる。

5才児 oいろいろな活動、友達へ向ら主体的

lζ関わってし、く態度と協力、思いやり

など、相手を尊重する'xtf!f.ちを育てる。

口自然など身近な事象へ興味、関心を

育て、肢かな心と表刻する力をIIてる。

6. イ三年度の研究主M自

一人ひとりの幼児を的確にf11!解するために

個人制察のとり方と生かし方。

7 本|却の特色

。平 111城主t公 I~;j や河);;{など、同 JJð 辺の自然邸

境を利用 し、1)11季を通じて 1'1然lζ親しめる

所1i!Jを、多く とり入れている 。
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園 名 日野市立第二幼稚園

所在地 日野市日野本町 2ー 14-1 

電 誌 0425-81-7127 

I1国 路 ] R日野駅下車東へ 10分

園 児 数 男 30名女 35名計 65名

園長氏名 沖山 英代

1. 沿革の概要

昭 41. 4. 1 1 

5. 4 
昭 42. 5 

11. 
昭 46.4 

昭 47.3. 
昭 51. 2. 

昭 53. 8. 

昭 54.8 
昭 56.3. 
昭 56. 4. 
昭 56.8 
昭 60.8. 

1I?l 63. 8. 
、ド 2. 3 

2. 歴代園長

日野市立第三幼稚園として日野

第一小学校内に設置

学級数 4、園児数 143名

開園記念日と定める

ブロック塀完成

観察池設置

市研究協力園

屋外飼育舎新設

区画整理のため、正門移動

園庭繋備 10閏年記念研究発表

ホーJレ、保育室等床改装完成

廊下床改装完成

国歌制定

2年保育再開

園舎外装

保育室内装

ホールj廷似改装

l ドJIIJ~改装

氏 名 年月~年月

吉田辰次 昭 41.4 ~ 41.5 

永野林弘 昭41.6 ~ 42. 3 

吉 田辰次 問 42.4 ~ 44. 3 

下 回 刃'‘よ泊、 昭 44.4 ~ 5 O. 3 

溝目木桂次 昭 5O. 4 ~ 55. 3 

村田安正 昭 55.4 ~ 58. 3 

古谷洋太 昭 58.4 ~ 62. 3 

平向邦江 昭 62.4 ~ 63. 3 

仲山 英 代 1I1163. 4 ~現化

3. 地域の環境

交通吐の多い 1[1州街道、川崎街辺、 dii邑vr.

四主れた所vr.{立附する。I泣近、 '告J由化が進み

周1mの(1然も失われ、 ζ どもi宝の遊び場は|以

られてきている。その以1(11、di役所、 di民会

館、 l文l.'t館、公民館、ノ佐川保健センタ ー、公

lilいをど文化的なf;;l.r{lvr. .'.!.':主れた場19rvr.右:りつ
つある。

4. 教育回線

一人一人の個性を~'j屯し 、 幼児が主体的に生

活するけ1で心身共lζ世.ll阪なからだと 臼主 ・1
4

1fI~ 

の精神のy1成を凶り 、人間形成の法艇を培うと

ともに社会人と しての徳性を酒養し、広 く国際

社会lζ生きるrli民のー合成を図るために次の乙と

を目肢とする。

。丈夫なからだで、元気に遊ぶ子ども

。ょく考えて取り組み、自分から進んで行動で

きる子ども

。位かな心をもち、思いやりのある子ども

5 本年度の桁将の取点

。幼児の'Ie活実態、心身の発達に即して指導計

IIIII、内科、方法の改鱗充実に努める。

o )I~本的作所~I'I加を身につけさせ 、 望ましい社

会性の芽'1:えを培い、豊かな↑14J操を酒益する。

。地域の特性をやかし、多織な体験を通して盟

かな感性を術後すると共lζ、心身の安全と体

力のIW強を凶る。

6 本年度の研究ごt:油

円7;:間終を過しての幼児理解と指導の方法。

7 本|刈の特色

。クラス同志や3是正j::紛児が交流できる以を多く

設け、 江いKnち介う機会をつくる。

。 1'1然出境を ' 1 :か した同外保fìや税-[-で J~ iì!i体

験できる活動を多く 取り入れ、1'1然lζ籾しま

せたり 、幼児JYJの併.験をl泣かにしたりする。

8 その他(教職口の研究歴)

研究 u I 開発委u
~1'ill 災代 (51年) I渡辺|リjイー(63"1:)
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園 名 日野市立第四幼稚園

所在地 日野市石田 43 1 -6 

電 5舌 0425-83-3903 

11国 路 立川 一高幡不動京王パス四小前下車徒歩 5分

園児数 男 24名女 271'， 計 51名

国長氏名 上野美津枝

l 沿1f;_の概要

IIR 48. 4. 1 日!野市立第四幼稚園として開同

学級数 2、園児数 41名

10. 9 落成式挙行

11. 1 開園記念 日と定める

11/1 51. 8. 30 各保育室前、テラス完成

H付54. 9. 8 廊下床、足洗い幼改装完成

1I{1 56. 9.30 各保育室、教材 ・教具整理事m
庄三=-，p-
フ巳寸lJ(.

H代57.11. 11 創立 10周年記念式典挙行

国歌制定

lI{j 60. 8.31 職員室床木製改装完了

111162. 8.26 廊下改修、屋似、外装塗装

2 歴代目d長

氏 名 年月 ~年月

内 i除 達 犬 昭 48.4.1 ~ 52.3. 31 

当主E主£ 1也 博 昭 52.4.1 ~ 57.3.31 

竹永 秀 雄 昭 57.4.1 ~ 60.3.31 

田 ql 光糖、 昭 60.4.1~ 62.3.31 

似村 和 チ 昭 62.4.1 ~平フじ 3. 31

上野 JJll妓 平冗 4.1 ~引在

3 地域の邸境

国道20号線の日 ~r橋より束へ約 1 km入った

多摩川の土手近くにあって、 口町第四小学校

に隣接している。多摩動物公園lζ:iillじる都道

は、交通品が多く 、.i.u幅も狭いため危険であ

る。 旧対JIや梨園、民業用水路等 自然環境にめ

ぐまれている。近年は、宅地化が進み住民}刊

にも変化を生じている。寸こどもの遊べるILJ月rr
は少ない。

4 教育目標

人間形成のtl~懸 ・ 基本を身につけ、個性盟かな

主体的に生活する幼児の育成をめざす。

。別るく元気な子ども

。心の豊かな子ども

。意欲的な子ども

5 本年度の指導の電点

。いろいろな乙とに興味や関心を持ち、fL'i似的iζ

I反り組む子どもを育てる。

4歳児 o11~本的な~f:活習慣を身につけ 、 1'I.îf.心を

持ったけじめのある ~I 活のできる子ども

を合ーてる。

5 a:vt'. 0 日々の遊びを充実させ、1'1分の考えを伝

えたり 、相手の考えを聞き入れながらお

互いの個性や能力を問解しあう友達関係

をfJてる。

01羽外保育 ・動刷物の世話 ・絵本 ・指話 ・音楽な

ど本物lζ触れる機会をできるだけ多く持ち 、幼

児臼身が間接体験をする乙とにより、!必t'lニ盟か
な子どもを育てる。

6 本年度の研究主題

m;益法の改斡をめざした長JUJ指導計ullIの1'1:成に

ついて。

7. 本闘の特色

。4成児、5歳児各 l組のため異年令児との交杭

活動を計凶的lζ収り入るとともに、互いに学び

伶うようにする。

o i'I然環境lζ恵まれているので、四季折々の動航

物への関心と親しみをもたせ、 11然の中で存分

遊ぶようにする。

。子ども述はぷ ü' fであるが、 )，~本的な生活~I>I出P、

ねばり強さを身につけるようにする。

8 その他(教職員の研究歴)

~ 一 研究員 | 開発委員

上野美津絞(53年)I上野美伴校(52年)
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園 名 日野市立第五幼稚園

所在 地 日野市三沢 175

電. 3吉 0425-92-0432 

11憤 路 京王線高幡不動駅下車東へ約 13分

園児数 男 33~，女 14 名計 4 7 名

園長氏名 桜田鈴子

1. 沿革の概要 I 3 地域の環境

昭 49.4. 1 日野市立第五幼稚園として設置 | 京王線高幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の

される。

学級数 2、定員 80名

教諭3名、用務員 1名

4.15 第一四人臣民新子 園児数61名

1 1. 1 落成式を挙行同日を開園記念、

日とする。

昭 50.1. 20 園庭拡張される。

昭 50. 3.20 第 l回修了式修了児 70名

昭 53.4. 1 1学級増のためフ。レハブ教室増

築、学級数 3、定員 120名

昭 56.4. 1 学級数2、定員 80名

昭 59.2.25 創立 10周年記念式挙行

昭 59.3.31 プレハブ教室撤去

昭 60.4. 1 二年保育開始、学級数 2

昭 61. 3.15 教材室増設

IIt3 63. 3.31 園出柊{J1!iと1111附I・危険物合町 ・

浄化榊フェンス設凶

昭 63.8.31 凶伶外暗と同級品会装

ミIL2. 3. 17 第161nl修了ェり尚子、修了VG35名

進級児291ンl

ギ 2.4.10 W， 17[11[ 入 l判ュ~)p.:行

二年保fJ 4 i&. 161'，1 
ト47名

一作保有 5成 311'， J 

2 歴代|判長

氏 名 年月~年月

「百三省 ZI 昭 49.4.1 ~ 53.3.31 

古谷洋太 AR 53.4.1 ~ 58.3.31 

渋谷義一 昭58.4.1 ~ 61.3.31 

L 桜 田 鈴 子 BR 61.4.1 ~現在

位置にあり、周聞はまだ自然に恵まれており、

小学校、中学校に隣接している。近くには、

高幡不動尊、多摩動物公園、百草闘などがあ

り、四季折々の野外活動を楽しむととができる。

4.教育目標

。明る〈元気K進んで遊べる子ども

o :f!l~かな心と思いや b のある やさしい子ども

o長後をで頑張れる子ども

5 本年度の指導の重点

0幼児一人一人の成長過程をとらえ、その子ど

もの個性や特性を十分理解して指導Kつとめ

る。

o問内外の自然環境を生か し、健康な体と豊か

な心、思いやりを持ったチどもの育成Kつと

める

6. 本年度の研究主題

o 1=1々 保育実践の中で一人一人の幼児理解を強

め、各々の個性特性をとらえ、その子どもvc:

合った指導のあり方Kつとめる。

o侵業研 ・実技研修を通して指導法や教材研究

をすすめる。

7 本閣の特色

o園外保育を多くとりいれ、自然の中で遊ぶ楽

しさ、解放感を味わわせている。

o園庭lζ畑をつくり、乙どもたちが自らの手で

育て、収穫する喜びを味わわせている。

o広い困庭を生かした遊びを多くとり入れてい

る。
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園 名 日野市立第六幼稚園

1. 沿革の概要

所在地

電話

順路

児 童 数

園長氏名

昭 50.9. 6 園舎新築工事起工

昭 51. 3. 19 園舎完成、鉄筋平屋建

4. 1 日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員 80名

園長 1名、教諭3名用務員1名
4.10 入国式挙行、園児数 73名

5.29 開園記念式典挙行

開園記念日とする

昭 52. 5.30 プール(ヤマハ ・キューティメ

イト DX)設置

昭 53. 3. 12 1学級増設のためフ。レハブ教室

増設、学級数3、定員 120名

昭 55. 4. 1 学級数2、定員 80名

昭 58.8. 5 プーノレのフェンス、園庭フェン

ス防球ネット完成

昭 60. 4. 1 2年保育開始定員70名学級

数 2、 4才児30名、 5才児40名
問 60.l1. 1 園歌制定

昭 60.12.14 創立 10周年記念式挙行

昭 61. 9. 10 園庭拡張、園舎外壁塗装

2 燈代同長

氏 名 年月 ~年月

手代木 和| 夫 11百51.4.1 ~ 54.3.31 

近 内 4言 輝 IIB 54.4. 1 ~ 58.3.31 

討Z型f回 H召 昭 58.4.1~ 62.3.31 

上野美津枝 |倒 62.4.1 ~平ヨ口 3.31

坂 口 嘉津子 平冗・ 4.1~刻在

3. 地域の環境

日野市の束南部Kある多摩丘陵K造成された

高怖台岡地と行革同地との境K位置し、問，~干は

緑の森林K囲主れ、起伏K富んだ所である。

近<vcは多摩動物公闘、8'割弱、，'"リ治不動尊在

どがあり 、Wf外遊びのできる場所も多〈 、内然

vc~見しむととができる。

日野市程久保87 6 -2 

0425-92-6330 

京王線高幡不動駅より百草団地行きパスで
高幡台団地下車 徒歩 5分

男 27名女 30名 計 57名

坂口嘉津子

4 教育回収!

人間~\i1Jlの新制IKtrliづき主体的に生きょうと

する、心身ともに{住民で人間性12かな幼児の育

成を[;><1る。

。思いやりのある子ども

。1'1分で考え以後までやりぬく子ども

。元気な身体でよく遊べる子ども

5. 本年度の桁ζiの頂点

幼児一人一人が環境に主体u''.lK収り組む芯欲

や態度を身につけるとともに鋭かな人間形成の

ぷ地を育てる。

4歳児 o感動をJtイTで-きるような多様な体験を

通して 11己を表J}，I，する力を育てる。

。幼児相|丘の自11わりのある活動を展開し

幼児の 11立心を台て必裂なhJ出を身に

つけてし、く。

5 iI見山 o友達と1U似的lζi佐びをl必i片lする 1_1-1で人

とかかわる乙との楽しさや大切さをl沫

わし、 |ー分lζ 円己を表到するプJや恩いやり

りの心を一台てる 。

6. 本年度の研究主題

一人一人の幼児を担併するための記録のとり

方。

7. 本 l~l1 の特色

。1L!JNJ物の飼育，tt培を子ども遥が行い、行て

る乙との喜びを味わわせている。

。脳同辺の 11然iZi境を不IJ刑した胤外保育を多

く収り入れ、以う存分lζ体を1L!Jかし、自然

lζ親しませている。

8 教l段目の研究歴

研究 員 開発委員

Jjj 口.i~i I!子(444'-)I坂口必律子(51年)
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園 名

所在地

電 Z吉

JI頃 路

児童数

団長氏名

1. rの草の概要

II({ 59.1 O. 6 園舎新築工事起工

l附6O. 4. 1 日野市立第七幼稚[主!として設置

鉄筋コンクリート 2階建

学級数 2 定μ70名

教職員 3名岡地面杭 2599州

開6O. 4.10 第 1回入国式挙行臥1.Yt!.数 491'，

1附6O. 6.30 開国花念日とする

昭 62. 4. 1 4才児 1クラス別、定J.UOO名

(年少 2、年長 1) 

II{{ 6 3. 3.1 1 匝]舎刑築rW，己j戊

l陥63. 4.11 学級数 4 (4 _{-児 2、 5-1'-児2)

定員 140名

平成 2.2.20 I>:~:枚制定

2. 服代[判長

I LX: 1'， I 1，ド月

3. J也域のf車上1l

djの州端K位置し、地域の約半分が E業地l実

で必る。問辺道路の交通lllAは多いが辺路は幣怖

され、街路樹やグリーンベルトがIJ4ヂ折々に長

しし、。

大学、'I"J:校、似m制、.yt!.iîí:館、~?;.-ð"ゃ t

人のための施t没が隣接し、文化悩祉ゾーンとし

て地域のかなめとなっている。

4 教fi口紅l!

一人一人の個性をめ'fI:し、幼児が主体的に11う

析する;む欲をもち、人IIIWI:，~~~かで 、 木*，ζたく

まし く11:.きょうとする幼児のri成を似|るために。

。|りlるく J乙%で、がんばる fども

のよく ~.!.よく IlfJ きよく吃える{-ども

日野市立第七幼稚園

日野市旭が丘 2-4 2 

0425-86-3770 

]R 豊田駅下車京王ノイス 都立科学技術大学前

男 711(，女 55名計 126名

平向邦江

。心のやさしいぷ直な子ども

5 本年度の指導のifi点

。)，]i本的作活tl>1t.Ctの確立を凶り、主体的に遊び

lζ取り組む中で、 芯欲・充実感。満九~i必。 ~'JJ

心を 1-分l沫わせる教師のかかわり方を工夫する。

。一人一人が遊びlζ取り組む中で、発注や特性

を杷似し、友達とかかわる過程をゆjらかにする

とともに、友達とのかかわりを育てるための指

仰を_L犬する。

6. 4>:~ド度の研究主題

「幼児の実態杷鋸と適切な教育課税のfド成」

7 本1';"1の特色

。l泊同区域は広く .住屑は1印刷住宅、fl宅等が

多い、そとで「人とのかかわりをもっブJを育てる」

ζ とを教育の市点とし、健全育成lζ努めている。

o保泌者 ・地域とのi1!携を深める。ー誕斗ー会、

タrJ;t会、収磁祭、乙ども会。

o 1~(1内の胞設や身近な教材 ・ 教具をもl.: った遊び

そ~くとり入れ 、 み;達と遊びを創り 出 していく

也びをl沫わわせる。ープール遊び、ili!励会、

滋1~(1 J也どっこ。

。飼fì'物のLl I 請や菜凶、 I~同庭の-!EJ:Jïの栽培によ

る11'1依体験を通して↑il"t柴盟かな心を育てている。

なお菜|付では、年聞を通して、多fOJ¥多級の，'，'(-!t.

や~'f菜の川帰から l以彼まで述航して体験学tl>1を

行「たり 、出とり 、1'.'1摘み、霜住踏み等、|州出

で料験できない1'4-t折身の道びK.税しんでいる。

8. その他(教職員の研究歴)

耐叫~I 研究員 | 開発委員

1 I平 向 邦 江(4昨)1平向邦江(5昨)
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学校名 日野市立日野第一 小学校

所在地 日野市日野本町 2-14-1

電 話 0425-81-0073・0061

JI国 路 中央線日野駅下車徒歩6分

児 童 数 男 252名女 268名計 520名
、-^-/

校長氏名 山 口 武 彦 教頭氏名 飯 回 国代

1. 沿革の概要

明 6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。

第一大学区第八中学区第五十四

番小学日野学校と称す。(現在

の中央公民館のとなり。 )

明 45. 2. 11 校歌、校章制定、校舎増改築、

校地拡張

昭11. 4.29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

昭 15. 日野 2800番地(現在地)に

土地900余坪、新校舎建築開

始。 (戦時中、軍徴用)

昭 23. 4.25 新校舎に移転完了

昭 25. 4..1 東京都指定実験学校となり、教

育課程の研究発足

昭 27. 3. 5 上記の研究発表

昭 28. 8.22 80周年言己念プーJレ竣工

昭 38.11. 3 日野市制施行により日野市立日

野第一小学校と校名を変更

昭 43. 4. 1 日野市研究協力校として「教育

環境の整備」を主題として研究

発足

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼

講堂として移管

昭 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備について」発表

5. 1 東京都学校花壇協力校となる

昭 46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置

5月 17日開級

都市計画神明上区画整理事業開

始 校庭南側一部縮少

創立百周年記念祭

給食室改修理科室整備

理科室、家庭科室改修

昭 47. 2. 

昭 48.11

昭 51. 8. 

昭 53. 2 

昭 55. 8. 排水溝改修、受水槽設置

昭 57. 6. 体育館新設

昭 58.8. 校内塗装、窓アルミサッシ化

昭 58.11. 開校 110周年記念集会、式典

rlB 59. 3. 仲田小分離

昭 59. 8. 屋上全面防水、 プレハブ撤去

昭 60. 3. 体育倉庫新設

昭 60.8. 昇降口改修

問 60.11. 南・北側ブーロックベい撤去、植

込とする

昭 61. 8. トイレ改修

問 62.2. 東京都教育委員会「健康っくり

推進校」として公開発表

昭 62. 8 埋科室床改修

'1乙元. 8 校庭整備工事

、|ι 元.11 校舎住具等改修、 ik築J.~F

、|乙元.11 J品度保持設備工事

三11. 2 すべり台設置

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月
日 野 義JI国 明 6.5 ~明 9. 7 

2 国府回学 明 9.7 ~明11. 3 
3 小川則要 明11. 4 .~明 15. 3 

4 鈴木 宗也 明 15.4 ~明 16. 8 
5 上野兼松 明 16.9 ~ 明 18. 3 
6 一見友二郎 明 18.4 ~明 19. 4 
7 八木岡寛制 明 19.5 ~明 2 1.1 0 

8 佐野鶴松 明21.11~大 5. 3 
9 古谷剛次郎 大 5.4 ~大 12. 1 
10 河合平作 大 12.2 ~大 15. 3 

11 古谷剛次郎 大 15.4 ~昭 11. 1 

12 宮川海一 昭11. 2 ~昭 18 . 3 

13 貫井半蔵 昭 18.4 ~昭 23. 8 
14 小池 嘉一 H百23.9 ~昭 34. 3 

15 尾崎半次郎 昭34.4 ~昭 37 . 3 

16 五十嵐光 昭37.4 ~昭 38. 3 
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氏 名 年月~年月

17 木村 清 昭38.4 ~昭 4 1. 3 
18 吉田辰次 昭41. 4 ~ 昭 44. 3 

19 下回 刃べ2辺、 昭44.4 ~ 昭 50. 3 

20 ;脅自木桂次 昭50. 4 ~昭 55. 3 

21 村田安正 昭55. 4 ~昭 58. 3 

22 古谷洋太 昭58.4 ~ 昭 62. 3 

23 山 口武彦 昭62.4 ~ 現在

3 地域の環境

校区は広く、農地、工場、商庖、住宅により

構成される地域である。本校は日野駅より徒歩

6分の所に位置する。駅周辺は開発も進み、か

つての日野宿のおもかげも失われつつある。 し

かし、まだ随所に歴史をとどめる史跡も残り、

自然も美しく、 心やすまる環境も残されている。

4. 教育目標

本校の教育は、地域社会、児童の実態に即し、自主的に人格の完成につとめる児童の育成を目ざし、

次の乙とを中心に展開する。

1.科学性を身に付け る子ども 事実を正しくみる力を養い、正しい判断力、 I1頃序立った

思考力を伸ばして、基礎的学習の充実をはかる。

真、善、 美lζ対する感受性を養うと共lζ、自然、の動植物

愛護、他人lζ対する思いやりの心を強める。

白状;に向か つて蚊後までやりとげる実行力を培い、困

難にあってもくじけ ない気持ちを育成する。

節度のある生活態度を身につけ、継続して体力の向上

増進を凶る児童を育成する。

上記の中から今年度の'ft:点目悼を 2の 「泣かな心的を持つ-fどもJ，c設定する。

1. 位かな心情を持つ子ども

1. 強い意志を育てる子ども

1. じようぶな体をつくる子ども

5. 木年度の指導の正l.J尽

(1) 各教科、泊徳、特別所{jiJの指導のill:点

ア. 各教 科

'1 '艇にわたって L体的に学び続ける芯欲や能力 ・ 態度の )，~縫 .)!本を身につける。また、児~'il
の心号~.ゆさぶる魅力的な俊業の創造lζ努める。そのため、

01行i以内容の'ft:点化を以|る乙とにより 、考ーえる 、制ベる、(m;かめる等のl時間を十分にとり、

Jfえる力、 IUJJ泊解決())jJ、R_.l:j，ljJ、創造性())fj'Jぷを目指す。

0 教材、教具を弊11111・/IT;HJし、児ii'iω学習志欲のl喚起を凶ると共lζ学習活動を工夫し、児1I1ー

がjぷ就!ぷ、 i，Y.J~!必をJ!fつ授業の創造を凶る。

0 ・人一人の児「行lζ裂しく 、ド!らJJljんで学何lζ取り組ませ学ぶ楽しさを味わわせる。

イ道徳

社会制範、生活組純ωもととなる泊徳的fJili他の出掛 ・内山化を凶り道徳的実践力をI:-:Jめる。

そのため、

。 道徳の時間の充実を閃り、必、以|的 .J-t-ulJj的な指導を行う。

。 全教育活動を通じて生命尊屯、他を思いやる心、基本的生活習慣の:F.=着を重視した指導を

推し進める。

ウ.特別活動

リ己 1'j'iO)協同 ・t/'t)J!吊11)jr.-;旦して、lI}Jけあい ・学び介う心をfiてる。また、川市のr1.:=1:的 .11治

的所長i))i-ijYiして例ヤ|ーやfl会t'i:r，. .t1''iぅ。そのため、

o 児童の主体的出動を{)iし、明ましい集団行動を行う中でー小児童としての連待感や好ましい

人II¥Jほ|係、 1日かな人II¥JI則{糸をfrてる。

0 多様な教育iU!!)を行う rllで、例人の持つ特性の発品lζ努め、.TJ:い I(IIを糾lばすよう指却する。

。 勤労'1}~ ・ 4吋 1:前助r.-;目して 、 Jx:.. tーちゃ l也峨 ・ 社会のために役、工とうとする心をfîてる。
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(2) その他の活動

ア。学校裁量の時聞を通して個別指導の充実、学級係活動の充実をl送|り、 児童一人一人が学校生

活を円滑に、ゆとりと充実をも って送れるよう指導する。

イ 水泳初心者指導の期聞を設け、水泳l乙関する個別指導を行い、 児童の泳力や気力の向上を図る。

ウ.ふれあいタイムを設定し、教師が児童と共に遊ぶ中で児童理解を深める。

エ. 教fliliの読み聞かせ、すζ やかカー ド、 栽培活動を過して心と休の他政づくりに努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア 生活 指導

o 全教職員の共通型解のもとに基本的行動様式の定詰を推進する。そ乙で、 「五つの約束」

を重点とし、 集団の秩序と安全保持の立場からの指導の徹底を凶る。

イ.進路指導

。 児ffl一人一人の個性・能力の開発・ frjJ長をめざす。そのため、児市のよい前の発比lζ努め、認

め、 行め 、 或いは児i'j'iの持つ悩みや願いの相談にのり 、 励まし力づける。 一人一人のV~"，'i!:がめあ
てをもって生きる桁導を批准する。

6 本年度のi!Jf究主題

一人一人の児引が(1ら意欲的lζ学び、文;を読む力がつ くためにはどんな桁導を工夫したらfH、かにつ

いて山求する。 本年は国語科にな って三"f二目の研究である。 ぬ去三1r11 ¥jのli]f-究でfUjらかにな った指導法

を焦点化 して検証する。また集団のqlでの個lζ応ずる折導をiリlらかにする。

7. 本校の特色

(1) 本校は、 |苅校 117年を誇る歴史と伝統のある学校で、父母 ・地域の}jの中にも卒業生が多く、

地域の学校lζ対する愛情や期待は大きし、。古き良きものを愛し、大切にし、地域からの信頼、地域

との迎得を深めながら更によい校風を築く努力を重ねている。

(2) 教科指導と両輪をなす生活指導lζ教職員の結束をはかり、生活指導報告日、生活指導協議会の設

置により、 「全校児童、わがクラスの子」を合言葉に して指導にあたり、児童の健全な成長を計っ

ている。

(3) 一輪車、木のぼり、竹馬、ふれあいタイムなど、 他校にはみられないような施設や特性を生かし、

児i立が楽しく学校生活を送れるよう保護者の協力を得ながら組織的に取り組んでいる。

8. その他(教職員の研究歴)

~司空 中央研 研究員 開 発 委 員 研究生、他

山口武彦(49 ) 村上悦子 45 志賀 ILI具 4549 E 山口 武研究彦生47社
(音楽) (W('J) (、会)

2 山 口 武 彦 (4社6会) 相(田究い生さ、を教53 
研 育方法)

3 中 村 麗 子 47 山口氏彦(5外8 
(給食) 海 派 遣 )

4 チ{尻 武(チ教育相55談)

5 志f1 111具体59 
( 予言)

6 佐藤ヒサチ寝
(位)

7 足立 博 芯 器
(育)

8 飯田 IJ

Z代材
田
活月Ij 勤)

9 民俗川-* 63 
(辺徳)

q
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学校名 日野市立日野第二小学校

所 在 地 日野市東豊田 2-14-1

電 t古 0425-81-0070・0851

11慎 路
J R鴇田駅南口下車 徒歩 10分
京王線南平駅下車、徒歩 15分

児 m数 男 3857'， 女 3441可 計 729名

校長氏名 馬場 武 教頭氏名 武内忠雄

1. 沿革の概要

明 7. 3. 神奈川県 9大区小4区豊田村尋

常小学校として創設、戸長山口

平大夫氏長屋を仮校舎にする

年月不詳 '1Yf. I 1::与木?設を校舎とし、」ー下 2

等級lζ分ける

明 12. 2 豊田 13 2 0番地、普生寺の西

隣IL新校舎建築

明 26. 4 東京府iζ編入される

明 41. 3 日野小学校豊田分教場となる

昭 17 豊田 218器地lζ新校舎建築、

平屋建 6教室

昭 21. 6 南多摩郡出回国民学校として再

び独立

昭 27.12 第 l 次-WI築、 2 階悠 8教街、 H~f

U'J立11野第二小学校と校名家主li

HR31. 4 第 2i:欠lfl築、 2階W6教引

HR 38.11 LI rfrl j"[.l1 rf第ウト学校と校千九変y-!

HR 43. 6 第 l次防音、 4階建校合完成

昭 44. 3 第 2次防音、 4階建校舎完成

flr! 46. 2 体育館工事、落成

IIR 49. 3 第 3次防音、 4階他校舎完成

1 1 川、1."I ).'.j {I:記念式典を行う

IIs 55. 3 l 階建校舎完成

UR 56. 5 新 プル完成

9 校庭税制完成

Htl 57. 8 普通教吉区内部塗装完 f

1Ii{ 58. 12 校低歩道完成

昭 59. 6 JiIJ ，'!.，' i l' )，'，j "1.心念式典を行う

Dfj61.12 務TJ国学路{史川始

1~1 63 8 体行自'iLlX志lt

給食本グリストラップ新Eiit

、|九 jじ. 8 ，:':Ji，'UJ<.判'iJ収付

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

小山 茂平 昭 21. 6 ~ 27. 9 

増島光一 11 2 7.1 0 ~ 3 4 3 

小池嘉一 11 3 4 4~38 3 

森久保惣次 11 3 8. 4~ 4 2 3 

後藤正太 11 4 2. 4 ~4 7. 3 

安積利治 11 4 7. 4 ~ 5 O. 3 

永井雅夫 11 5 O. 4 ~ 5 3. 3 

鈴木英夫 11 5 3 4~5 7. 6 

篠宮忠男 11 5 7. 7~6 1. 3 

荒木健治 11 6 1 4~平成コC. 3 

馬込; l氏 平成元. 4-.J)，l在

3. 地域の環境

・本校の学区は、かつては"豊田の里"と呼ば

れた静かな山村であった。と乙ろが、近年に

なって忽lζ'む地造成がjffiみ、山家の'，I;IJ{i-が激

減してし、る。

それでも、浅川を中心として田畑が広がり、

尾ヒから見る最観はすばらしし、。

-近くにローラースケートのできる駒形公園、

市民プール、市立中央図書館など、公共施設

にも恵まれている。

・保護者は、学校教育lζ対する関心が深い。登

校時の交通指導を積幅的に進めるなど、きわ

めて住設的であり、また、協力的である。

-学校前の都道をはじめとして学区内の道路は

ど乙も道幅がせまく、そのほとんどに歩道が

ない。しかも交通自がしだいに増加し、作下

校の安全が憂慮される状況になってきたので、

新たに)~~J.且を~，Iì修し 、 通学路lζ指定した 。
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4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚をたかめ国際社会に奉仕できる、心身共に豊かな子

どもの育成を目指して次の目標を定める。

oからだも心も強く明るい子

。みんなとやl'よく 力を合わせられる子

。よく考え進んで行動する子(1Jt点目棋)

o責任をも って最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・徳 ・休の調和のとれた児設の育成を目指し、全職員の共通迎解を大切にし意図的 ・計um的 ・継

続的 ・組織的に教育活動を進める。

そ乙で次のことを基本方針とする。

①山首一人一人を大切にし個性 ・能力に応じた折導に努める。

φ 心の陶治を凶り人権!必'1'J:を育て高めると共l乙実践的行動力を培う ζとを教育活動の今:休を通して

イ丁つ 。

③峻業研究を市視し指導法の改 .~売に努め児?b一人一人の実態に応じた指導を工夫し VUi' i の意欲を喚

起すると共に新学習指名L要傾への移行を行い基般的法本的事項が定すiーするように努める。

@ )，~本的な行動械式lζ対する職員の叫解を深め組織的 lζ生活規範の日錫、 V~ 'ìi'i:の1' 1 立を似す桁導の

徹 Jl-tを以|る。

⑤ 1'1己の作む地域への子nMを深め愛すiの心を培うために地域の教材をとり入れた教行活動の充実を

Iヌ|るとJUζ、家庭、地域との連携を基機においた指導を進める。

⑪ 児引の 1' 1 τl~.性を育て 、 楽しく充実した学校生活の創造IC向かつての児市 u 身の工夫を大切にして
し、く 。

⑦ リ~ 'ìi'í: Iζ働きかけ、 また児訴が主体的lζ 倒jきかけのできる校内・ 外の環境格的を以| る 。

5. 本年度の指呼の市点

(1) 科教科、道徳、特別活動

ア.科教科

生涯にわたって学び続ける怠欲や能力 ・態度を身につける。そのため

。指得内容のfT¥:点化、体験を通した活動、考える時!日]の確保などの工夫により 、思考力・表現力

・ 創造tl\: ・r: \I :Wf~!(，決の力を育てる。

。 山首一人一人 lζ学習のめあてを明確に1' 1 党させると共に教材 教具の整備活用、主体的学tl~J の!f(

fJ~などにより 、 児mの学判定:欲の喚起 ・ 成就!必 ・ 満よt!.!必を持つ授業の創造を 目指す。

イ.迫 徳

全体計u1lIのもと全教育活動を通して l川つのiJllJlfliについて次の手頃を市点とし指導の内l同化を以|

る。

o 1'1分(1身・・ ・一一 1'1分の件 φ 活を振り返り良く考えて行止リJする。

。他 人一 一 …....51Uζ対しても居、いやりの気持ちを持つ。

。1'1然や崇i::jなもの……白他の生命を大切にする。

。柴田。社会ー一 …......規則 ・きまりの大切さを知り規範意識を刈める。

ウ.特別活動

型ましい集団活動を通して心身の調和のとれた発達と他性の伸長を凶ると共lζ協力してよりよ

い生活を築乙うとする (CI.:l才的 ・実践的な態度を育てる。そのため

。学級活動の指導の工夫を~I る 。

。児li1:の向主 rJ'~な i収り品;I:lみが感り上がる活動を行う 。

。学級 ・学年の枠にとらわれない異学年集団の市動を行う。
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(2) その他の活動

。なわとび ・うすす7等の指導を通して体力の|向上をl文|る。

。学級 ・学年 ・学校 ・地域の諸行事lζ主体的に参加しようとする態度を培い、述，市感の育成をC1<1る。

。働く喜びを味わわせながらからだを通して学ぶ)，~本盗勢を育てる。

(3) '-F.活指導 ・進路指導

ア . 住所指導…ー令職員の共通1'~併のもと組織的KM本的生活習慣の定析を推進すると共に他校 ・

保必者 ・地域等とのi!li携をt記lりvt!.'I'i:の他企育成を進める。
イ.進路指導…・・山市一人一人の個性 ・ 能力の l~fJ発 . jljlf，去をめざす。そのため、児昂ーのよい回iの発

比lζ努め、必め、ttめる、あるいは児ii'tの持つ悩みや刷いの相談lζのり 、励まし、

力づける等一人一人の山市がめあてを持って生きる指導を推進する。

6. 本年度の研究主題

地域の11然 ・社会を'1'.かした折導法の研究

7. 本校の特色

本校は創立116年という伝統をもっ歴史のある学校である。59年度は創立110周年記念式典および

その思い出をつくる活動として「米づくりJrし、もづくり jの体験学習を行い生産にまつわる苦労や

自然とのかかわりあい、さらには構造的思考力育成など、物心両面で大きな収穣を得た。学校が子ど

ものために努力すれば、それに対し全面浬解と協力を図ってくれる地戚である。そこで、乙れらのとと

をふまえ、地域の教ti)Jを|づ}lc活用するため、地域のi'I然や文化財 ・人材の教材化を進めてきた。

乙の乙とと併せて児lI'i:がより 主体的lζ、 しかも意欲的に学習にとりくむととができるようにするた

め、 「興味をもって'下旬に取り高[1む fJをめざし研究lζ取り組んでいる。本年度はさらに研究を深

め、n々 の{受;tの光夫をぽ|る乙とによって、郷土を愛する心をほっていきたいと考えた。

また、本校はm内有数の大規似校である。 それに反し、校庭は狭少である。乙の乙とから、日常の

運動屯の不足や.illi動技能、能ノJの低 ドiとつながらないよう 、侵業を通して子どもが主体的、意欲的iζ

学押してし、〈指導法与をうち出している。なわとびゃ法行の奨励などを計l判的に行ってきている。 ζの

乙とによって心身ともに健康な乙どもi主の資がはられるようになってきている。

8. その他(教職口の研究歴)

(!lf 31 別代化Tll.IJf.J発委凸 研究/1:.・海外研

Jl.¥. ( 481111科) ，t~.l.þj 氏(50型科) ，喝以 武(54ヨーロッパ)

2 パ|付忠141'(52体ti) 』氏内 :.!.~W (59体育)

3 仙小 I快 {( 50教fJ)J法〕
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学校名 日野市立日野第二小学校

所在地 日野市日野台 2-1 -1 

電 5古 0425-81-0101・0850

児童数 男 284:?" 久:2731'， 計 557i'，

(内ひばり 151'，) 

校長氏名 W: 1'1従男 教頭氏名 小笠u;i 久雄

1. 沿革の概要

昭 23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1~ 3年 340

名、教室4、全学年2部授業

昭 25. 6.10 日野台小学校として独立する

児童数 696名、教室 9、4年

生迄 2部授業

7.18 校章制定

9.19 4教室増築、教室数 13、3年

まで 2部授業

昭 27. 4.15 4教室増築、教室数 17、2年

まで 2部慢業

6.10 校歌制定

昭 28. 6.10 校地850坪拡強、 6教室増築

教室数 23、 2部授業を解消

昭 30. 4. 1 日野第三小学校と校名を変更

昭 32. 3. 4 旧教室 4を取除き 6教室を増築

教室数 25、児童数 869名

昭 33. 8. 3 

昭 34. 3. 

昭 35. 4. 1 

昭 38.11. 3 

昭 42. 4. 7 

昭 43.11.15

昭 46.2.16

昭 48. 4. 1 

昭 50. 2.25 

6. 1 

給食調理室完成・大小フ -Jレ治成

校地 1，10 0坪拡張

日野町特殊学級が併置される

日野市制施行lζ伴い日野市立日

野第三小学校と校名を変更

防音校舎新築起工式

校地地番変更、日野市臼野台 2

丁目 l番地 1号

体育館落成式、校章制定

鉄筋新校舎 9教室増築落成

鉄筋新校舎唆工

校旗制定

昭 54. 4. 1 東光寺小と分離

昭 56.12. 9 校内緑化整美植樹( 1，273本 )

昭 58. 4. 2 ひばり学級教室増設

昭 58.4.20 無人化(夜間・日曜・祈際日写)

機械瞥備始

昭 59. 3.10 藤だな改修

3.25 給食調理室天井塗装

体育館・渡り廊下天井改修

8.29 

12.20 

昭 60. 3.20 

3.31 

昭 61. 3.31 

8.31 

10.31 

昭 62.7. 7 

8.31 

9. 8 

Il{j 63. 1. 20 

8.20 

8.31 

ギ元 .3.31 

2. 歴代校長

氏名

高野忠正
(事務取扱)

高野忠正
(校 長)

尾崎半次郎

五十嵐藻光

塚本 正

池田瑞男

岩井庄ニ

平松健太郎

竹永秀雄

古田秋介

内藤 康

11'i:1'1 従見
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体育館ステージホリゾント幕改修

音楽室床全面改修 ・黒板灯設備

用務員室改修

南校舎非常階段手すり改修

給食雑排水経路改修 ・浄化槽整

備・プール内シート防水・排水

パJレフ、改修 ・消防水利設備

裏門拡張・門扉改修

道路側防球ネット生垣完成

体育館内部塗装

北校舎屋上改修

プー Jレ更衣室等照明取付

ひばり教室改装

体育館外部塗装

体育館屋似塗装

Jt校合外壁修出

体有企n床塗主主・波り廊下外殴修JII!

J-i.外幹線改修・校時整備

プ-Jレフェンス ・プールサイド改修

年月~年月

昭 25. 6. 1 0 ~ 26. 3. 12 

昭 26. 3.13~27. 9.30 

昭 27.10. 1 ~ 34. 3.31 

昭 34. 4. 1 ~3 7. 3.31 

11百37. 4. 1 ~ 41. 3.31 

昭 41. 4. 1 ~ 47. 3.31 

昭 47. 4. 1~50. 3.31 

昭 50. 4. 1 ~ 54. 3.31 

昭 54. 4. 1 ~ 57. 3.31 

開 57. 4 1 ~ 62. 3.31 

昭 62. 4. 1 ~、 I~ 2 3.31 
、|乙2. 4. 1 ~引花



3 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道沿いに位置し、海抜80mの日野台地を中心とした地域であ

る。

日野自動車工場とと もに発展した地域であり台地のため公害も少ない。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望で-きる

すぐれた環境iζ恵まれてい る。

4. 教育目標

(1)学校の教育目標

憲法及び教育基本法に基づき民主的社会人としての人間形成の基礎づくり を目ざし次の目標を定

める。

oじようぶな子ども

oよく考える子ども

o明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人間的1[[の教育の立場にたち、心身ともに健康で心盟かな人1mの形成の主主縫づくりをめざす。

特』κζ 「よ〈考える子とも」をi屯屯屯}点l

え、便業の改普ー充実iζ心がけるとともに凋平11のとれた教行活動そ推進する。

。!日本的な学{Iプ下級rlt;'lを設定し、その日現化をめざし'‘戸1:学級経営にお1].むと工夫を，1:.かし、 a 層

の充実をはかる。

。子ども達一人一人の個性能力をひき出し、生涯学仰の制点lζJJ.っ た学び方を学ぶ学内指導を推進

する。

oul]'0:ある教育活動そ!必I3F-Jし、 地域の教ff))、教材を，+かしたJ行停内容、体験学科の充実をめざす。

0'1τ命を大切にするチ供の育成そめざし、心身防吉児とともに下そと り合って活動する機会そ設定

し、!よH、やりの心の育成与を|米|る。

。{位r，J!づくりと体))のli.)Jてを年間を泌してJIー両的志闘が:JIC.実践し、たくましい子どもの育成IC.努め

る。

5. f行w.のIfi:点

(11 各教科、泊fi.i!、特別活動

ア.供教科

。教材教只を工夫し、ぷ:li1をねばり，}'tn< .i.G求させる学科指導そ推進し、)Ji礎的JJ本的学1VI
J・FJ(iの

'-Eliをめさした指導の先克そ凶る。

。体験的学tl>1を通し気づかせ究μさせる学仰を折li込し、学ll'!そ芭欲的iζ し、思考)J、判断ノJを!g.

つ。

OJ..主成!謀、l戊就感のあるほ業そ隊、工し、芯欲的lζ学ひ方を学ぶ態度のfjhxをj?(1る。

。 何人11~そ (J'.J 1ì{fにとらえて、 'Y:ivl形態やヤ':ll>!j必N?:U.::し、".(:~t>IJ効果を日める学11'1 )j'{:とそ|ー人ー寸る。

イ.辺f.il

。子ともがすすんでやりぬく泊徳的実践ノJのfJlJxをめざし、すそ教1守活動におけるiU徳教ffの光'ノだ

そ1><1る。特lζ心向山とのうどifiE、全校保lづく り、作))IJ日1VJを泌して人HU愛1')然変をJ川、日かな心

を1'1てる。

( J.口 f!!~.!の授業の改汗や|ヌ|り、科教1îi円品でjJ?われたiUi.MI~J克~.k)Jの深化、 トilì )'，己、 統合そ似| る。

ウ. t.'t))IJ(，T;動
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。子どもの自主的実践力と連帯感を培う ζ とをめざし、集団活動を充実する指導を行う。

o集団活動を通して、集団の成員としての自覚を高め共に向上してし、〈気持ちを高める。

。所属する集団を自主的κ鐙設しようとする態度能力を高めると ともに、他者ーにない自分を自覚

し、個性的な実践力を高める。

(2) その他の活動

。遊びの時聞を設定、いきいきとした楽しい教育の場とし、体力の向上をめざす。

。火曜日六校時を児童会活動の臼と設定、集団活動を通 して心身の調和のとれた発達をIヌ|る。

口学年の円を有効に使用し学年経営の充実をはかり、伺別出導の徹底をはかる。

。心身防苫学級と普通学級との教師相互児童相互の交流の湯を舵傾的1(.設け、障害を持つ児市lζ対

する用解を深めるとともに連帯感の育成iζ努める。

(羽生活指導 ・進路指導

。心身ともに健全な子ともの育成をめざし、指導体制を整え、全職員の組織を通じた指導を徹底す

る。

o児ii'U盟!仰とつとめ心のふれあいを大切iとする指導を充実する。

。父町、地域との連携を深め、協力補完しあって指導にあたり、 児苛Iの健全育成を関る。

。社会』ζ多機な生き)jがある乙とに気づかせるとともに、児市一人一人の良さを発見し、その良さ

を将米にわたって生かすととのすばらしさに気づかせ、社会人となるための延礎となる力を育て

る。

6 本年度の研究主題

児童iζ考える力をつけるための脂導の工夫

7. 本校の特色

児童は明るくすなおであるが、やや七{本性を欠き、ねば り強くやりぬ乙うとする力がたりない。

校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童iζ考えるノJをつける授業研究を実施している。また、

心陣学級 (ひばり学級 )があり 、交流教官にも力を入れている。

8 その他 (教職員の研究歴)

除問 研究生 研究 員 開発委員 中 央 研 海外派遣

1 地If~ 従ヲ:J56 
( I:sI語)

2 小笠原久雄 49 小笠原久雄(判5活5) 4j活)

3 八木文キ 59
体育)

4 終坂 (俊心夫降教63育)
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学校名 日野市立日野第四小学校

所在地 日野市石田 430

電話 0425-81-0038・3076

順 路 日野駅から立川行パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から高幡不動駅行ノミス凹小前
下車徒歩 3分

京王線高幡不動駅から立川北口行パス四小前
下車徒歩 3分

児童数男 2871， t: 237名計 524名

校長氏名 波多野 J:I:j 教頭氏名 謀長野 豊

1. 沿革の概要

日月 6. 5. 5 下回学会

明 21.11. 下回小学校

明 41. 3 日野小学校下回分教場

昭 29.8.18 校地決定 4.259.14坪

昭 30. 4. 4 ポ:成式、lkひqζ開校式 ζ 0) R 

をIJ日校記念、 I1とする

12.22 校主主制定

12.25 第三期校舎竣T

昭 31. 3. 5 校旗完成

1171 35. 7.20 プーJレ落成式並祝賀会

昭 36.11. 1 校歌発表会、以後乙の口を開校

記念日とする。

昭 40.3.31 防音校舎 9教室完成

昭 41. 3.31 防音校舎第 2期工事完了

7. 9 下回学舎創立92周年記念式典

昭 43.11.27 統計教育研究指定校として研究

発友会をする (瓜柑回当交)

附 45.3.31 体育館F完成
防音校舎 7教室増築完成

開 54. 3.20 受水槽改修、渡り廊下改修

3.25 防火戸改修、非常放送装開設備、

6.22 プールサイド全面コンクリー卜

塗装工事

昭 55.2. 2 給食室作業場及び休憩室改修工

_，;s 
6.20 プーノレ内担金装工'JJ

昭 56 8.25 新校舎への親子方式TV配線、

欣送宅内のスタシオ形式の改装

昭 56. 8.27 毘上高町*.m改造

8.30 都市ガス化lとともなう配官-取替

日目 57. 3.27 旧校舎毘上ネッ トフェンス貼替

-79-

昭 57.4. 4 

9. 4 

昭 58. 3.27 

昭 59. 3.31 

9.28 
昭 60. 8.31 

昭 61. 2.28 

8. 4 

昭 62. 2.23 

昭 63.3.27 

I明63.7，31 

8. 

8. 3 

8. 8 

、ド芯.8.31 

、1'.)乙 8

、!とフ乙 8 

、|ι2. 3.17 

プーノレ便所の水洗化、更衣室等

の改修

非常階段設置

自転車置場設置

仲田小学校分離 141名転出

校庭の体育倉庫新設

校舎棟工事(濁争 ・天粥度管等)

給食室改修工事

体育館玄関 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フェンス張替工事

給食調理室、配膳空間壁撤去工

事

プーJレシャワ一、目洗い場等工

事

プー Jレ内塗装工事

小プーJレ排水工事完'了

アスベス ト撤去工事

m7.k桝工事完了

政送室調整ヰu収替工事

校l丘改修工事

校舎外格装工事

1 • 2餅トイレ扉とりかえ工事

体育館11iliIJどさき上げノイスケッ ト

取り付け了::i.J(



2 歴代校長

氏 名 年月~年月

浦上増太郎 昭 30. 3.29~ 36. 3.31 

田中善次 昭 36. 4. 1 ~ 44. 3. 31 

森 厳 昭 44. 4. 1 ~ 47. 3.31 

内藤達夫 昭 47. 4. 1 ~ 52. 3.31 

釜池 博 昭 52. 4. 1 ~ 57. 3.31 

竹永秀雄 昭 57.4. 1~60 . 3.31 

田中光穂 昭 60.4. 1~ 63. 3.31 

波多野土日 昭 63. 4. 1 ~ 現在

3 地域の環境

mの東端、多摩川と浅川のおちあう三角地，:l!:9地区である。巾州街道から約 lKm南lζへだたった多砂

川あたりに仇目する。近年、 万開花の集匝 |住宅をはじめ、 )jßitj寺、新よ|二 j山|又の区I!IIÎ~(切 11 ・宅地道成化カ

すすめられ、山間地域より休宅化しつつある。

4. 教育回収(

(1) 学校の教育目標

社会の変化lζ向ら対応、できる心141かな児:qfのず1一成をめざして、次の教i'1目伎を達成するように努め

る。

0 みんなと協力するチ

o 11分の力で考えるチ

o じようぶな体をつくるチ

o 以後までやりぬく子

(2) 学校教有目棋を達成するための越本方針

7. 本年度は「みんなと協力する子」を市点目肢とする。

イ. :!tIJI所長}]を通して共同 ・協力の態度を身につけさせ、 Iq際社会に貢献できる υ本人としての

ぷJ也を15:う。

ウ.忠汚力を高める授業の充実を通して、自ら学ぶぷ欲と社会の変化lζ対応できる能力の行!ぷをはかる。

エ. ) ，~般的 ・ 法本的な内容の指導を徹底し 、 個性を生かす教育の充実lζつとめる 。

オ.教育活動全般を通して世~成安全について理解を深め、 ~ Iー涯にわたって体力の紛持向j φを似| る能力
や1忠良ーを育成する。

カ.学校 ・家庭 ・地域の辿携をいっそう深め、教育機能の光尖を凶る。

5. +行埠の if( }，~

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・u主的な学習態度をfiて、各教科の必縫的な学力を [..Jめる 。

・具体的な学習を通して思考ブJと日IJ造ブJの有成をはかり 、佐世Eを通して学留を継続する;ほ欲

と態度を養う。

・休験的な学;1.，/を!f(んじひとりひとりを大切にする伐業の充実をはかる。

イ.道徳

・教育活動今般を通して、児!i'i相互の人r:日関係、児1'1'と社会、 1'1然とのかかわりを深める rllで、

児11"ーの内IfiHζ限ざした道徳性の育成をはかる。

・家庭や地域判司令とのj出携を凶る中で、日常生活におけるんど本的な(1'荷何回や守Jましい人II¥JI刻係

を育てる実践的な態度を培う。
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ウ.特別活動

・各種の集会活動を通して、好ましい人間関係を育てる。

・児7位の I~ 発的、 11 治的な活動を通して集団の一員としての目覚を深め、協力してよ りょいと佐活

を築乙うとする 11キe的、 実践的な態度の育成をはかる。

(2) その他の活動

・創志ある教育活!WJを通して児童の個性や能力を伸ばし、学習の楽しさや成就感の体得をさ

せる。

・学級における日 常の指導を通して型ましい人間関係を育てるために、結似的できめ細かな

指導を行う 。

(羽 生活指導 ・進路指導

. ~団生活のc:11 で必援な ll~本的生活習trlの桁導 ・ 徹底を区|る。

家l立・地域とのjili携をいっそう深め兇i'iiの世jt全育成をはかるとともに、11然や文化を大切にす

る態度をtiてる。
・ !h!.抵の発達段階lζ凶]して主体的な学び方を身につけさせるとともに、進級、進学への適切

な指導を行う。

6 本年度の研究主題

「一人一人が牛き生きと学押する指導法の研究j

-;@欲的にJEえるこ子を行てる:t'I:数科のJ受業一

7 本校の特色

本校の川市は、山かな11然FふL筑のI11で、lリ]るくぷ1I'(lCのひ'のびと行っている。目棋をつかめば、制lζ

ilして倒jく乙とやふ;だちと協力し代ってよく努力する。しかし、発表力 ・表現力には、不十分なと ζ ろ

があり 、主主欲が憎まわりしがちである。 '1'祈1(liでは、ん巨木fドjな'1活fl↑itがきちんと身についていない児

t'j'i:も少なくなし、。

そ乙で、今"1'.1([は、 L記のよ「な"ilJ.:tコー題を設定し、11らJ5・え-1:.体的lζ行動する児??i:の育成をはかるた

め、今:JIl'&口でf行仰にあた「ていく 。

さらに、児市の1I-l=:. t， t ・ 協力t'l を格うために、 特別活動を rll心として、 リG1j-i~tR会 、 ぅ'ê~主と遊ぶ口 、た

てわり爪1i.JJ~予をjj]して教f:lli と子ども、 ~Mf.1始集卜JIでの fども同十がふれあう以を設けて 、 思いやりのあ

る心の12かな児ti¥をtiて、人IHWI:.~~~かでうるおいのある学校づくりをめざしている。

)，~4:的 '1 . i市1>1仙の行成にあたっては、 fト. 1日行持委 n会を伎として教ßijiの共通F~Wfを深め 、 一貫した教

育方針で指仰にあたるようつとめている。そして、ζれらω桁将ノi量|ーについては、学校 ・学年だよりは

もとより、保必.fi会、地域惣談会、辿1iJJ会等あらゆる険会を通して家庭 ・地域へ広めてし、く 。幸い本校

は、自iJ.lr.1171.f二の附史と伝統を持つ学校であり 、PTAとの綻iひ。つきも強し、。

今後、教f:lh・{米必朽 ・地域住以とーそう j虫併を深めながら、本校の教tiの允克をb記|ってし、く 。

8. その他(教職口の研究歴)

研究員

波多野坦(45・国語)

小何11 平IJ栄 r-(2・算数)

噌

E
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学校名 日野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平6-21-1

電話 0425-81-0407・0445

順 路 豊田駅北口より京王パス日野駅行き
五小前lζて下車徒歩 3分
甲州街道を通るパス(京王・都)，ζ乗
り日野自動車工場前下車徒歩 5分

児童数 男 342名女 3121"，計 654名(病弱児 5名)

校長氏名 上 山 洋 一 郎 教頭氏名 信夫it't彦

1. 沿革の概要

昭 34. 4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、白野第三小学

校の校舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授

業開始(現在地)

昭 35. 9.13 第2期工事完成2部授業解消

昭 36. 5.31 第3期工事完成

8.28 大プーjレ、小プーノレ竣工

昭 38. 2.20 校章制定

昭 39. 3.11 校歌発表会

3.25 校旗制定(卒業記念、寄贈品)

昭 40.4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭 42. 2.23 都、市研究協力校発表会

昭 43. 5.20 体育館竣工

昭 44. 3. 3 創立 10周年記念式典

昭 50. 4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3.31 校舎全面的改修着手

昭 54. 3.31 校舎 5教室改修

昭 55. 3.31 校舎 5教室改修

昭 56.3.31 校舎 6教室改修(H校舎 )

給食調理室サッシ改修(外側)

昭 57. 3.31 校庭側旧校舎サッシ改修(外側)

音楽室窓改修

昭 58. 3.31 南側旧校舎サッシ窓改修(1階)

H校舎 2階廊下サッシ窓改修

昭 59. 3.31 H校舎 l階廊下サ ッシ窓改修

理科室改修、玄関ドア取付

昭 6O. 3.31 

昭 6l. 3.31 渡り廊下毘恨取瞥 2年・高年.

年校舎l'日もり防止、 プール・東

側防球フェンス I ~事
昭 62. 9. 校舎新築本決まり

H自63.4.18 改築設計予算決定

平元.3.29 校舎改築工事予算承認

*元. 7.17 校舎改築工事すロー

平 2. 3.26 一年校舎収り乙わしTlJ(

2 歴代校長

氏名 年月~年月

増島光一 昭 34. 4. 1 ~昭 36. 3.31 

浦上増太郎 昭 36. 4. 1 ~昭 39.3 . 31

福寿文雄 昭 39. 4. 1 ~昭 42. 3.31 

星野正男 昭 42. 4. 1 ~昭 47. 3.31 

荒井 一男 昭 47. 4. 1 ~昭 49.3.31

三井知夫 昭 49. 4. 1 ~ilB 52. 3.31 

多昌直之 昭 52. 4. 1 ~昭 56. 3.31 

田中光一 昭 56. 4. 1 ~昭 60. 3.31 

上山洋一郎 昭 60. 4. 1 ~現在

3 地域の広i境

昭和 33年日本住宅公団により日野台地が開

発され、多摩平団地が建設された。乙の一角に

日野第五小学校が設置された。I菊は巾央線、 Jヒ
は国道20 号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、

付近lとは日野自動車など4つの大会社があり近

代工業地域iζ接している。

問地内は公園、緑地、広場などが整備され立

木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地として

キューピクル取替、給水管理設

全面取替、校舎南側生垣にする

体育館床研磨とボーダーライ ト

取付、第二音楽室改修 よい教育環境となっている。
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4 教有目釘!

人間~\l -m:の祈'ifillを J必説iとし 、 心身ともに他康で個性12かな民主的国以のL主催 1'1ごりをめざし 、 国際社

会に貢献できる児誌の育成につとめる。

。俗jぷでたくましい r-ども

。心12かでlリlるいー子ども

。進んで学び工夫する子ども

の認めあい助け介う子ども

，4-.: lcl . rrr_の，l"点自杭~{

「みんななかよし楽しい学校をつくりますJ

5. 本{I・度の桁導の'Tt点

(1) 科教科、辺徳、特別活動

ア.科教科

。ひとりひとりのV~ ii'i の)，~倣学力の 111 1 1去を WJするために、 教材の徹底的分析それに Jjkづく指導計

|川の作成と綬業研究を行う。，4-.:11二度は特iζ、社会科を研究の核lζすえ ‘児郊の興味や自発性を

喚起しながら児市ω思考過ねを市制する指導法のIJトl発lζ努める n

イ.泊徳

0 ，4-.:イ1'-1庄の'fI:点目kl!の只一刻化を隠|るため、特lζ本校児，，'iの実態lζ即して①自分にかかわる乙と (1'1 

.:):. . 1'1 fln②他人とのかかわり(礼儀 ・思いやり)③1'1然や栄'::Jなものとのかかわり(生命の

~~: ，f( . 'ß.しいものに感動する心)④~IJIや社会とのかかわり (公共心 ・ 愛校心 ・ 勤労 ・ 立任)

の9羽目を強訓し、;u徳的心↑lliを深化して、ili徳的実践プJのある児「itの育成に努める。

ウ.特日IJi吊f山

。学級や学校L/j;rjの光')fと liリ」ニをめざし、学級iiFi1!iJ .山民会活動、クラブ活動.たてわり集団の

活動の')f践を泌して、 ~r、JIの一口としての IÏ 党をt絞めるとともに 、 臼主性 ・ 11 治性を育て 、 協

力的態度をもった個性位かな人II¥J形成lζ第め、実践力を育成する。

(21 その他の活動

o f:1].むを/ド.かした教行活動として、 1 ~ 211寺聞の集会活動を企阿し l 年~6 年のたてわ り活動、 兄

弟学級の湯そ設定し、 ifi点日燥の達成を幽る。

011]週火曜日を 「学級の日Jとし、各学級、学年で年間を通した計l珂をたて、何人情導、教育相談、

花づくり、集会活動などを行う。

o 校令改築 I .. 'FK ともない、 111校舎への感謝と楽しい~U!îがいとなまれる新しい校舎に対する

希句lと愛校心を身につける出動をJ-I・U11iし:Jaんする 。

(31 生活指碍 ・進路指碍

。教ff日僚の14現化を阿るため、屯屯，山t

的/ゐJι法-号そ号乞t没定し口 1-令1下刈1I川仰州It巾刈h川II.実践 ・評価のサイクルの"1で徹底を図る。

o .i1J:路については、リ~I'nの側↑生や1î~))の {I /I民 ・ J1二位教ffなどの立場から中学進学 ・将来の希望なと

について、道1春、 ・特別活動の[1-'で桁与する。

(司?学』ζ対する不安を解消し、希句!をもって進学するように留意する。)

。校伶改築 lソF'ζともなう安令指仰やt宣びILiが少なくなる乙とを配!UXした住所指仰をより -11'(;徹底さ
せる。

o r Ji小の子どものー11Jの児市11Jカードの指導を通して、学校およひ判;会主I==_市におけるJJ;本的行

動隊式や望ましいJlミ活狩聞を身につけさせる。
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o安全指導 ・避難訓練は、年間 11回実施し徹底を図る。

o美化デー ・安全点検臼は年間 11回設け、校舎内外の清掃 ・危険個所を除く。

0生活指導全体会 (年間3回)職員会議 ・土曜職員朝会で生活指導 ・教育相談 ・心身障害見叫L噛 ・

指導について協議 し、 共通理解を図る。

6. 本年度の研究主題

地域学習の白料作りと活用について

7 本校の特色

住宅公団の進出に伴い、 新しい娃築総式により建設された。当時は少ない児童数と!よく静かな校

域の中で理想的教育活動をめざしていた。 しかし児章数の急増により、 8回lζ亘る治改築を行ない織

相は一変したが、校地内lζは手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよう潔境

の整備ができている。児童は身長が高く胸聞が狭いという都市型の体伎のものが多く 、肥満児は品近

減少している。学校では、地域や児童の実態l乙即し、れ1].むをもって日々実践し、成果をあけtている。

本年度は特lζ、心身ともに健全な児童の育成をめざし、望ましい1，);本的行動様式の習慣化 ・定.j'f化

をめざし、指導の徹底を[);(Iるため「みんななかよし、楽しい学校をつくりますJを屯点目標にとり仁

げた。さらにfl現化させるため、学級の日や学校行事では体力っくり ・運動会 ・音楽会 ・演劇教主や

兄弟学級による教育活動を設定した。

各学年では発達段階に応じ、学習意欲を高める指導法の研究を主題lζ校内研修所動lζ力を入れ、|会i

主協力学科を進めていく。

o火曜日lζ'下級の円を設け、児童相互、児電 ・教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指導・例芯あ

る教育活動を実践してし、く 。

o 兄~}学級の(，lill))を通じ、児童の創，Cや発想を大切に、 ミニハイキング ・七夕行事等をi!fiじ、最後ま

でねばり強い活動を推進させる。

o体力調伐を1，);，ζ、児童が自分の目標をもって、品後までねばり強く挑戦する児童を育成する。

8 その他(教職日の研究歴)

いぞ三 研究以 開発委員 道徳助言研 研究生 泌外派泣

1-，山 洋一 郎 J七llif 義 n!J L山洋 一 郎 信 j、 一J寸;';J1t 上 山洋 一 郎

( 42道徳〕 ( 60凶[) ( 42・44) ( 57体育 〕 ( 48ヨーロッバ)

2 
{言犬 清彦 信犬 Nj'彦

( 54体育 ) ( 60アメリカ)
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学校名 日野市立日野第六 小学校

所在地 日野市多摩平 3-2 1 

屯 5舌 0425-81-4686・0366

JI国 路 中央線豊田駅北口下品主車 徒歩 13分
京王パス 小西六 門下車 3分

児童 数 男 280れ ぷ 322名 計 602名
ラAミ

校長氏名 清水七郎 教頭氏名 上田憲

1. iH1j'iの慨要

昭 39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として

設置児il1 1 年~ 3 '.j:: 

7学級 263名

附 40. 4. 1 r-I野第六小'芋校として開校

1 4学級児市数 515名

教職口 217， 

9. 6 プール完成(6コース 25m)

附 42.2.21 校歌の発友会

日日 43. 2.22 児買の体)]づく りの研究発表会

6.19 I将校合(作@教宅 11、職rJ.室、

校長室)完成

11日45. 2.28 犀内体育館完成

3. 16 沼成式准行(午:校、 PT八共催)

lI{j 47. 2.28 正門前向ti袋、Jt丙門取付

3. r児唱の社会附守成の郊J指導」

発ぷ(di研究協)J校)

r )5'えさせる偉業への手だてJ発足

|判佼合3附m築(押通教宅 5、

4. 

1l!l49. 4. 

音来宅、 ii:Pll宅 4) 

5. I判門完成

J 0.26 給食調f11l:告別改築完成

日(j5 O. 3. j 8 4 9年度目i愛鳥モデJレ校lζmA

6.28 lì~J校十周年を祝う会

12.22 *京郎選本竹問委日会より感謝

状を受ける(ノ'k'.f:~)持ホスター

コンクーノレlζ協)Jしたため)

fI{j 52. j. 10 体育frW完成

4. 1 nffr!ift!lが任小学校分離
1l{1 54. 9. Jじ校ヂリド'，:;i，・階段完成

IIlj 56. 1 1. 1 8 六小乙どもまつりの'ノ~biIl.

H{158.1 1.216 出覧会IJfJ似("併1142'.1:以米 16

27 年ぶり )

昭 58. 3. ~ 体育館屋根等の塗装、大プール

ビニーノレ張り、南校舎内装改修

日目59. 7 Jt校舎廊下の張り替え

8. 中庭の舗装及び排水溝の技術

日目 60. 3 小プールのプー Jレサイドモルタ

ル舗装改修

Il日 61. 9. Jt校舎窓枠交換工事完成

12. 校庭南側生垣完成

U{l 6 2. 7. 飼TI小屋の改修

Rrl 63. 3 体育館K体育tifilIと使所を出tg没

lI{i638 体育館の床 ・墜1日改修

1 1. 1 2 第 1[1' 1音楽会 l~i'J く
1. 8. 」七校舎玄関、下駄箱新設

2 歴代校長氏名

氏名 年月~年月

加々美良英 昭 40. 4. 1 ~昭 43. 3.31 

川一川t庁F岸泊一J敬次主郎，，-
昭43.4. 1 ~昭 46. 3.31 

昭 46. 4. 1 ~昭 50. 3.31 

ぽ-υtt的 利-治
昭 50. 4. 1 ~昭 5 3. 3.31 

永久夫 昭 53. 4. 1 ~昭 57. 3.31 

石井ニ t IlR 57 4. 1 ~昭 62. 3.31 

NH< ヒ郎 昭 62. 4. 1~現在

3. 地域の環境

lmr!i開発の先駆けとな った多摩平IJI地と的

かな住吉地以のrll，c{、I直し、近くにコニカ、 75

1J;日機、子百'人、千代田日動'1i~手の工場ーがある。

飛行機の騒汗はあるが教育的関境は比較的よい。

4. 教fJU掠

(1) 学校の教育11t'J' 
本校の教育は法規lζ;J;っき、地域社会の特

性をふまえ、次のような児市:の育成を11ざす。

o身体と心をきたえる子

0 )5'えながら学ぶ下

p
h
d
 口。



oみんなと仲ょくする子

oがんばりぬく子

o進んで働く子

o生きものを大切にするチ

(2) 学校の教育自棋を達成するための越本方針

ア.怯かな心をもち、たくましく体きる児訟をめざす。特に 「身体と心をきたえる子Jr進んで働く

子」 を~点目標l乙掲げ、知. ~}m ・ 休の調和のとれた児I'j'i:の育成を)，t僻にすえ 、 1'1 己教有力を r: :J め

る教育活動の充実をIlZlる。

イ.児精の臼ら学ぶ怠欲を育てるために 、 学~I>Iの双俗的1rJ;本的な内容をIf!:視するとともに 、 似性と能

力をひき出す教育活動の推進をl忍|る。

ウ.只休的な学年 ・学級目棋を設定し、その具体化を目指す。学年 ・学級問の協力体制を強め効率の

r::Jし、教育活動の展開と 、教師の研修 ・研究を批進し、学年 ・学級料常の允実lζ努める。

エ.1 1 ê 命を大切にする児!'i'lの育成をめざし 、 すべての児市.の交流を大切にし 、 相互開W~と協力の機会

を設定して、思いやりの心の育成を削る。

オ.聞かれた学校を目指して、児-ij'i:・教r:lli・父付の交流と 地域のj:IJけいをlヌ|る。

5. 4-:年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、 特月1]活動

ア. 各 教 科

o研究主題 「白から学ぶ子どもをi1てる指導法Jについて追求する。特に体育科を小心に学tl~J桁w.

ltのli}f鐙を図る。

。研究や日 々のf受業を通して体験的学~I>Iや問題解決的学tl~Jを推進する。

o 川市のつまずきをな くし 、 )~fr経 )î~本の学力を允実するため 、 学年を中心にした研究を批准する。

イ.道徳

o心ゆたかで、助けあい、認めあう、人間関係の育成をめざす。

o進んではたらき、最後までがんばる態度の育成をはかる。

o 動刷物を愛護する ζ とを通 して、 ~1モ命の尊厳についての;怠識を育てる。

ウ特別活動

o学級活動の充実を図るため、児ii'i:の|守発的 ・1'1術的活動を似するとともに進んで働く機会を多く

する。

o児明会活動を楽しい学校、規律ある生活をめざす児市今の19烹的な活動の財とし .特lζ委員会活動

学級活動との関連を強める。

0 楽しいクラフ、活動をめざし、児了iH1J互に協力し、JJ)Jけ合う 日主的な活動を大切にする。

(2) その他の活動

O"k.てわり集団を組織し、異年令集団Kなける助け合いや遊びの機会を多くする 。

o児童の創意を大切にし、自発的lζ参加できる行事を企画する。

(3) 生活指導・進路指導

o進んで働く態度とがんばりぬく力をT守てるとともに、基本的な生活習慣の定着をはかる。

o児童の個性を理解し、ひとりひとりの心身の発達に応じた指導をはかる。

o心身に障害のある児童1<:対し、 共通理解をはかり、 学校全体で見守り、育成にあたる。
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6. 本年度の研究課題

今年度J受業研究のテー?を 「臼 ら学ぶ子どもを'tJてる指導法の研究Jと定め、特K.体育科を通し一人

一人の児"ií~の体力向上、技能の ~I>I熟を目ざして研究を進めていく。

K. r聞く乙と」の指導も全校で取組んでし、く 。

7 本校の特色

(1) 多摩平団地の造成iζ伴って新設された団地校である。

(2) 児童は細長型、郎会型の体位をしめし、ねばり強さに欠け、父吋への依頼心が強い。

(3) (~謹者の教 tt的関心は 1::) く 、 保護者会の出席状況はよい。

(t1) 児77t、教職員一体とな って、花壇、自然、林、情操池を作成し、 学校緑化と環境整備に効果をあげ

ている。 都の愛.C~モデノレ校となり野鳥の愛護にも努めている。

(5) チどもが創る学校っくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

8. その仙(教職員の研究歴)

¥Nt内¥訳 liJf i7t 員 .lJ，I.代化委品 文部省中央研修 開発委員

l N;-水 七郎(47・学中対壬営) dt7.l< 七良11(49・教育UJi法) m7.l< 七虫1I(50) 

2 」てU.I:，y，二(62・教Ti課題) 越智 JよL司(53・音 楽)

3 川:14ニm 和千(、|ι2・泊徳)

弓
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学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡 402番地

1屯 ~li 0425-91-0409・0410

11国 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩 5分

児童数 男 182名 女 177名 計 359名

校長氏名 石黒 位 教頭氏名 )j~山 健

1.沿革の概要

明 6 5 

l月11.11 

町j20. 4 

町j26. 4 

明 34. 4 

りj42. 5 

日目 16. 4 

!lR 22. 4 

11027. 5 

11(133. 2 

flH 34. 4 

昭 37.10

!lH 38.11 

昭 40.12

昭 41 3 

昭 44. 2 

9 

昭 45. 4 

昭 46. 2 

4 

nn 48. 5 

1l[l49. 4 

昭 52. 4 

三沢医王寺本堂を仮校舎として

開校、潤徳学舎と称す

三沢 701番地lと移転し、潤徳、

学校と称 し校舎を新築する

校名をj簡j襲鞘寓等小学校と変更

校名を潤徳尋常IJ¥:学校と変更

校名を潤徳、尋常鳶帯l浮校と変更

分学校昭景尋常小学校を廃止し、

落川分校とする

校名を潤徳国民学校と変更

校名を凶材担問恵小学校と変更

創立80周年記念として、白鳥省

吾作詩、信時潔作曲の校歌を作

成する

校名を日明Iill断恵小学校と変更

給食調理室完成

大 ・小フ。ーノレならび)ζ更衣室完成

校名を日野'11m臨恋小学校と変更

( 90周年記念式典挙行、記念事

業として水棲動物園、 inI川模型

完成)

安全教育優良校として部教委及

び部学校保健会より表彰される

現在地に鉄筋コ ンク リート三階

建防音校舎完成、落川分校廃止

屋内体育館落成。

日!frF市立日野第八小学校分離開校

日野市立百以台小学校分離開校

日狩市研究協)J校として 「ρ戸級

指導の計画と実践」の巨題のも

とに研究発表協議会を開催

普通粧主9教主、学校|決I，'FftMrl築
開校百年記念式典平行tU念碑柿

樹完成

日野市立南平小学校分間t開校

nr可J市立.程久保小，'/=校分離開校

昭 55. 9 

昭 56~5 7

nn 58. 2 

校庭整備完了

校舎内の塗装完了

研究発表会(国語)

5 開校110周年記念式典挙行

昭 60. 2 
昭 61. 8 
IIfl 62. 1 

昭 62. 7~8

研究発表会(全学級公胤国芯)

体育館バスケットコーノレ新設

プールのフェンス工半完了

家庭科室、 音楽室改修工~F完成

l沼63. 3 プーJレ・シート防水完成、低|引

主本企ulζ移動 ・新設

IIrI 63.8----'1勺己.3 外壁、放送室、体行frJ.ii'改

修工'j~完成

、1;.元.7~9 体育館補修工事完成

平 元 .7~8 11日本同そのガス ・水辺工手完成

2 歴代校長

代 氏 名 年 月 ~ 年 月

初] 大塚凶向従首相lリ れIJ JJ. 

2 党井諦l路 りJ9. 12~別 1 1. 11

3 和凶作太郎 |リ J ll.l1 ~1り J 15.11 

4 土方EI:久太郎 IljJ 1 5.11~lljJ 17. 2 

5 宮u保五位1I lりJ17. 2~lljJ19.10 

6 小宮太之助 IljJ1910~明 20.10

7 須崎和Jl:抵 IljJ2010~Ij)-J3 1. 3 

8 小宮j綱一郎 明31. 2~明 34. 4 

9 自11)除鈎次郎 lりJ34.4~明 36. 1 

10 佐j除良MiIljJ36. 1~明 42. 4 

11 i'll企 与 一 IljJ42. 4~明 43. 4 

12 ifL木田大火 明43. 5~明 45. 3 

13 小下-1・ I~t 一政1I lリJ45. 4~大 1 2. 3 

14 ヰム 杉JI:;JG 大 12. 4~大 1 3. 3 

15 矢沢 久id大 13.3~大 14. 9 

16 小泉 栄一 大 14 . 10~lln 3. 3 

17 広チ1: 時 11{~ 11日 3. 4~IIH 7. 9 

18 iJí: 花~ JElJ!fj 1I{1 7. 9~1I付 14. 7 

19 鈴木俊JIな IIH14. 7~ 1I{122. 2 

20 亦版元イ手 11付22. 2~1I1127. 9 
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21 塚本 lf /11'127. 10 ~ 11自37.3 

22 尾崎半次郎 H自37. 4 ~ 111:141. 3 

23 Eまみ; 正 /lR 41. 4 ~ 11付43. 3 

24 持品ホ;桂次 IIH 43. .4 ~ IIn 47. 3 

25 >I~.野 」ド男 /I?147. 4 ~IIR 51. 3 

村山 守正

胤沢保雄

篠宮忠男

石総 健

H討51. 4 ~ 1明55.3

1出55. 4 ~II何 6 1. 3 

1問 61.4 ~IIR 62.3 

|用 63. 4 ~ 現在

3 地域の環境

南K多摩丘陵がjiliなり、北は浅川が流れ、東西i乙凹閣が広がり、自然環境には恵まれていたが、最

近急激lζ団地や住宅がふえ、ベッドタウンとしての機相を呈するにいたった。

束西lζ怠る川崎街道の交通量も激増し、交通事故の心配も多くなっている。また、平日は日野高校、

実践女千大学、明足大学、中央大学生の通学lζ、休日には、高幡不動尊、多摩動物公園、多摩テック

等の行裂に日幡不動駅を中心にその乗降客でにぎわっている。

4 教ii'目jill!

敬愛

~I 111 

勤労

。考える jこ

。はたらくチ

。心ゆたかなチ

。位以なチ

学校の教育目標を達成するための基本}j針

人r:no.lfi:の料相1"ζ微し、心身ともに位以で人間t'l，l;~lかな川市の育成をめざすと~Uζ 、 教育自主主達成

のための rrドl~的 lζ 川，w lC取り車iflみ 、 やりぬく fどもを育てる jζ とを指導の市:点として 、 '1:.涯に わ

たる学仰の)，~備を培う教育を批准する 。

① 児す〔の実態に即してJL体的な学年 ・学級目標を設定し、その見現化をめざして学年 ・学級経常

を充実する。

① 教行活動全体を通して、児市が1'1-1:.的 ・11発的IC参加lできるように配慮する。

① 児?[〔が E体的lζ学押するliVJの1守l戊をめざし、般業研究を今国の協力のもとに推進する。

。)i~: ，;I!i.r， 、 Jt!J .bj(との i也似合深め、 教fJ内界のk.克 lζつとめる と ~U乙 、 1mかれた学校をめざす。

5. 1白石iの，r点
(1) 科教科、 泊徳、 特，;ln~1i)J

ア . 科 教 科

① 児，，'(ひとり一人の1Ii，lt'l: 、 能ノJ を ' 1 .:かす乍 jl>H行持法を L火し 、 )，~鎚的)，~4:的な内容の徹底を

1:><1る。

① 地域の 11然や文化を11:.かした休験的学仰をとり人れ、 1'1ら11，きるみを内てる。

① I 'I J:_(J句 ・ ぷ欲的な乍 jl>/態度をfJて 、 IjjlH にわたって学ぶ力の)，~l磁をm う。

イ jub出

① 教 tí出動小{本を i泊して、 '1 :命 ~'j. ， n ・仙を，Uいやる心 ・ )，~.4~的 '1 市総式の)Ë~"I をi]í似した折

j却を批准する。

@;且Nl¥の授'jたの光'kを凶り 、j凸従i的実仇ノ');をfiてる。

(の yt'. ，'j'l ね 111 ・ 児'1'，と教 l倣 L~ と O) { ， j'~iíll比|係を傑め、守l ましい人I/\J I!{I係をtiてる 。

ウー 4，¥，;IJi~ιUJ 

① 引ましい~卜m，~到IJ;を通して、 心身の訓府|のとれたず~i生を似|り 、 例 t'l:を引11 反する。

@ 1 二体的な爪 1~J を.iffiして、~卜)'1 の-0 としての 1'I 'r.tを深め、協ノJ し 7 より l~ ~、ノトJ円ーを雫こ べ

とする 1'1U内・克民的な態度をfiてる 。

Q
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¥2¥ その他の活動

o 学年を越えたたてわりの交流により 、社会性や辿待感を育てる。

② イE仕 ・勤労体験的活動の場を通して、すすんで働き、物事を意欲的にやりぬく態度を培う。

③ 「読み|制かせ」の時聞を設け、豊かな↑14j操を高める。

① 地域の豊かな自然や文化lζ親しませ、自然や文化を大切にする態度を育てる。

⑤ 海外から州国した Y~rj'iを禍かく受け入れ 、 国際理解の教育をすすめる。

131 生活指導 ・進路指導

① 教fJiliと児童、および児京相互の心のふれあいを大切にする。

② 教r:lliと児童との信頼関係および児輩出解にもとづき、児蛍の個々に応じた指導lζ努める。

① 全教職員の共通山併のもとに、基本的生活習慣の定利を図る。

@ 児11i.の他民lζ安全を確保し、危険防止に努める。

⑤ 家庭および地域と の辿携を深め、協力して指導にあたる 。

6. 本年度の研究主題

主体的な学習態度を育てる指導法の研究(休育)

7 本校の特色

創立 1171，ドの歴史と伝統をもっ学校である。潤徳小を旬校とする父母、新しく住居を構えた 父

母、集団住宅K住む父母等がなり 、教育K対する関心や意識が多織である。

0保護t者、地域との連傍を強め、教育力を高め、児童の健全育成Kつとめている。

。一つ一つの教育活動、経営の意義を全職員で共通理解し、教育目標の具現化Kつとめている。

oとくに本年度は、教育目棋の「心ゆたかな子J I健康な子J，ζ厄長をおいた校内研究及び生

活指導を批准し、教育目標の具引化lζつとめる。

8. その他(教職員の研究歴)

研 究 生 | 教育 研究 員

石黒健(50体育) I影山位 (47r.[数)
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学 校 名 日野市立平山小学校

所 在 地 日!釘'市平山 4-8 -6 

屯 5古 0425-91-4123・0512

11国 路 京王線平山城上tl:公園下車 徒歩 7分

見1 奄数 男 258:7， !J;， 248仇 計ー 506名

校長氏名 |付 Joも !ぷ 教頭氏名 上方邦男

1. ith~の厩要

明 6. 5 

明 17

宗印寺を仮校合と して開校(点

心学舎といい修業年限は8カ年)

平山 598孫地に新築移転

校名を平山尋常小学校と改める。

H付63

、 I ~ 兄.

び扉改修工事本館外壁全面塗

装工事

体行館E量級塗装工事、 保世~室校庭

出入口増誌と仁.;_J_~

附川改修、フェンスのll)ll化

明 35. 5 校名を平山吋常高等小学校と改

める。

2 歴代校長

明 41 尋常科を 6カ年、高等科を 2力

。年とする。

昭 16. 4 国民学校令の胞行lζより七生村

立平山国民学校と改める。

昭 22. 4 新学校教育制度の実施により じ

生村立平山小学校と改める。

日目32. 2 日野町、 七，t村合併により日野

町立平IlJ小'下校と改める。

日目 38.11 市制施行lとより日野市立平山小

学校と改める。

nn 42. 5 'lZ-UI 4 -8 -6 ，ζ移転する。

日目 46. 3 沌合小の新設lζ伴なう学区変更、

'JLI LJ小学校は浅川の|判似IJの地区

となる。

nn 53. 4 明 LJ台小の折&'Lf'l~なう学区変更、

手叫闘と五乙日ttJ也区を分離する。

1I!1 57. 8 校介窓、 hI1:、体1守船内部補修

11(1 58. 5 開校 110同年祝賀式典準行

8 材 irfl'I"ilUI脇村槻1版剖凶l佐取持

1111 59. 1 本館Jヒ非常川階段設問

11 体育館外唯改修

un 60. 3 第て~J .fft lネ|移転校庭拡幅

8 教宅廊下側窓改修

IIfl61. 7 iF門改修

附 62. 1 校庭幣地

ノド釘!~七 111 1)窓アルミサ 7 ・ン K改修

工恨み;釘'!~)j火シャッタ- ;1>'よ
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代

初

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

氏 名 年 月 ~年 月

梨 義 伯 明 6.5 ~ 明 1 2. 1 

大 沢 教之助 明12.1 ~ 明 20. 3 

石井芳 丸 明20.4 ~ 明 30. 5 

吉永信 丸 明30.6 ~ 明 35. 5 

小 宮 嫡一郎 明35.6 ~ 明 45 . 3 

占屋 陣 司 明45.4 ~大 2. 5 

勝又尻-太郎 大 2.5 ~大 4 . 5 

、ド 杉蔵 大 4.6 ~ 大 9. 3 

上田富弥 大 9.4 ~ 大 1 5. 3 

杉山喜知太郎 大 15.4 ~ 昭 6. 3 

石 川 雄 丸 昭 6.4 ~ 昭 1 1. 2 

烏羽照司 昭 11.2 ~ 昭 1 3. 3 

石 谷合 太郎 昭 13.4 ~ 昭 2 1. 3 

飯塚節 三 昭 21.3 ~ 昭 22. 3 

田宮五郎{J衛門 昭22.4 ~ 昭 28 . 3 

森久保惣治 昭 28.4 ~ 昭 3 4. 3 

市橋本義 昭34.4 ~ 昭 37. 3 

々 美 良 英 昭 37.4 ~ 昭 4 0.3

後藤正太 昭40.4 ~昭 42. 3 

安 f!'l利治 昭 42.4 ~ 昭 4 7.3

小 ~!f ーも 昭47.4 ~ 昭 5 1 . 3 

深沢山. 人 昭 51.4 ~ 昭 55. 3 

林 元美 昭 55.4 ~ 昭 58. 3 

fJt ii桑守1J E 日目 58.4 ~ 昭 61.3 

i連池 守 一 昭61.4 ~、|え 2. 3 

内 I(主 J，jJ: 、ド 2.4 - l>~イE



3. 地域の環境

(1) 浅川と多摩丘陵K挟主れ、 西は八王子市K接する平地、田んぼ、畑等の農地もいくらか残り

自然K恵主れた環境である。

(2) 近年は、団地、 都営住宅、造成地住宅が建造され、学校周辺は農地の区画整理もすすみ、道

路や橋 も拡張され市街化されつつあ り、他地域からの転住者が多い。

4. 教育自傑

(1/ 学校の教育目様

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法に基づき 、特に人間尊重の布仲11を法制lζ知 ・徳 ・休の調和のと

れた人間性豊かな児訟の育成をめざして、次の教育目肢を設定する。

。すすんで学び やりぬく子

(自ら学ぶ意欲をもち、失敗や障害を乗り越えて主体的に生きるブ1)) 

o思いやりを もち 助け合うチ

(向らをみつめ、他を思いやる心と向然や物、人を大切にする態度)

。からだをきたえ 元気な子

(1'1他の健康 ・安全lζ努め、すすんでからだを鍛え、たくましく生きる力)

なお本年度は 「すすんで学び やりぬく子」の育成を重点とする。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

児童一人ひとタが、個性 .能力を発揮し、自己の目標K向かつて主体的K行動する意欲と、

品後まで粘り強くやり抜く実践的左態度を育てるための教育課程の編成と実践K努める。

。強い意志と丈夫な体力づくりをめざし、児童が白ら日あてをもって、継続的K取り組める指

導法の工夫と環境整備K努める。

。自ら進んで学習する態度を益い、各教科等Vてなける基礎的 .基本的内容を確実Vζ身Kつけさ

せるためK、教材研究を深める学年会を重視する。

。集団の一員としての自覚を高め、児童の自主的 .実践的態度を身KつけさせるためK特別活

動や、その他の体験活動を充実し、変化K富んだ魅力ある学級、学校づくりをめざす。

。教育活動全体を通して、自然、や人との触れ合いを深め、人権尊重の教育と 、思いやりのある

心の教育の充実を期してい〈。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科・道徳 ・特別活動

ア各教科

。児童一人一人の基礎学力の定着をめざし発達段階 ・{聞に応じた指導法の研究K努めるo

。児童自らが考え、課題K向か うて努力 していく主体的学習の開発κ努め、思考力と探求的

態度を育てる。

。指導内容の精選を図 D 、 系統化と組織化tてよ b 、 決し<~:かな授業の創造K努める。

イ 道 徳

。教育活動全体を通して、思いやbと自己抑制力をもった、心の教育VL努める。

。社会の一員としての役割を自覚し、相互K認め合い、協力しあってい〈実践的態度を身K

つけさせる。

。基本的行動様式の定着化と、社会生活規範の確立K努める。

ク 特別活動

。児童の実態、学年の発達K応じた指導を適切K行い、楽しい学校づく りを目さ.す。

。児童の主体性 ・創意性を生かした委員会活動、クラブ活動を泊して自主的、笑践的態度を

育てる。

。教(:lliとリ己主、川市制|互の触れ令いを広め、 121かな人I/'，JI長|係を創り山す活動を工夫していく 。
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(2) その他の活動

。児童が主体的 ・創造的K取り組む集会活動を活発化し、学校生活K変化と潤いを持たせる。

。学級の時間を設定 し、教師と児童、児童相互の触れ合いを通して、人間関係を深めるo

。地域の特性を生かした勤労体験学習の機会と場が持てる よう V亡する。

(3) 生活指導・進路指導

。自己を確立し、社会 ・集団の一員として、希望を持って、明る〈強〈生き る力を、身につけさ

せる。

。地域、学校での生活のあり方を(I ら考え 、)，~本的行動様式と 、 社会生活 0)規範を守 っ た行動がと

れるようにする。

。日常の行動の中で、正し〈判断し、行動できる子ども 、友達を大切Vてする子どもを育てる。

。生命尊重.人間尊重の精神を基本とした、安全教育K努める。

6. 本年度の研究主題

ひとりひとりが'1:き生きと進んで学ぶ力を育てる指呼法

7 本佼の特色

(1) 本校は開校 110余年の歴史と伝統をもっ学校である。児童の中Kは曽祖父母、祖父母、父母

と4山代十てわたって在校した者もある。学校周辺の開発が進み新し〈居住する者も多い。 したが

って地域からは多僚な要望が多〈 、また、 WJ待も大きい。との中で古き良きものを大切Kし、新

しさを求め、iミい校風をつ〈るとと K励んでいる。

(2) 児童は素直であるが、やや主体的な活動力を欠き 、ねばり強さが少ない。「最後をでやりぬく

子」を、教育目傑K定め教育をすすめている。

(め 校内Vては、 130刑余 りの広い花出がある。とれを最大限K生かし、情操豊か念児童の育成K努

めている。

8. その他(教職員の研究歴)

ヤ41: 研究生 研究員 中央 (i)f 海外派遣

内 除 jぷ 49 内 li義 !ぷ 45内政 M~ 56 内!燦 Mi 58 
(体行) (体行)

2 ))11 1I除柄11~ 57 
(f'H科)

3 i{主 続江 59
(11~"! i) 
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学校名

所在地

電話

順路

児Tft数

日野市立日野第八小学校

日野市三沢 200

0425-91-2411・2412

京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

男 280名女 303名 計583名

校長氏名 草 苅 和 志 教頭氏名 江口耕一

1. i件前の概要

|明44. 1. 2 開設が決定工:rp:，ζ若手

4. 1 八小関係の教員並びに児~iJ:を分

離し、授業を I~I~始

8.16 日野第八小学校開校

校長金子武夫教頭長井新

次郎着任

教諭 16名事務主事 1名が布Ii

せられる

9. 1 4 1 5名の児Ii'l:lc転入学通知が

出されたが、校舎未完成のため

そのまま潤徳小で侵業を行う

11. 1 開校式を挙行 開校記念日と決

定

11.25 校舎落成祝賀式挙行

昭 45. J. 15 公募により校章決定

4. 1 1 4学級となり、プレハブ 2教

室増築

7.15 校旗ができる

7.16 25m6コースのプーノレが完成

し、プーノレ聞きを行う

9. 7 校歌完成作詩米津千之、作

出l 渡辺浦人

昭 46. 4. 1 1 5学級 プレハフ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実

施する

9.15 体育館工事着工

昭 47. 2.15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プレハブ 2教室増築

プレハブ5教室使用

6.20 丙武百r;'(同地入間のため250名

の児軍事玉人

昭 48.3. 本校舎 8教室の明築完了

昭 48. 5. 校地前程久保川の工事完了

昭 49.3. 1 校門が完成

4. 1 学級増のため、プレハブ 5教室

を使用

8.15 プレハフ 2教室が増設され、凶

書室、教材室として使用

9.10 却水道に切替え

昭 50.1.20 校地拡張 西門整備完了

2.20 第 3期増築完了普通教室6、

教材室 2、非常階段、更衣室、

自転車置場、危険物貯蔵庫、投

てき板

7.15 プール市水切替工事完了

10.25 体育館床塗替え

12.20 砂防 (10x8m)完成

昭 52. 4.16 プレハブ教室、調理室改修工事

完了

昭 53.4.15 プレハブ2階建工事完了

教室8、図書室、音楽室として

使用

昭 54. 3.31 プレハフ 2階建 2教室増築工

事完了

11. 1 7 開校イ周年記念式典

昭 55. 3.31 三沢台小学校を分離

プレハフ全教室を撤去

昭 57.9.10 運動場全面改修完了

昭 59. 8.31 防球フェンス (5x90m)完成

凶害室(2教室打抜き)完成

昭 60. 9.26 花!fI防球フェンス(5X35m)完成

花担増設(5X1.5m，3ケ所)

プール更衣室通路舗装

昭 61. 3.24 体育館屋般塗装 ・雨どい仁事完了

8.27 体育館照明設備新設
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昭 62.1. 31 プー Jレ機械室改装

平元.8.31 西校舎屋上改修

2 歴代校長

氏 名 年月~年月

金子武夫 昭 44.8 ~ 48.3 

岡本省吾 昭 48.4~5 3. 3

古谷洋太 昭 53.4 ~ 58.3 

佐谷義一 昭58.4 ~ 63.3 

草苅 和志 昭 63.4 ~現在

3. 地域の環境

平元.11.25 filj立 20周年記念式典

学校は、京王線高幡不動駅と百草園駅の中聞に位置している。学区は東西lζ細長く 、学校まで徒歩

で 40分位要する児童もいる。周辺は、開発途上lζあり、回をつぶして位完 ・商庖が建設され、都市化

が著しし、。通学路の殆んどは、 11:1農道のため細長く曲がりくねっていて危険な所もある。

4 教育田原

(1) 学校の教育目標

個性が豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざして、次のような子どもを育成する。

ア.健康でたくましい子

イ.深く考えやりぬく子

ウ.美Lい盟かな心の子

エ.力をあわせはげみあう子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本ゐ針

ア.教師と児童、児童相互の人間関係を深め、互いに尊重し合う教育を推進する。

イ.全教育活動を通して、強い心やたくましい体力を養うように努める。

ウ.日々の授業の充実を凶るために、学年会や教科部会など組織を生かした教育の実践に努める。

エ.家庭 ・地域との迎携を深め、地域の実態にそくした教育活動を工夫するように努める。

オ.帰国子女の教育について方策を練り、子女の適応、指導を進めると共lζ、児童の国際理解を深め

る。

カ.いじめの問題が起乙らないように、ひとりひとりの心を大切にし、児章理解に基づいた学級経

営の実現lζ努める。

5. 本年度の指導の重点、

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o 教材を粕l1!し、基礎的基本的引mが身につ く よ うに桁導法の I ~火を阿る。

o学問課題をつかみ、課題追求の)J法を r犬し、調べたり結.wをまとめたり、考えを深めたりす

る学何方法を身につけさせ、学ぶトヰびを女I1らせ、学ぶ意欲を高めさせる。

イ.道徳、

o人として生きるための法本的行動織式を身につけさせ、在しい判断よJ、実践プJを高めさせる。

o自然を愛し、学校、郷七を愛する心をiiてる。
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ウ.特別活動

o生きる喜びを味わわせるために、指導計画の見直しを常に行い、児童の創意工夫を生かせるよ

うにする。

o児童を学級会活動やクラブ活動等に積極的に参加させ、自主性、自発性を育てると共に望まし

い集団の育成を図る。

(2) その他の活動

o異年齢集団による諸活動で連待感、立任感を育てる。

o特別活動との関連を密lζ し、練習、結果、交流の場を設け、所属感、充実感、成就感を持たせ

る。

o帰国子女の教育について、講師や担任が連携すると共に、国際理解のための行事を工夫する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.正しい乙とばづかい、 人との接し方を身lζつけ、物を大切にする心を育てるため、次の事項を

屯点指導する。

o積極的にあいさつをする。

o友だち間の乙とばづ‘かいの乱れを直し、話をきちんとする。

o務理整頓、持ち物lζ記名をする。

イ.全教了守A活iP))を通し、個性を伸ばすように努める。また、勤労意欲を高める指導内容を工夫する。

6 本年度の研究主題

「児屯の主体性を高める指導法の研究」一 算数の;;Ci';i:組 ・作間学習の指導を通して

7. 本校の特色

① 「きれいな学校J i明るいあいさ つJ i正しい乙とば」が、本校の努力目標である。そ乙で、広

い.b:':I沫での教育環境づくりに力を入れている。

② 教師手づく りの各種遊具を使用しての体育活動や遊びを通して、子どもの体力っくりや創造性を

frpばしている。

① 4・5・6年の男女児童の特別サッカークラブ貝が、早朝と放課後、教師の指導のもと練習に励

んでいる。サッカー技術の向上、体力づくり、健全育成の面で効梨をあげている。

① 昭和60年5月l乙東京都帰国子女教育推進校に指定された。主として中国引揚げ子女の適応指導と

日本語習得指導を行っている。 平成元年4月現在、 5名の子女が在籍している。

8 その他(教職員の研究歴)

よぐを 研 qプ~ 員 開発 委員

草苅和志(49・国) 宇野手I斐子(元 ・道)

2 江口 耕一 (53・特活 )

3 上野森良(49・国)

4 石岡房子(63・国 )

5 小禅和子(元 ・保)
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予十交 千う

1川イ1: .t也

'l!. 
，i，r.. 

Il~i s 

1ノ，1(.
'1¥ ~~ 

校長氏名 草 刈 喜一

1. 沿革の紙製

1111 44. 8. 2 校合新築起工

12. 1 日野市立制徳小学校百爪台分

校として潤徳小学校内で筏業

開始

1113 45. 4. 1 日野市立百以台小学校として

新校伶lζ移転開校する 学級

数 8、児指数 118名、教職員

161"，、iIi職日 3;y， 

6. 1 BI~校式本行、 6 月 l 口 を開校

，U念 Ilとする

IIH 46. 3. 8 校版、校;秋発点会を聞き 、 3

月8I1をfljlJ定記念日とする

4.30 校令」ヒm'Jの鹿，'r.工・jりと f
7. 31 プールエーF完 f、大プール、

小プー Jレ、 シャ ワ一、.'>t~矢宅

機械主峻J~

lI{j 47. 2. 12 剥!'U't火入れ式、調I'I !lJ I~始

6. 17 体行宮内完成

'~i 48. 9. 26 校作新築 • .L 'J (lJfJ始

1111 4 9. 3. 3 1 .WI築 7教E相変[

11付51. 3.20 WI築校伶完成 作通教":0.9、

以11:":0. 1 

'~i 54. 5. 31 開校lO}.'.j年記念式本行 ，心念

一五、タイムカプセル作成

10. 31 校l必同im'Jの附段 uζII':IIIJ治l戊

lI{i 4. 1 学区域変叫により、仰が打:I'J1 

i也が本校'γ医lζ制111入される

lI{j 5 8. 8. 6 }i{ 1'.フェ ンス収併記了

IIIJ 58. 9. 7 校l必改修仁 'JI山f
lI{j 61. 4. 3 小プーJレ底改修じ'j(J己f

IIlj 62. 3. 19 校出 ，)~ I "J改修 1 '. 'Ji五f

IIlj 63. 2. 8 _.t.:絞イ片付'~ I(， i外 I:，~{，陛 1'1 1.& び冷淡

lI{j 63. 6.25 A V 1;[ ，没 ii'U~ ・ JI J己f

日野市立百草台小学校

11 ~Í' di (1，';(999 

0，125一引 一0997・099討

j;l~ E紛ld.Ji申請ィ、1'))駅よ り(1，'，'1: 1、tlJlll 1 1ーさノ〈スにて

l' 11';(センタート'I( 徒歩 5分

男 271;?c'，女 272名計543名

教頭氏名 鈴本; 利恵子

9. 10 外壁塗装工事完了(本校舎北面)

平 1. 2. 21 プール管型椋外壁修到!塗装完了

1. 10. 3 体育館、補修、改修工事完了

(床而、外壁皇室装合)

2. 3.10 新校舎漏水配管修理完了

2 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

間水省吾 4 5. 4， 1 ~ 4 8. 3. 3 1 

村田 安正 48. 4 1 ~ 51. 3.31 

問中 J手男 5 1. 4. 1 ~ 5 5. 3. 3 1 

竹内 ，-，治 5 5. 4， 1 ~ 5 8. 3. 3 1 

志賀刺治 58. 4 1 ~ 59. 9. 8 

村松徹二 59. 10 1 ~ 63. 3.31 

l.'()(IJ 喜一 63. 4. 1 ~現在

3 地域の邸境

日Tfiliの南_W:v，j";にあって、多摩丘陵に造成

された、 l守1，ti.問l也と悔が丘団地とが主な学

域である。

団地の内外ともに起伏が多く 、まわりには

材班かな、1'1かかで変化に官んだわi台がある。

|以下には、浅川がゆっくり と流れ、 その向

うには [1 町市外 lζ続いて立川まで-~tする ζ

とができる。近く には多摩動物公悶や円以同

等があり 、 fJ1111: 11には占j;J1，'!fをさけたリクレー

ションの人々でにぎあう。

1'1然にいだかれたよい環境といえよう 。

4 教fJf 1 ，f;~l 

(1) 学校の教fi1-1 +:~'l 

iι法、教ri)，~_.t.:法のM相111ζJ，~ づき 、 I.;..~ ，y， 

の実態をふまえ、乙れからのト|三ヰ F
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TFを育てるために、目標として下記の 4つの教育目襟を設定した。

。元気な子ども o考える子ども

。働く子ども o JJ)Jけ合う子ども

(2) 学校の教育目標を津成するための基本方針

教育目標を総合的に達成するために自らよく考え行動できる児訴を育成する ζ とを長重点とし制誌

を生かした教育活動の充実をはかる。

o U礎的 ・基本的内容を身につけ日々の授業を大切にし、児E主自ら学ぶ力を主主える楽しい綬業の

創造をはかる。

。 児訴の心と休の位版づくりを全教育活動をiiTIして組織的・計画的lζ桁導し、児了れ臼らが世J!肢の

保持増進や体力の向上を凶る能力や態度を1Iてる。

。 児1'ii-人ひとりの持つ個性、創造性をのばすととも IC互いに励まし協力する態度を台てる。

。 児7itの豊かな心的を育てる上IC大切な環境の美化と4整備をはかる。

。 家庭や地域との連携をいっそう深め地域社会の一員としての資質を育てるととに協力を求める。

5. 指導のifi:.'.'，く

(1) 外教科、道1忠、特別前回j

ア.件数 料

j'(. ，'j'i: 1' 1 らがな欲的に と り くむ学~I~ をめざして

OIiIJなある発I::Jや沫起の提示をはかる。

0 体験や行動をとり入れた学íl~ を人;切にしていく。

o教材や教共のi活動をはかる。

o教職11の協))による佼業研究をすすめる。

イ.道徳

i且f.'.1.¥の時II¥Jだけでなく、学校生前令体の中から IUJiWをはりおこし、ひとりひとりの rども

の心情にはたらきかけ、実践化につながる指導をすすめる。

ウ. t.'j' })IJ i舌動

o ~，己 ・立のおIJ )j-:や発想、を人切にし、 Y出í1が白畑I~Jに参加する'-;::-'1'-の行事を拙帳 (I~J にゴÊ: 111il批准す る 。

0山市会役i.1を中心とし、児7E総合、代表委11全、中組合、名手重委H会などfUJiに.iH作協力

し介わせることによって、指導効果を 1"1める。

(2) その他の活動

。学校裁量の時閣の活用をはかり 、学年、学級問他の協力体制を密にした休験的活動をすすめ、

児15.の学校生活にうるおいと充実をもたせる。

0多目的教室の計iIlW的活用を過して児U!:-人ひとりに12かな心的を有てる。

(3) 生活指導・進路指導

0'学‘予戸川t校交全f体本を 1辿並して集l付同寸吋l'什午|主:i前汚のきま リをι身「につけさせ、秩!汁仔[:あ る安う全そなノ斗午l主:i活百とI陥協9μ1)力Jの心をf行1てる。

O こ手長

ネ初神4中1を養 う。

。基本的牧市習↑rtを身につけさせ、より良い社会人となることをめざす。

0指導を一過性のものとせず、評価と見届けを大切にし、 l戊就!必、満足!訟をl味わわせるととも

に、定着化をはかる。

0児童の自主的・自発的活動を通して個性盟かな人間とし ての成長はかる。
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6. 本年度の研究課題

「考えるカを育'てる指導法の研究」

一一ー 教科指導を通して

7.本校の判色

.{E";と児rIlのおよそ85パーセン トが、 H:'七公|寸1(，，'t'LI，tl地から泊中する 児童であ り、いわゆる 卜)"1地

学校である 。 そのため泌学路は按Wi され、 咋 1"1の遊~j且がjJf! :: ;::Jlij.とな り、安全性は似めて尚 L 、が、

学区域は狭L、。変化をボめ Lのにお日に無限の魅力を!ぷじているのが本校児tRの'k態である。

1キ色ある E'4~
01中よし述Jt.

1-6年の児罰、2学年ずつを組み合わせ異年令集団を母体lζ、それぞれ徒歩で高尾山登山をする。

o 毎週..t;:1~f!. Rを児話集会とし、勤労体験的内特(1立と り集会、石ひろい集会他)も加味した児童主体

の活動をする。

8 その他(教職員研究陛)

じdT 研究[l

!，'L )(IJ 高一 (51.給食)

2 鈴本不IJ忠、チ(59.凶語)

←一一一
3 玉 il・dl t )1山 手 (61給食)
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二r: 校 千ノt

1り}イ1: 1也

7五 ，iri 

JI~i 路

ノlf」l 抗数

校長氏名 干i 泉微t!li

仁川，11":相¥1:波

II!{↓1. 12.26 数地It誌人(似科、第11'1、..{:校)

1I!{46. 3.:31 IH校合 (A快)完成。プレハフ'

校合{反，;>t1J史川

1. 1 11 !H d i ，'r.i屯イト小7・f主IIfH主

20学級制1&.教職i.i27 1. 

d i~~Hi 6 ?" 

ι1. () 第 11111人'下式 ・始業式

.1. 30 j主動場体育11iJ:"よ胞iztのぷIa'，:

S. 30 ~t校合( B十点)完成

li. 1 1品l校記念 IJ

6. 5 .Jt~mJ答、水飲場、ll.i先ILYJ己 1&

(j.30 給食本竣 L

7.20 プール竣」ー

10. I 校嵯鉄側竣.L イi:)tI.i也完成

12. I 校立、校:f7.:!f;IJ定

1I!{47. 1.21 エルサドパ ドル Jj~教1ιf J..J次長:tJL

察

2.20 体育館・校内j凪路'iじIJ比

2.25 {i}I&ェに

:3. 25 ~11 JI，J学長式(学$'1ー7H?") 

1I!{50. 2.18 1本)Jf~ ， リ(iJ f究 ~U;(_

L 一校嵯Mm250本

1I!{:iI. 8. 動物|者|完!ぷ

:3. J也が lí 小分:~IF (児市201名)

.1. 校嵯|人lに..;::市保fJ所完成

(i. ブール補修 1:'jc 
Ut{53. 9.26 校庭全 1 (li~i宅 flUIρヒ f

11. 州 ノ)'ç _ L'l~・ j些臣f~ぷ f，iW;c; )' 

1I!{58. R. 11'出品Ii装111ノド1:ネプじf

1I!{59. 8.30 給食主タイル・笠修t11!.'ぷ f

日野市立滝合小学校

H ~f dii1ljτ1<1112 -3一 1

0425-83-5172・5173

京 I:*JJ(，" 111城祉公 '~I ドリ z 徒歩10分

男 362名 女372名計 734名 (4月 7日射在)

教lifi氏名 片 岡 千詩子

IIR 61 5. 6 体 育館内工事完了

UR 62. 1. 29 プール ‘ンー トI¥!j水方11工工・J(完了

l沼62. 2. 6 シューテ ィングボート エサi完了

昭 62. 8.31 A棟外装工事完了

Ug 63. 8.31 B棟外装工事完了 、校庭樹D(IJ

フェンス移設工 中 完 了

平 元 8.31 給食家ダム、ウエータ工事完了

2.片';!'(¥;:校長

1¥: 1. )J _il' JJ 

山幸 i手 I，j~ ì大 !!Ií 1I!{46. 4 - 50. 3 

鈴木英犬 1I!{50. 4 - 53.九

悔川 /io乙 1I!{53. 4 - 56. 3 

鈴木敏 !!Ii 1I!{56. 4 - 59. 3 

聖f 11 II!{ H行59.4 - 62. 3 

イi J足首~l [!Ii 1It{62. 4 - iJUI: 

3. j也J!，j( の ~i:t}l
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本校は、 11~f' diのl判1'4にあ って、校妊のI*iに

i主}IIがiITUl、そのlulこうにtょの多f筆Ji:p立があtく。

周聞に田畑が多く、屋敷森等も成る回国 の 中

にいーほ している 。小，Uのさえずりも|出か才k冬に

は浅川I，'，.J辺に数多くのわた リ九がみられる 。

しかし、 7・校J，'，.J辺には数多くの1t'七が主主ちつ

つあ り 、 山 î'j'l~~は~ < 、 1 I!l'f diの"?f交の"，でも

守;といわれるほどにな っている。7・|メJ.diは、

"1 央線の l~ilJ !lJ まで広がってお り 、 通学H寺問

で30分ぐらいのP己主 もいる 。

近年 、 ..;::校 Ijíj の J立~を通過す る i'I !1!!J1liが明え

交通 'JHilcの危険は別人;しつつある 。



4 教育目i際

本校の教育は、日本国憲法、 教育法本法、学校教育法lζ基づき、東京都教育委員会のU;.{.:)J針Uノ

人間尊重の精神を基調とし、日野市教育委員会の生派教育をふまえ、地域の特性や児童の実態を考

え、下記の目標をめざして行う。

ア 世tt康でたくましい子ども(休と心の俄成)

イ 勉強lζ努力する子ども(本気で収り組み、収気よく努力)

ウ.進んで協力し笑行する子ども(心のふれ合いと友'h'jの育成)

エ.生きものを大切にする子ども(思いやりと信頼)

・学校の教育目棋を達成するための越本方針

学習指導要低iの改訂をひかえ、低学年における教科の編成の改善や各教科等の改善方針をたてな

がら、ゆとりある俊業や指導の充実に努める。

ア..1&本的生活習慣 ・自主的生活態度についての教職員の共通理解を広げ、相互指導体制により

VGi位の指導にあたる。

イー教育目標を口常の術導lζ生かしていくために、学年 ・学級の実態、児童の発達段階に即した

具体的自棋を設定し、日々の実践活動を進める。

ウ 学習指導に際しては 、 児童の学習意欲を両める指導法を研究する。児童 lζ学習志~題をつかませ、

その課題解決指導にあた っては、ひとりひとりを生かす侵業の発問等を工夫していく。

エ.個々の教師の特性を生かし協力的で削意ある活動を充実し、学年 ・学級経営を推進する。

オ. 1由岐の意見や保護者の要望を生かすとともに、学校教育について正しい現併を得るように絶えず

努める。

5. 指導のR点

(1) 各教科、泊徳、特}JIJi(i1VJ 

ア . 科 教 科

1)児慌の実態』ζ凶Iし、計|山lを僚にした指名iを進め、各教科の目標をふまえて、主主本的 ・越縫

的・FlJiを/l{1i実lζ身につけさせる。

2) 児市:一人ひとりの能力や似性を大切にし、学内グループを取り入れ、それを生かした術導

の実.1:.1¥をめざす。

3) 学習折活I袋飢の改訂により、移行tlflitの内界を儲かめ、児T行~I1Wf，を通してゆきとどいた授業を
，ー .nつ。

イ.辺徳

1)争校教fî全体をi泊して指導を行う ζ とを)J~ 'C し、泊徳のH与聞は実践カとしての自分を見つめる

ζ とを1[(視してし、 く。

2) 人間i.~. îfi:の精神に)t-I;づき 、 思いやり のある心とれらを厳しく律する強い;立志と態度を育成する 。

ウ.特別活動

1 )児立'j'の1'1主性 ・制造性を両め、l'号発にさせ、ひとりひとりの梢似性を重視して、感動と喜びの

ある児ZI市戸illJJを行う。

2)学級!tIJIの-11としての11党を山め、1'1主性、社会性を縫い、例性のや1I長を凶る学級所副Jを止i
K充実してし、く。

3)学校、学年、'下級のjj!，:，}!必を'::Jめるために実}j在計Ilhjを作成し、協力し合いながら、実抗してい

(2) その他の市助

1) íìiJ怠ある教 fTi，~ 必Jを光'ださせるため、学五| ・ 乍級で体験学 11>mを計 Ilhj し 、 f 1 f:~'l 述 IJ立に貯めるc

2) -t! 11会所助、クラブ所助や集会的illJJを実施し、学校小柄のいっそうのヂCkをばかり 、判りIJ指

導 ・保位指砲と の辿悦を1訟にしてし、〈 。

3) ，下校の教m官邸の将官10 ・ *化を Æi'i州 fド~ IC.dLめながら、11)J'1j'ω*I'JNIをj毛う 。
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円指導 ・進路指導

い jl~本的な生活行動桜式や規律ある生活態度の充実をはかりながら 、 家庭と密接な連絡をとっ
ていく。

2) 自他の長所や短所を見つけ出し、お互いに認め合いながらよりいっそう個性を伸ばそうとす

る意欲を高める。

6. 本年度の研究主題

児童の学習意欲を高める指導法の研究

本年度は表現 ・体験の 2分科会を設け分科会内での実践研究を行う。その上に立って分科会相互の

有機的なつながりを保ちつつ、全体で研究協議し、謀題を探究的に追究していくための授業研究(全

体会)の充実を凶る。

7. 本校の特色

校地面積20458m'という恵主れた校地の中K一周 200mのト ラy ク、パスク ッ卜コー ト二菌、

二の字形Kならんだ佼舎、周辺部に動物園、花だん、プーノレ、体育館があ b、なちついた空間を

1'1"っている。

校庭lζfl'られた、児童 ・職員の労作による古材利用の遊具、 滝合峠 ・ピョンピョン丸太 ・

世界一胤や、固定施設(砂場 ・遊び山 ・シーソー ・ジャングノレジム ・すべり台 ・ブランコ ・

鐙り棒 ・五悌 ・鉄俸 ・回転シーソー ・タイヤ群すもう土働は、本校を象徴するものであり、

児1(1:・の体力向上に役立っている。

児童は全般的K素朴 ・純情 ・素直左どの美点を持ち、活発K行動する元気;1子が多い。父母の

学校教育への理解は深〈 、きわめて協力的である。学校行事Kは、積極的K取り組み、大いK内

界を盛り上げている。交通安全指導KはPTAと協力して主体的に計凶実施するなど、学校と

家庭とのi1携の協力の実を上げている。

。 たてわり班での全校遠足

。 児ZE会主催、学区オリエンテーリング o児童会実行委員会の活躍による迩励会

。 児話会の意見を生かしたクラブ活動

8 その他

市崎空 研究員 開発 員 道 徳 助 言 研

有泉徴良11(54国語)

2 片岡千蒔子 (57給食) 片岡千~:，;; -[- ( 54 -5 5 ) 

3 石川 成子 (52家庭)

4 林 fuニ (57体育) 林 包ニ (63体)

5 佐藤青r'~t (平 2社会)
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~ (: 校 7'， 

jり「イf: j也

I-l!. Ii11・

)I~î lIi干

ノ"しf '、、l' ~~ 

校長氏名 小 JH "，"( A 

1 沿革の概要

昭 46. 8. 7 校舎新築工事起工

昭 47， 3.10 日野市立高幡台小学校として開

校

鉄筋三階建校舎 普通教室 12、

特別教室 4、特別室 9、学級数

12、児童 402名、教職員 18

名、市i隊員 2名

5.27 高幡台小学校PTA設立総会

6，24 開校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プーノレ完成、プーノレ聞き挙行

昭 48.224 校旗、校歌制定

324 第 1回卒業式

卒業生 1学級 33名

10. 6 体育館落成式

昭 49.325 第 2巨|卒業式

卒業生 2学級 46名

4. 1 第一比IJWI築工事完成

普通教室 9、図，1}:室 1、l隊員室

改造工事

昭 5O. 3.25 第 3回卒業式

卒業生 2学級 55名

昭 51. 325 第 4副卒業式

卒業生 2学級 63名

昭 52. 3.25 第 5同卒業式

2手業生 3学級 97名

昭 53. 325 第 6阿卒業式

卒業中 3学級 781?，
4. 1 第二期工'Jヰ完成

普通教室 9 、 特)JIJ教~3

昭 54. 3.24 m 7川市業式

卒業生 3学級 98名

日野市立高幡台小学校

11肝 di科久保550

0425-91-7011・7012

Jh; 正f$R， '::i r，時不通J) !!j)~ よ り向車卜tl j也行 きパスにて

5分 j' .. 'J申請台I:tli也卜"ji.

男240名 女 226名計 466名

枚以氏名 渡過健一

昭 55. 3.25 第 8回卒業式

卒業生 3学級 108名

sH 56. 3.25 第 9凶卒業式

卒業生 3学級 116名

昭 57. 3.25 第 10回卒業式

卒業生 3学級 127名

陥 58. 3.25 第 11回卒業式

卒業生 3学級 109名

昭 59. 3.31 非常階段(旧館)完成

昭 59. 3.25 第 12回卒業式

卒業生 3学級 137名

昭 6O. 325 第 13回卒業式

卒業生 3学級 134名

lJij 6 1. 3.25 第 14回卒業式

卒業生 3学級 120名

lJij 62. 325 第 15回卒業式

卒業生 3学級 109名

昭 63. 3.25 第 16回卒業式

卒業生 2学級 84名

ムドフ己. 3.25 第 17回卒業式

卒業生 2学級 91名

平 2. 3.24 第 18回卒業式

卒業生 3学級 89名

2 歴代佼長

1¥: γ 11'. ) J -1r )J 

‘1< 松 健太Hli 1I({47 ，，，. 1-50.:1. 31 

f(に水平11 犬 lIi{50 .'1 .1 -54.3.31 

Jli l人J {， ¥がIl 1I{{5!1.4 .1-5~.3.31 

d~ 'l' rlll II{{ 1I{{58." . 1 -62.3.31 

小泉't'r犬 Ili{62.!I.I- 弓tイ1:
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3 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵lζ造成された高幡台団地が、 おもな学区である。高幡台団地は、 5階

から11階の高岡鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が介けられていた夕 、郵便局、シ ョッ ピングセンタ

ーが住宅内VC;bるなど住み良〈作られている。団地の主わり Kは緑の森林をめぐらし、西方十ては丹

沢、関東山地の山々を越えて富士が望主れ、北西方Uては日野市街、日野台、八王子市街から逮〈秩

父の山々が述っている。学校沙諸ら眺める景観は主 ζ とK美し〈かつ壮大である。

近ocは、 多摩動物公園、百草園、 高幡不動があり、都民K親しをれている。

4.教育目標

(1) 学校教育目標

個性豊かで調和と統ーのとれた人間形成をめざしてつぎのよう左子どもを育成する。

。あた削小心で、助け合う子ども ⑤けけあう子

。ょくれ、自分からすすんで竹ぬく 子ど も⑫、んがえる子

ゆくととのすばらしさを射つけた子ども ⑫またらく子

。健康で明るい子ども ③引をしい子

(2) 学校の教育目標を達成するための法本方針

① 個を生かす指導法を工夫し、わかりやすい綬業をめざすとともに、生流にわたる学習の基礎

的];~本的事項の学習内容を確実に身につけさせる。

② 本校児童の実態をふまえ、道徳的心的を培い、白主的 ・自律的な態度を主主う。

@ 1'1然、愛 ・人間愛iζ板ざ した教青を推進し、やさ しく思いやりのある子どもの育成をめざす。

@ 例々の教師の特性を生かし、協力的でれIj窓ある学年学級経営の充実を図る。

⑤ 保護者 ・地域との連携を密にし、聞かれた学校をめざして、地域の(1然や文化を杭倒的に教

T'Jrr号1iJりに取り入れる。

5 木正|三位の指導の重点

(1) 名教科、道徳、特別活動

7. 各教科

。教材内符を精選し、ゆとりある授業の展開につとめ、必礎的基本的な内容を確実IL身につけ

させる。

o体験学習を通して自ら学ぶ態度を育成するとともに、豊かな心↑l!iを脊てる。

。教育'機擦の活用、学習形態の工夫につとめ、児童にわかりやすく楽しい授業の確立を図る。

イ.辺徳

o;t団行動のきまりや望ましい行動の習慣化を図り、公徳心の内面化につとめる。

。相手の立場を認め、ブJを合わせてものごとをやりぬく態度や思いやりの心を緬援する。

。人や 1'1然を大切にする態度や公共心の育成を図り 、物を大切にする実践的態度を身につけさ

せる。

ウ.特別活動

。内容相互の関連を図り、児訟の自主的 ・自律的な実践力を育成する。特iζ児ZR会活動で・は、

日常活動の充実をWJし、児訴の主体性の育成につとめる。

(2) その他の活動

。学年を越えた子どものたてわり活動と校外地区班の活動の辿携を図り、地区児務の述，ill-芯識を

高める。あわせて、学校生活における型ましい人間陣係を育成する。

(3) 生活指導 ・進路指導

。日常生活lζ必要な基本的な行動段式を身』ζつけさせ、安全で秩序ある学校生活を送らせる。
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o全教育活動を通してyli!d)>い人間関係、を培い、児Tit-人ひとりが意欲的，c:::学校生活が送れるよう

につとめる。そして学校生活が望ましい自己表~の場になるよう 、 児立(の個性 ・ 特性を相互に

尊重し合う態度を育成する。

。 川知理解iと努めると~~ ，ζ 、 児草が 1'1 己の個性を 臼党す るように教育相談的手法を生かし、児li'í:

一人ひとりがより目Jし、目標をめざして努力する態度を育成する。

6， ~_{H主の研究 -u~

「文学作品の読み方折導J (1"1耐)

7， ~校の判色

トtl地校であるから家嵯の'ij，fjf'J/it は‘ |えだj し ており、 児 tkの知 Jíìgf'，U主も 比較(I~Jlej く較差が小さし、 。

jえ J(IÎ閉鎖的ftflJ; ， J が凡 られ、 仙の人 とのÆ リ 、辿fl?J2;識に似さがある 。 また、 1 'llt也の I~I だけに川ま

りがちな傾向が、 fどもの遊び咋にはl若である。このような'k態を与え、 fども1H/iの縦横のA'li

りを涼め、 広げることを、また、隣4拡必J地也Iら域9戎tの!胤瓜にJふ、jれLさせることによ り!仏ム.い枕貯を持つ Uを1杓t守iて

る，広立印l昧沫等カか、らi次欠のことを R白.'，日lにこして完践する。

0たてわ 1)i百通)J

たてわり ミニJ.i.lJ:

fども然リ 六{Iソ1:を込る会

0隣後校(程久保小)と の交流

クラブ交j定

8.その他(教臓11の研究)経)

な¥斗43t 行11・灯 11行委il I illj外j仙 研究i1

l 小泉行犬 小泉'，¥};; 小氷山:犬
(43行1¥・44)$3文部) (51 ) (38社会)

渡逃他一
(56 J'I~科)

一一一門司~英治 | 
( 56へき地教fi)1
( 62 阿仁~

塚本純子
(コ己、Pi!科)

日従属守久
5 0t 社会)
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学校名 日野市立日野第七小学校

所在 地 日野市神明 3-2

電話 0425-83-3907・3908

順 路 J R 中央線日野駅下車徒歩約 10分

児 章数男 349名 女302名計651名

校長氏名 小幡 建 教頭氏名 畑野冗

1 沿革の統要

昭 48. 4 日野市立日野第七小学校として

開校 12学級児童 384名

トラックを除く運動場全面K洋

芝の植付け

6 校章制定

9 校旗制定

12 校歌制定

lis 4 9. 3 日野市立日野第七小学校「校舎

4 

1沼52. 4 

10 

昭 53. 4 

5 

昭 54. 4 

~tl 55. 4 

昭 56. 4 

u行57.4 

昭 58.4 

OH 59. 4 

体育館落成記念式」及び「佼歌」

発表会

3月 1日を開校記念日K制定

第 1回卒業式 45名卒業

開校 2年めの入学児童 77名

開校 5年め入学児 79名 、13

学級と念る。教室不足のため、

プレハブ2教室増設

校舎の増築工事着工

学級数 14と在る

増築工事竣工普通教室 6 図

書室 1教室

第 7回入学児童 93名

15学級と在る。職員 23名

第 8回入学児童 111名

1 7学級となる。職片 24名

第 9回入学児童 128名

転入児童 2年以上 82名

18学級となる。 j俄.w.25.z:，

第 10回入学児童 128名

19学級と念る。 j隊以 26名

第 11回入学児童 107名

地築工事竣工、普通教室 4、教

材室等 3、昇降口、便所

創立 10周年記念式典

第 12凶入学児車 123名

昭 60.4 

l沼61.4 

1沼62.4 

H百63.4 

平元 4

平 2. 4 

2. 歴代校長

氏名

第 1 3 回入学児 J~ti・ 1 20 名

第 14回 入 学 児 市 106名

第 15回入学児蛍 103名

第 16回入学兇泌 115名

第 17回入学児ポ 120名

第 18回入学児主 102名

年月 ~ 年月

初代 星野武之 48.4.1 - 5 2.3.31 

2代 上部正彦 5♀.4.1 - 56.3.31 

3代 梅田 茂 56.4.1 - 58.7.27 

4代 和田国平 58.9.1 - 63.3.31 

~一代 小幡 鐙 63.4.1 - 現在

3 地域の環境

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞいK徒

歩で約 1U分。日野台地K設置されている。本

校の所在地は、日野市神明Kあb、校舎の周囲

は、住宅が建ち始め、昔ほどの緑は眺められ念

〈念っている。

屋上K登ると 、南Vては多摩丘陵、西Kは秩父

山地や丹沢山地をへだてて富士の秀鹿が眺めら

れる。主た、ζの日肝台地Kは、逃跡、が発卯!さ

れるという。主ととに環境K忠まれた場所K設

置されている。

本校の児童の約 60%は中央線の線路を経だ

てた西側の住宅地VC)，T;D:している。との地域は

とと 10年余りのIHJv亡、IIJヰl州、|街道ぞいK急k

m設されてきた新興住宅地借で、布11学f住宅 -介

譲住宅が主である。尚本校の周囲tては、大学、

r!i庁舎、消防署等、 子どもが学押するK最適の

地主主として忠主れている。しか し、 岐近、南側

を東西K走る道路の交通量のピークが、児主:の
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登校H寺刻と合致し、 しかも 中央線をまたぐ陸

橋を利用する児指数が圧倒的に多い乙とから、

4. 教育回線

(1) 学校の教育目以

交通事故発生の心配がある。

生命及び人材'iiJ!1:'T!:の柏村lを必制とした心身共lζ調和のとれた人間性也かな児童の育成を目指し、

次の教ii'白肢を定める 。

o向分の力で考えるイe

o思いやりのあるチ

o jJいっぱいやりとおす[-

。じようぶな体をつくるチ

(2) 学校の教Tì目肢を達成するための)，~.4三万量|

学校生活全般を通して、カいっぱし、やりとおす立志ブJと活プ'JIL満ちた行動 ・態度を縫うと共lζ、児

京の個性や能力に応、じた教育所長J)をすすめ、児771・教職員が11.いに併発しあい、父母及び地域の協力

のもとに学校の教iiU似の以JC化につとめる。

1)学校の教育目f:~j ，ζ)，~づく学年 ・ 学級の自主1(を設定し 、 児童の実態に即した学年 ・ 学級経営の

充実を区lり集団のモラルと質を，::)める 。

2)心身ともに位脱で、たくましく '1:.き、互いに心のふれあいを大切にする乙 とを通して、心盟

かなvt:'.j'ii:のnl或を以|る。
3) ljjJl~学び続ける児，，\の育成を日前し、そのために科教科等の)，~俗的 ・ 基本的内容及び個性 ・

能力に応じたm場を批准する。

4) j且徳教育の充実を凶り、心の教flの推進と共にr1 f It心をtfてる 。

5) 地域iζ似ざした教tfi万五J)を通して「心のふるさと」となる学校 ・郷土の形成者としての資質

を長う 。

5. .4>:年度の指導0)'li:点

~{I . I互 の焦点日限「力いっぱし、やりとおすチ」

(1) 科教科 ・特別活動

ア外教科

o )，~礎的 . )，~.4>:的・ j;Jt!存身につけさせるために、 γ11>11行導の充実をはかる。

。兇，'ji.がnら学_d{，γ押印刷のあり )jをくふうする。

o j受業の充実をめざし、教iif.立境0)終的lζ努め、市川をはかる。

イ i且徳

。 乍校教tf~ iliJ)全体の" ，で行う 。

n力し、っ，;(し、やりとおす fーにむけて、 11主(1な、れIJ治;、勤勉の乙乙ろを培い、思いやりの心をfiて
る。

。実践体験をftかにし、 j且徳のH与I1¥Hζは、それをMi光、深化、統令する。

ウヰ!i']JIJi市'.IiJ)

'下級会1，可動を)，~縦とし、児 tJi 会 1市民J) ・ クラフtiM山への一人一人のをIJII意識を川めること に二

り11t的 ・実践的な1忠良;や)Jいイ乱、やりねくノJを1守て、 世~版で lリ l るい光実した'芋校生i1l ;C:-・1・

らせる 。

-107 -



(1) その他の活動

。たてわり班での活動を通して児童の辿掛意識を台てる。

o特別活動との関辿を凶り ながら、高学年児童の指導力を高めていく。

。老人福松読本 「ふれあい」を活用し、 老人との関わりや迎解を深める。

(2) 生活指導 ・進路指導

ア. 生活指導

。基本的な生活溜恨を身につけさせると ともに、相手の立場を考えて行動で-きる児設の育成に

努める。

。力いっぱし、やりとおす子の教育を推進し、児ITtの健全台成をはかる。

o 校外生活指叫の充実をはかるとともに、父ドJ ・ 地域の協jJ;を俗、辿，!" r!惑を ~':jめる 。

o小学校 ・中学校の辿携を絡にし、生活指導のいっそうの光実をはかる。

イ. 進路指導

。 児]ì1~ 翌日解 lζ努め 、 児主が自己の特性を自覚できるようにf麦助する 。

6， 4:校のf!Jf究記長題

「物語教材を通して読み深めるための指導法の工夫」

oEL1かな読みを深めるために文学教材の特質lζ応じた授業研究をしていく。

。新指導~~Jî完全実施lζ向けての移行措i白をふまえた、教一台過Fム指導計I I IIÎの立案 lζ若手する。

。 低 ・ ~I_J・ ;:':j ・ 専の四分科会を構成 し、 段業研究を中心lζすすめる。

7， *校の特色

(1) 中.J;¥i校校の特性を生かした知 ・徳 ・休の謝和のとれた児童の育成を進める。そのために、①たて;';IJ

り班活動を通して児童の述，lij意識を一台てる。②児w・教f:lliの相互の交流をれIJ;なある活動を通して深め

る。③侃|性尊重の教育を通して何ら学ぶ芯欲を高める。

(2) LI然に学び、ド|然lζ働きかける学習を通してブJいっぱし、取り組むチをfiてる。そのために、①1'1然

を取り入れた全体学科計IÎ町の作成 ・ 実施。②借用した~ I必の病問により IJiJJ '1J生産学刊誌欲をr~J める。

@池 ・学級闘の特例、動物との触れ合いを通して 1'1然への関心を山める。

8 その他

内訳
研究員 その他 ・海外派遣

No. 
小慨 建 (53 ・ I~H科) 小慨建(57・短JUJ)

2 同橋 智子(63・保健)

3 j五城文雄(57"教育課題)
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:}: t交 手ノz 日野市立南平小学校

所在 地 n野市南平4-18-1

'，11 J舌 0425-92-2021・2022

)II[) 路 点王線砕i平駅より 徒歩15分

ノ11しI -・b111 数 男 281名 女254名 計 535名

校長氏名 ..(I )十 三 I ~ 末次久 利教則氏名

1. i(~ ・j":の概袋

JI{{4R. 12.27 II'Hj l i~行委 il会において 、 ， *-ï

‘ | 正小 "'{:校 をぷi;可決 ~j二

JI{{49. 3.25 似ぷ校?i '，ぷ成、プ レ ハブ~+ II

戦 il本1.校長 .~l q.奇冷・ 1 . 特別

教室1. f也に fl'll i，忠小 ~}r 釘f(こ4教 "f;:.

~ に {米世II卒 、 !I ) f~H :十:をクラブ

ハ ウスに ，stiη

4. 1 I1 ffdi市千小学校|持l校

'‘jと級数15、Y41前:数5351'，、教戦H

22 、 " j ~i設 ii4 1'， 

4. 5 f.以設校合校J也tVI!.';t:( 

5. 4 本校合 |ソl ~.{r' 1: 

総 n~ 220 . 166 Jjjl) 

県幻也1(，j.W26.535 i;iJ1Jjコンクリー

ト1'411';ill防庁校合4.456m'

5. 22 I~j 'H、・7・f交PT A .. 止、・1

11.15 本校合完成

?干j凶f文京20、作目，)教系，:5、保健:七、

給食布、校長9-:.職il京、 ')q'話

術、 !I) f奇Ll千・1干

11.22 校附として「スズカケの本」 を

決定。校以 ・校 tRの1';(1':だのもと

とする

校 :f~ ・ 校 lJ1 e .校 f:tのft;，)主および

1U<.会を学ji

、"， 11を本校11tH実記念 1Iとして:1;1)

kじする

11.29 本校合へ移恥、

II.:W 校厄幣flil，';C( 、.illi人路 ~11ì 訟、 IF

1")・フェ ンスJI)(1・)";，じ(

1 2.:l 1 W 1'f fiI:iuli: 

JI{{50. 4.30 大 ・小プール完成

JI{{53. 3.15 校舎3教室l¥"1築

JI{{54. 12.21 1事行 tì }~f (プ レハブ)光 f

JI{{56. 3.27 校合3教室 ・凶『九

9.15 NHK全IE十字校音梨コ ンクール

*J;(地区において優良校 として

受賞

JI ~{ 57 . 2. 4 体育科「児l置が主体的に取り く

む'、戸別指導法の改善」研究発ぷ

会 を令部にむけて行う

IIB 58. 3.31 乍校一l事l守主備を行 う

H丹59.11. 22 卜 J，'~年記念式典、祝賀会を ji う

IIR 61. 8.25 校庭南側金網 フェンス工事完成

UR 62.11. 4 体育館照明器具設置

IIH 63. 1. 23 体育館屋根塗装

3.19 体 育館鍛帳改修

3.19 校舎北側万年べいの改修工事

8.31 家l庭科室机新設

12.20 体育館北側防音壁完成

Jじ 8.30 体育館床面、家庭科室改修工ぶ

陶芸釜設世完 f

10. 16 ランチルーム開設

2. 1. 24 ランチノレーム机 ・向子新設

2.朕f¥:校長

氏 ?ノ， fj-イド JJ 

!日 il{ f米 M~. 1I!{49.4. 1 -55.3.31 

松 11来 日k ih 1I{{55.4.1-59.3.31 

鈴木敏 郎 1I{{59.4. 1 -62.3.:.l1 

イi JI' JI{{62.4.1-.fJHI二

し
ん

U
H--干の

陥
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J

ゐ
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点川地

メ
-
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l
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前lに多摩丘陵をきりひらいた市平台(なんべいだL、)みなみが任、鹿島台、川崎街道をはさんだrH're'l'

ド(普からの1If1>--の1ti'i}))~:T仰と浅川ぞいにはさまれた l íjl.%の六地以で構成されている 。 比較的 まと

まった'下lえらkであり、 I也1:>(の把仰がしやすい。

|菊平rj'、ドをのぞき iUJれもtfr興の分譲住宅]也であり、父lせの社会的、料消的地{すは比較的安定

している。従って'下校教育にょせる関心も l'u'Jく、学校に協力的である。

学区域には、臼然林あり、川畑、栄樹|長I ~J'~， U然条件にめ ぐまれている。 西)jに)'};nifill辛か ら

秀麗富士を仰 ぎ見、 施設、設備、校庭等の完備と-1'11まって、教育的環境としては、最出の条f'lーを

具fniiしている。

4.教育ト|標

(1) 学校の教宵 1=1椋

本校の教台ーは、悲;法、教育J酔ド法等の精神にtrliつ宮、 Y42H:・.-{:校及び地以の作'門-をふまえ、知・

徳・{本の調和と統 -のある教育をめざし、以下の目t'Jlを設定する。

0健康でたく ましい fども

o ~-えながら 学ぶ子ども
013あてをもってやりぬく fども

0おもいや りのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

。学年、学級経営の充実に努め、学習に意欲的に取り組む児Zfi-の育成を図る。

。基礎的松本的能力の育成と児毘の個性に応じた指導の徹底を図り、生VEにわた って学び続ける児

童の育成に努める。

。体験を通した学科の充実lζ努め、児童の感性を高めるとともに、わが国の文化や伝統に対する翌1'

解を深め、あわせて凶際問解の態度を縫う。

。児童相互及び児童と教師、保護者との心の交流を図り相互理解と互いに尊重する心を主主い、 221か
な人間性を育てる。

。地域を含めた教育E;i境の強制ii充実に努め、心身と もに健康な児童の育成に努める。

。指導法の研修及び授業の充実を図り、児章一人一人の課題に応じた教育活動を展開する。

5 本年度の栴導の重点

各教科、道徳、特別活動

(1) 各教科

。自 ら考え、正しく判断できる力を髭い制造的な知識と技能を育てる。

。基縫的 ・基本的内容を修得させる。

。 ねばり強く、目的をもって追究させ、個性の伸張を~I る。

。体験活動を通して、立[1識技能を身につけさせる。

(2) 道徳

o人間尊重 ・生命尊重の精神を生活の中に生かし道徳的実践力を高める。

。自他の立場を認識させ、，思いやりのある行動がとれるようにする。

。ものどとの善惑をlF_しく判断できる力を育てる。

(3) 特別活動

集団の一員としての自党を持たせるととも K協力してよりよい学校生活を築乙うとする態度を育

てる。

。主体的に活動にとりくませ、自主的・協力的な態度を身につけさせる。

。学校経営の充実に努め、調かい人間関係を育てる。

。学校行事、児童会活動lζ進んで参加させ、連指感・所属感を培う。
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(4) その他の活動

地域の実態を生か し、 学校や教r:rljの創立工夫を竜ね、児草lζ喜びと充実感を持たせる。

。生産活動(団結え、稲刈り、わら細工、いもっくり等)を通して、自然の恵みや勤労の尊さを理

解させるとともに、地域の人々への理解を深める。

。水泳、なわとび、持久走等の活動を通して、長|己をみつめさせるとともに相互理解の場とする。

(5)生活指導 ・進路桁導

人間尊1IJ:の桁制1をふまえ、望ましい人間関係の育成とたくましく生きる力を荏う。

。児15一人一人の心を耕し、相互の信*J)関係を築く。

o !'-I己をみつめさせ、向主的lζ生活を改善していく力を育てる。

o家庭や地域と述燐し、望ましい生活習慣をIiてる。

o (1己の特性 ・個性を向党させ定、欲的lζ将来の進路をめざす態度を縫う。

6 本年度の研究主題

今年度の校内研究の主題を「児車がよ主体的K取!?<む活動の研究ー体験から学ぶ子どもを育

てる ー」と定め、具体的な学淘活動や体験K基づく学習を一層充実さぜ、自主的、実践的な態

度を育てる授業研究を行う。

7 本校の特色

(1) 本校の児曹は、 ぷ前で、 礼儀正しく均年ち~tfいている 。 物事に熱心にと り 〈み、し っかり できる。
(2) 児童 ・父母とも K学校を信頼し、協力的である。

(3) 父母の縦折的、社会的地位が比較的安定している。

(4) 学校生活の主人公は児童である認識のもとK、教職員が一致して教育活動tてあたっている。

(5) めぐをれた学校縮技・設備 ・佼庭の完備、I'J然条件等、教育環境は、最高である。

(6) 体験学押をiJl初している。米づく b、いもづ<!?を制lJとして、地域と連携を保ちながら 、生

Pftj丙動を行い、収獲を祝う会、わら細工等を実施している。

(7) 米づくり等のたて制タ活動をJillして、兵年令間の役割意識を自覚させ、思いやりの心を育て

述手ff感を培っている。

8.その他

い《空 {iJf 究 !-t 現代化委員 ・開発委員

イj)1' :. 1: (441"E1 ~ If ) Aく次久 利 (60 r，t~数)

2 ...K次久利 (57算数)

3 井上久美子 (55保健)

4 A且l山紀犬 (63fll!科)

1
4
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学校名 目野市立程久保小学校

所在地 1:-1 fY，li程久保1-504-1 

電話 0425-92 -5014・5015

)llfi 路 京Iニ線r'，石市港/f'wjJ駅より動物|主|行きパスにて5分

中昭久保下車徒歩3分

児 童 数 男 217名女 177名 計 394名

校長氏名 倉重 利 恵 教頭氏名 香 川 善平

1，沿1.)';.の概要

本校は潤f!d小中校の規模の過大化を解消する

ためと 、，!-.心川:

久1保呆J地也b民〈に新i設設されたこ学F校てで‘ある。

11115臼2.2. 1 科科:久保小.'‘-;:

|防附持羽l設司単1¥官併備i前B主を設z置r丘: 
初代渋谷義一校長就任

4. 1 bl野ili立程久保小学校1)トl校

t、主級数18 児fi'tfZ652

教職員26 ili職以8

4.21 給食開始

6.28 プール聞 き

7.15 体育館竣工

10.20 落成式挙行、こ の 11 を 1l~1校記念 11

とする 。校:fx'校章発表会をnn< 

lIi153. 1.19 第11)'1'音楽会を11う

4. 4 学級榊に よるプレハブ教笥設i泣

( 1教宅)19学級

11. 3 第11日l展覧会を行う

111154. 1. 16 校内??初展を11う

11.18 第11"1~' ;:~ _;:~会をわう

111155， 1.18 体育1.ihl ~竣 r

11.11 飼育合竣 1

11.15 第21ulf苦労li会を11う

H月56， 5. 9 全校2子供会をiiう

11.15 第21nl展覧会を11う

12.17 受水憎竣.L
11({57.5.13 校庭フェンスiJ!iJ;伏木栓祈 1.

5.13 校庭フ ェン ス側Ilk水怜竣i

11. 21 第21"1";:'去会をilう

1I{{58. 6. 1 校庭砂場新設ずj:1 

6.15 校低砂場新設竣 L

11. 20 :;j'~3 1"1 古楽会を i l う

11. 4 球技場(テニスコー ト)工事者 L

12.20 liiL!-.T:{j_l:竣工

111159. 2.15 プール改修工事才U~

2.29 l，iJ 1'. 1事完 f

5.12 全校写'1，会を行う

7.27 校低除イI_L事を行 う

8.14 ilド育館ステージ!m")1設備 rJj_j:
11.10 第31nl展覧会を行 う

111160. 7.21 校厄準地着工

8.29 校庭整地完了

11.17 第31げ|学芸会を行う

111161. 4.26 たて害IJリ遠足をhう

5.10 全校写生会を行う

11. 8 ~14 1u l 音楽会を 1 jう

昭62.10. 4 第11回開校卜周年ι念迎動会を行う

11.6 開校十周年記念式典を行う

11 .14 第 4回開校十周年記念展覧会を

行う

111J， 63.1 O. 2 第 12回運動会を行う

10.28 全校遠足(高尾山)を行う

11.13 第 4回学芸会を行う

平.元 6.30 エアコン設置(事務室)

8. 1 放送室AV卓収替え

10. 1 第 13回運動会を行う

10.27 全校遠足(高尾iJ1)を行う

11.19 第 5回背楽会を行う

2， !供代校長

L"¥: r， ir. JI-ij'- JJ 

il'，' i千五: 111152.2.1-111158.3.31 

大 仏 1111 {- IIR58.4. 1-111162.3.31 

irH IJ券 也 1I 1~ 6 2 .4 .1-平成 2.3.31

fl'重利:rJ:l 平成 2.4.1.-別在
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1. j也t~Qの環境

日野市の南東f{j)にあって八王子市と接しており、別足 ・三井 ・屯挫の新興住宅地が主な学区

域である。住宅は多摩動物公園の両側の起伏K富んだ傾斜地K建てられている。西側tては動物公

園の園舎も見られ、遠足時tては子どもの集団が遠望できる。東側は高幡台団地K接している。

緑が多いわ!:>VC、子どもの遊び場が大へん少念い。

最近は、住宅地域内を通過する車が泊加し、児童の登下校時の安全対策も急務となっている。

4. 教育目標

本校の教育は教育基本法、学校教育法K基づき、生命の尊重を基調とし、自ら考え正し〈判断

し実践できる児童をめざして、次のような教育目標を定める。

元気 (明るく生き生きした-fども ・向上心をもって活動する子ども)

本気(いっしょうけんめい取り組む子ども ・人の気持ちゃ立場を考えて行動する子ども)

級気(ねばり強〈取b組むチども ・何どと Kもよく努力する子ども)

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科

-体験的学習を推進する中で主体的な学習に収り組める児TEをT'fてる 0

・教材研究を深め、個性能力K応じた授業を追求していく 。

-地域教材を開発し、その治則をはかる。

(2) 道徳

.教師と児童、児童相互の人間関係を深め、 日常生活VCj，'ける基本的行動様式を身Kつける 0

.体験学t1>1を過して人間性白かで、思いやりの心を作った児!"j'[のtfJ戊に努める。

・ 名教科 ・ 特別活動等全制域のなかで、 泊f.1~性の内日11化および実践的態度を育てる。
(3) 特別所動

・休験学iげをi且して主体的な態度を盤い、協力して楽しい学校/トj;:f，を計lilli・実践できるように

する。

・学級指導の充実をはかり 、実践的な態度を育てる。

。学校行事VCli:itして参加できる児童を育て、学佼生活Kうるお、いと変化をもたせる。

(4) その他の活動

. ~]の 10 分間運動の時聞を設定して 、 体力づ〈り に力を入れ、 「惰力のある子ども」を育成

する0

・「や主 ゆり」の時/iJJ を t没けて、~ìli:一人一人の個f凶住 }JVCLe.、した指導を工メミし、諸々の体験

学仰を計IIllj・'λぬしていく。

・たてわ タ班を細心成して 、 集会前動や清掃活1fVJ~を行い児童相互の社会性を士宮う。

・隣接校との交流を深めるための諸情動を言luliiし、実践してい<0 (クラブ活動他)

。教r:lli、児?匹、保必将の一体となった実践活動を通して相互f1IJ解と心の交流を凶る。

(5) 午前指導 ・進路指導

・みんな仲よく個性を認め合って助け合い、述+ifl議のある楽しい学校づくり K努めさせる 0

・fl的意識をもって、 主体的にffiilVJできる児戒をffてる。

.~吹のプE述段|併 VC[W して安全教iìの徹底をはかる 。

.~，.賀の個性 ・ 白色 }Jの {~IL毛をはかり 、 将来KわたってÍ1 G尖現のはかれる怠欲と態度を培う 0

・学校、2支出、地域が.i'.I!携をt絞めるrllでj氏本的午前判官Iを身につけ、行動で・きるW.i'i'iーをtfてる。
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6. 本年度の研究主題

子どもの意欲をひき出す学習指導

一一 地域教材の所用を通して一一

7. 本校の特色

(1) 児章の意欲をひき出し、一人一人が生き生きとする学習指導を研究の重点lζ収りあげ、地域教材

の開発lζ取り組むとともlζ、教師と児草ーが一体となって体験学習を実践している。

(2) 児童と教師、 児童相互の人間関係を深めたり 、集団活動を通して主体的態度を養った りするた

め、 1年生から 6年生主でを 12のたてわ り班K編成し、次の よう念活動を している。

毎日の清掃活動。児童集会活動。たてわり遠足。ドッジボーJレ大会。防災訓練の集団下校。

(3) 児童の多くは家庭環境Kもめぐまれてな夕、 いろいろな商でみたされている。明る〈す念3訟で

あるが、た〈 をしさK欠ける。そとで、体力づ<.tのため次のよう念ととを行っている。

仰の 10分間迎動(ラジオ休燥、程久保体操、程久保音頭、同定施設の活用、持久走、な

わとび等を、季節iVL応じて行う。雨天のときはテレビを通して運動の解説等を行う。)スポー ツ

テス ト。哀の水泳指導。持久A:大会。

(4) 外米者から、「 校舎内がよく l姿かれていて明るい 」とよく 言われるほど、全校をあげて校内美化

とがi'.Mi百五JJlC熱心に取り組んでいる。

(5) 隣接伎としての地の利を生かして、高幡台小学校との交流を深めている。特K体力つ<.tのー

nとして、クラブ活動 ・スポ ーツ交流をはかっている。

8 その他 (教職員の研究歴)

研 究員

企重利恵 54 (凪語)

香川善平 49(特活)

開 発委員

吉野美智子 62(道徳)
学一儲一

)

他
一
院
一

研

の
一

円子

一一
言

そ一
必
大

一

助

一寸
大

一3
徳

研
す
教
一
6
道

言

τ兵
一
(

助

一

(
一
子

徳

一
平

一
智

道
一
善
一
美

川

一
野

香

一
士口

- 114-



日野市立旭が丘小学校

11 ~r- dill!!がlI".5 fl121f存地の1

0425 -83 -3733・3748

'I'!A!;抑収川駅北 11卜"1;徒歩:<25分 以 1:・打11ノ〈ス

(イjJ11人 11) ト'1;.10分

山市数 男 431名女 383名計814名

乍校 千/1

ドfr'イ正 J也

l江 H1h 1 

iI~ i 路

校長氏名 飯沼 宏 .fX:9.!I氏れ 山 下法昭

1 i;i .'(，:の慨~

1I{151. 8.18 起 l式

di議会は、 111l'Jdi九!!がli:小乍校の

10t ;~I: を決定

1I{{52. 2. 1 初代校長 小型f-.'dt~It. 1t令

3.:11 教刷、教訓吟25('，、 di~縫 il8 r.

.11'33('，発令

11. 6 i:iill"1人マ:式I.J9(， .j"{':級全校18

"{':紋 707r. 
5.20 校合完 f

6. :lO プール'ぷ成

7.20 校伝:t;IJ4:

8.15 f本fJfiI(・;e.I&

11.21 校:Ix制定 。 |時l校式 J!f~

1I{15:l.3.25 i:ii 1 1"1学業式110('，

4. G 第21111人.，;::式16:1れ 4'・;::級

全校20乍級 i58 r. 
1I!15J. .J. (j第31"1人?式156('，・J"i:級

全校21"，.級 83:1 r. 
1I!155. .J. 7 i:ii41"1人..;::バ193r. 5'γ:級

全校2:V;::fJ，i 916名

10.13 体育館ボーダーライト I'.'I¥-

1I{156. 4. (j 第51111人マ:式145('，4";::級

全校2.J'{:級 901名

1I{157. 2.27 r何十本中本の小jUj ';0&;:¥ 

.J. (i 第61111人'γ:;:¥1:切れ .J";::級

全校2.J";::級 895('， 

1I{158. 2. 7 1'0':収不出liドIj五日ドアー完成

.1. G 第71111人..;::式 135r. 
全校21中級 863('， 

8.11 給食本~JI. Iド 1 ・ ' I ~・iじiJX

IIt159. 4. 6 i:ii81111人予式 144('， 

全校21学級 850 r. 
12.10 J1f11巴小Ifとプール塗装_l判lfWi

1I!160. 1.20 プールフェンス工事開始

-1. 6 i:ii91111人・手式 123名 3"戸級

全校20'・Fキ及 823宇;

IIt16 1 . 1.13 ブール排水正事・ シューテング

ボード仁4

4. 7 第101111入学式 1397. 4学級

全校20学級 764名

6. 4 .fl~科宗天井工事(了)

8.31 A V制移 I~i.が入る

.fl~fド宇凶弐 吉区の時五E取特え

昭 62.17 プールの平板工事(()

4. 6 第 11回入学式 116名 3学級

全校 20学級 737名

11.22開校 10周年記念式典

12.23 大熊校長 1時50分急逝

12.25 " 告別式

111163. 1. 7 体fj' f1ÎiI~根塗装

10周年記念日 11時計工半

1.30 "改大熊校長献花式

4. 6 第 12同入学式(男55 女76

計 1 33~，

5.26 'ill話器収倍完了

8.25 J.次送宅 .~区I :P :: ':tT'F ・ 洗浄機収つけ

〉己 f

10.16 5学年増級 4学級(男 79 友57

;H 1361九)21学級

12.23 "改大熊校長遺稿集発行

平成元 4.6 第 131111人学式 0378 友68

計 1461'，) 
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~ Jtf(¥:f交土〈 5.26 給食室クーラー設置

6.15 機械室修理完了
l~ r. lj'.JI-年Jl

6.20 事務室エア コン設置

小野寸'j= 京 tft. Jl{{52. 2 -Jl1{58. 3 

大 fiE f4 Jl{{58.4一昭 62.12

飯沼 宏 昭63.1-IJtl..{[ 

3. 地域のB2境

本校は、 U町市西南部八王子市との坊に位i丘している。学区は、浅川の第一戸J岸段丘と第二段丘

の二段にまたがっている。来四 2km南北 1.5 kmと広く、学校が凶lζfj，ri1'Eしているため、通学時間30

分以上かかる児ii'i:もいる。

学区の '~J心郎は、東芝や帝人などの大工場が占め、その J .'，î llJ.1ζ11占|人住宅や!tNI住宅がt1-e在する。

主虫色辺路には$:迫があるが、通学路の交通安全施設は整VIIi中である 。また、工品jが多く Jll公害が多

くなってきた。学校の周辺lζは、111や維木林が多く、公凶もあり 、 H然、lζ;恵まれている 。父叫は会

村口が多く 、学校教育への|刻心は深い。公団住宅が、誘致され学級i色の傾向がある。

4 教行目111!

(1) 乍校の教育回線

本校の教lÎは、教育t，~本法、学校教育法 !c)，j;づ き 、地域の判性や児 ，'j' i の実態をふまえて次の 4

回収! の以~ JJ~を目指す。

ア.よく考える子ども ( 4目肢の支点)

イ なかよくする子ども

ウ.がんばりぬくチども

エ からだをき たえる子ども

(2) 学校の教育自艇を達成するための越本方針

I3 I'J 校以米の!氏以をふまえ、的確な学~I'I 指導と分所指導の充実を iill して教nEI t~:i の達成を凶り生
説教育の)，~維をつくる。

ア・'下校教育目41J:の第 lls1"ァ.よく考えるチどもJIζ文点をi泣き 、系統的、有機的lζ学校教有

を推進し、教育自42!の達成につとめる。

イ.各 1Iのもつ個性と創造性を仲ばし、 人間~'imの粘や11 を主主い 、 互いに励まし協JJする実践的な

態度をlIて国際人としての必磁を培う。

ウ 教職uの研修をいっそう充実して、学t1>1指導要似に即した的確な指導力を高め、ゆとりと充

~のもとに父却の信頼lζ応える資質を防き合う。

エ.教r:'liとチどもの心の結びつきを大切にし教育相談活動を充実して寸こどもの心を的確にとらえ

ながら、全校あげての生活指導の工夫lζ努める。

オー校区に且11して体験学t'>1のらjを求め、 Hら目 当てを立てて、引:き生きとねばり強 く心身をきた

える個性:泣かな児童の台l戊!C努める 。

5 カ・他校とのうとdteを.iiliめるI.jlで児J‘立の似Tfを広め11ら.iiliんでたくましし、心身をつくろうとする;立欲安打てる。

5 指導の頂点

一年間のμ通しのもとに計画的に教育活動を進める。

(1) 科教科、泊徳、特別活動

ア.各教科

・指導内容の粕選とf丹羽i技術の工夫lとより 、学t1iJ活DJ!Cゆとりをもたせ、思考:iIi!I_f'，'.を大切にす

るとともに、法礎的、基本的・F引の徹底をL¥<Iる。
-体験学習をよ[(似し、児童一人一人lζ 「よく IliJくJ 1"よく比るJ 1"よく考える J 1"よ く行動す
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る」型ましい出解 ・技能 ・態度を身につけさせる。

イ.道徳

・学智活動を多彩にし、児置の実践的な生活態度の養育lζ努める。

・児誌の実態lζ即して、ねらいを重点化し教育活動全休を通して臼ら考え、正しく判断し、行

動する泊徳的実践力のII:JLI".Iζ努める。

ウ特別111動

. 1' 1 ら考え行動する児訟の育成を図り 、 所属感、 iili裕!必を ~':îめる 。

• rlら進んで立案lζ参加lし、実践する過むで互いに協力してがんばりぬく実践力 と謝念を伴っ

た望ましい人間関係を育てる。

(21 その他の市動

ア. r~学年、 学級の 1 U 1交流の時間J等により、w.lii:-人一人lζ思いやりの心をi'iて、辿，iiJ!磁を強

める。

イ 「全体活動」 のH年聞を通して、たてわりのw凶の中で生き生きとした、まとまりのある心の交流を凶る。

ウ i消行・J(を通して、児!'j'i:-人一人IC学校の一日としての意識を'::Jめる。

(31 生活折噂 ・進路指導

ア 「乍校生活のさまりJの定利化をいっそう推進し、社会人、国際人としての望ましいんじ木的

生前向的の般jl_;を以|る。

イ 1'1他 の生命を~~: ì宜し、 l". ~ 、 lζ守り合う態度と仙人への忠し、やりの心を育てる。

ウ |対係自|休との.i'.I!携を干討にし、地峡に似ざした活動lζ参加させ、盟かな人間性の育成を凶る。

エ 計IIlJj的な学級活動を通して、机野を広げると共lζ個性 ・能力をfljl長し、社会の激しい変化に

適応できる児rj'iの行jぷlζ努める。

6 本年度の研究f;~~J組

-[-どもに良く考えさせるf受業一読みを深めるための俊業の在り方一

7. 4:校の特色

_，jI:.1_1ミrir.は、教1守口 tl!の卸 1Jjl 1(11よく考えるチどもJ'ζ iJ¥点をおき、全教育所iQJ)を展開していく 0

.般業の活性化を白指す綬J史研究の推進

・学校以J也内の 11然林の保μとt，TiHJ 
• JmU.1 . ~t!. ij¥・父iサの協力による校令内外のE2境特Wiと主化の似進、鈎花，ttT音により心の夫化 ・似

進 ・ 肝.r，~への思し、やりの n成、株1\'，1ム併による体験的な学11>1ωルj の研究。

-ー 11ー 11 • -lIiiHU-1I抑制の俊業の光夫

• JelLマラソン、八ケ民ジャンボリ一、少年野沫リークーなど、父iリや地域社会などの大きなネ|会教

fiとのi'l!!ls。

8. その他(教職fl.の研究Ilt)

~ 研究員 別代化委o会 都 ・文部学?委員

1 飯m ')i (47. qnr;.) 1iU:t悦子 (49.家j定) 飯汗;l 宏 (51../';s教委)

(家I[j. ri役予防のT引き
1'"，事t~ i.D

2 余j礼悦(-(44 .家抗)

3 111卜 法IIs(51 .体行)

4 IJLj IU 脳 (52. II~ ，，/'， ) 
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学校 今F1 日野市立平山台小学校

J同イ1': j也 日!i'fdi‘r-1112 - 1ー ]

IG ぷ，r..・ 0425-92 -6381・6382

)I~i 路 ~~( E線1ド I IIJbX ~1上公 I ~I ト*徒歩15分

ノ"しf ett 数 男 151名女146名計297名(内わかくさ学級14名)

校長氏名 馬術| 金男 教Ji!i氏名 行川悦 f

1.沿 ，y，の概要

1I{{52. 3.28 乍校建設校合 nr.市議会議決

1I{{53. 1. 7 引イu也に往設者 l

4. 1 LI 'J!i' di . .u:・1'111台小，、戸校として|井l

校、平l山|ハl小

、1千|ド̂1け11け1，2，3，6，J Ijをヂ111fi小学

f交のo';::~イ 1或と定める。 児中数リj

268γ，女282名計 5501'，17'‘戸中:&(，心

附 2学級合)の規模で開校する。

10.24 校舎落成式校三E発表

11.22 開校記念展覧会 開校ぷ念 11

U{{54. 3. 9 1持j校記念校歌発表会

1I{{55. 3.20 校合地築8教室完成

8.15 中庭tJドポ溝、飼育会完成、遊戯

三事:床娠替え、ガス配千年'J(JI完成

1I{{57. 8.30 IヌI }:: ~'t'l改装カ ス配官: I:'WJ"じf

lIi{58. 10.30 

1I{J，60. 12. 9 

1I!{61. 12. 8 

1I{{fi2. 3.30 

昭62.12 .25 

昭63. 2. 5 

111163. 11. 19 

半元. 3.17 

平元 4. 

平元. 5. 2 

平元 8.30 

2 歴代校長

氏

小 )11

屋外パスケ γ トボール施ぷ完 f

プール全而塗装

研究発ぷ公開(体育 を"，心)

体育館どん1帳取替

プレハブ解体

研究発表公開(心障)

r~ I'J校十周年U念式典挙行

体育館ノミスケッ 卜 コ刈ーノレ設 iQ~

日野市研究奨励校

文部省心身障害児理解推進校指定

多目的教室工事完成

名 年月から年月

絡 lIij 53. 2 ~IIR 57. 3 

;illi 他守 |問 57. 4~昭 6 1. 3 

野村武氏1I 昭 61. 4 ~ 1I討 63.9

馬 淵 金男 11t3 63.10 ~引在

3 . 地域の~境

本校は 11'l'f'diのlね端、 多摩 ir.伐のrf(きを111mし

て主主，没。北イ!!IJは、11'l'fdiはもちろん八 F.r、何11も

-qJ でき、 r~大な/'~lfijlχl を l眺め るようである 。 ま

た、 I ~jf日IJ は、多!傘テ ソクから Jド 111域社公 I .;! J にj_f tj

る雑木林が四季折々のH.¥物 を語る。

このような、;片観だけでなく 児市が，'?il1する卜守

でのノ|きた教材 を仰た0';::校である 。

0';::1メーは、ボ.f'，1!:鉄がi!1U民・分li員した、1';:1111，2，3

J'Hに加えて、 千1116Jけを合んだ、まとまりのあ

る I也J~I( である。また、この地に住む人々はキIL7i に

環境の美化、 i~ft化に心してい る。故に静かでおち

つきのある 募jJ~ 気が維持されてい る。

4 教育目標

本校の教育は、生命の尊重を恭底とし、 白ら

を考え正しく判断し実践できる力をもっ児Zfiを

育成する。

。 ょく考え くふうする子

。 力を合わせて やりぬく子

。 心豊かな やさしい子(本年度頂点目桜)

。 明るく たくましい子

く目標達成のための基本方針>

① 児童一人一人の個性や能力を生かし、学

ぶ ζ との楽しさや喜びを感得させる。

② 児童q一人一人ICI~ :e~と敬愛の心を育て、

人権を尊mする中I'i神を培う。

@ 児章一人一人の成長 ・発達を促す場とし

て、教育環境の充実 ・向上に努める。

④ 教師一人一人が白ら研修に励み、校内の

指導体制を確立するとともに、家庭 ・地域

とのiili携強化に努める。
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5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、泊徳、特活の指導のfIt点

アー各教科

1' 1 ら~題を設定し、児mーが窓欲的 lζ取り組む授業の削造を目指す。

① ~，~礎的 . 1 ，~本的tj;: .rjjの定行を凶るため、体験的な活動を重視する。

② 柔軟な思考ーをもって取り組む、課題解決の過42を霊視する。

イ泊徳

心豊かに、よりよく生きようとする児訟の育成を目指す。

① 道徳の全体計阿をj去に、辺徳的実践の指導にあたる。

② 年間f行当i計 IJtJjを l;~IC、泊徳の IIJj問の多様な展開を試みる。

ウ特)jlJ活動

児77iーが集|司社会の一口としてのru'J:を山iめ、楽しく結ち新きのある生活の展開を目指す。

① 児市一人一人の伊|性を~~if(し、制怠を生かして活動できる学習の喝をつくる。

② w.訟が学校生活Icl刻する諸rl:]泌をLi発的 ・白治的lζ解決する力を高める。

(2) その他の活動

① '予校生活lζ喜びと制いと允実J惑をiJ-えるため、創立ある活動の時間を設定し、豊かな心を育てる。

UEづくり、七夕祭り、オリエンテーリング等)

② わか くさ学級との交lmで、全児ltJ:に防符のある児21について正しい理解と認識を育てる。

③ 学校がコミニュティーセンターとしての役割を巣たすととにつとめ地場の教育力を高める。

(3) 住所指導 ・進路指導

!R.iiLが集団の「いで生き11-:かされる喜びの場を過して、個性や能力を伸長し、佃の篠立を目指す。

6. 本!.r肢の研究主題

「心12かなやさしし、チのfiJ戊」一体験を通して学ぶふれ合いの心一

7. 本校の特色

。 IJfJ校 13 if.心。市内全峨がほぼ見渡せる。 TJょまれた地域の臼然E;i境の教材化を図っている。

。 心附児と世~常児との交抗をすすめ、ふれ合い学ぶ体験を通して「心型かなやさしい子の 1守成を目指

す」心の教1'iを批進している。

。 地域の払i'"1ζ応える教'(1ノJのVJ供について具体化を凶っている。

8 その他(教験日の研究J佼)

~II !k:研修 百汗 4ノ!I.ltし 研 先 日 開発委員 道徳助言研

J~~::I金93 (55) 石川Il1n[{52・幼地 街地彰(58・体内 久保雅チ(57・図工〉 石川耀子 (61)

村松HA義(62・百明

11J 水平IJ犬()乙・JL'llゆ
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11ぞ 校 γ1 

}il; イ1 1也

'l!. 111fj 

iI~í 路

ノ11し1 也、γ tk 

校長氏名 志 村 fJ i.大

1. iB革の概要

日目52. 9. 30 学校m地買収予算I'fi議会議決

附 53. 3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8. 21 校舎住設l"Ji.jj-J.-54. 5.31 

lI{j 54. 3. 10 体育館住設工・J1:i守E

-54.10.31 

4. 1 FJ野市立東)¥':"i'小学校として

1}日校。日野第三小学校の学1><ー

から 、新町 3丁目と栄町 1，2，

3，4，5丁目を束光寺小学校の

学区域と定める。児主数545

名 C)j287名、/，(2 58名)15'下

級の規模で開校する。

7. 18 校樹決定!さくら」

11. 17 PTA創立総会

11.20 校立 ・校旗 ・校 u欽;j;lJYL
校舎 ・体育館 ・プール落成記

念式典、 校1E・校liJt倣蕗 ・校

歌発点

111157. 2-3 校地料化、小鳥舎新設

1I?i 62. 11. 20 束氏名ni凶画工作研究会南多摩

研究大会会以となる

平元 3.25 卒業生総数879名となる

2. !廷代校長

| 氏 名 i 年月円~イド月刊 ! 
いえ 田 和Lj附 ?4.2. 1 - 58. 3. 31 ~ 

信師 IlI{j 58. 4. 1 - 60. 3. 31 I 
特_ ì~_D{160_:_主 1-町ζ |

日野市立東光寺小学校

1IlJ'I' diぷIflllf3 J i 124孫j也lU

0125 -84 -6200・620J

11'.!h:MklllJ'f駅ド'Ii. 仙歩JO分

男 208名女 1761う計 384名

~liÚ氏れ 木内秀雄

3 地域の.s;l境

~校は、口町市北凶部にあって学|凶域の

Piliは多陪川 と八 五fllifこ桜している。"r:1ズ域

は新出f3丁目、栄IlIfl，2，3，4，5 fl::.lで、w:

凶 1.8km、南北 0.8kmと*凶lζ長く 、学校は

"r: I~域の Lr '央 、 |判 (WJfζ位 i ，V ，!してい る 。 .iJ!j学 11 与

U¥Jは、泣い川 市で 15分である。

学院には、天，F.16 {Iミ、例永泌が|日uut:守の

あと地fCi.tてた万松山成就院がある。ま た、

多昨川 とIHf川I}dζはさまれた低地lζは出家

が.'.~，1'r していたが、伺ír!J'化に したがって1託業

出家がふえ、まわりには℃地造成が進み、個

人住宅や集団住宅がiM在している。

学校の兵側には1'1然林、，[門近くには日l州|

や~樹同等があり 、 臼然条件にめぐまれてい

る。

また、施設、説的、校出が完備され、教fI

fド) f~J克は綬れている。

父りの学校iζょせる|民l心もfよjい。

4. 教Ti目以1

:占rL!eえび教育法本法の中lej相，，，ζJJ;づき、 臼ら

Jfえ ，1:しく 判断できる川市の育成をめさいし、

次のような教育し|慌を1とめる。

o rり1るい子ども........ (数行市点、|1限)

。考える fども一主判J弘 主 主 主r:i'bI 
o強 い 子 ど も /

‘1下j

教7行t守守]一主点 目車棋~~ i進んでやる寸チ乙どもJを主!制軌同納l 

lκζ全教行活助を3整|倦斐合化かつ一1口1させJ桁行叫呼iのい

つそうの光2実起を以凶lる。

(1) 各分掌とも「進んでやるチども」の達成

を判Ilfζ、年間指導計凶をたて、学年 ・学級
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とえli携をとりながら指導の徹底に取り組んでいく。

(21 科学年 ・学級は、発達訟!題 ・学級の実態をふまえながら 「進んでやる子ども」の達成を図るべ

く経営方針をたて、各分掌との辿携をもとに日々の指導に取り組んでし、く。

(31 迎常委員会は各分掌 ・学年 ・学級の緊密化を絶えず図るとともに、職員会議の機能向上に努め、

「進んでやる子ども」の達成に全教職員が一体となって収り組むように働きかける。

(41 PT Aを中心lζ家庭や地域との相互理解を深め「進んでやる子どもJの達成を図るべく連携を

強めてい く。

5. 本年度の指導のiJl.点

(11 各教科 ・迫徳 ・特別活動

ア各教科

o一人一人の能力に応じた指導の工夫lζ努め、J占礎的な学力の充実 ・向上を図る。

。一人一人の興味や臼発性を大切にし、進んで考え、やりとげようとする自主的な学習態度を

育てる。

イー道 徳

。思いやりの心を作ち、友だちを大切にする態度を育てる。

o進んで考え、行動する肪州的な実践態度を育てる。

。物・Hを以後までやりとげる意志の強さを身につけさせる。

ウ 特別活動

。学級会、委日会などの活動を迎して、学級、学校の一員としての 1;1党を深め、進んで貢献す

る喜びをわからせ、実践ブJを身につけさせる。

。クラブ吊i&)Jなどを通してr1分の村性を何lり、それらを1rllばそうとする意欲を高めさせる。

(21 その他の爪iill)J

れ1].むをIIーか した罰則Jとして集会所lsI)やたてわりの場を設定するなどを図ることを通 して学校生

前に定化を与え、一人一人の兇，j¥1L喜びと充実!惑を作たせる指導を工夫する。

(31 l何百指導 ・進路指持

o一人一人が例性 ・能力を発抑し泌題意識を持って、臼己を伸ばそうとする意欲と実践的態度を身

につけさせる。

0)点本的作所tl>1仰を身につけよ則11ある lリjるい学校生前を送ろうとする生活態度を身につけさせる。

o他人の¥!.ι;ゃ心的を}'IUWでき、思し、やり のあるあたたかな心を作って友だちと筏する生爪ー態度

をtlてる 。

6. 4>:fl・1![の研究主題

「一人一人が'1:き'I=.きと学tl>l'ζ取り*'11む指持法の研究J

7. 本校の特色

(11 地域の学校としてのl!.ち場を強く (_u:よし、その均H与にい っそう応えれ}る学校の創造を目ざす。

(21 liiJ1fにひき杭き「進んでやる fども」 の育成をけざし、教臓t1はもちろん、家庭 との有IliJ'UW(

による辿携を強め、 PTA、地域との協力などを衝にして教育を批准する。

(31 児 ff(一人一人が11'，1tll:を発事I(し、 '1:.~き '1.: き と品川民的に i1i!勧する祈ノ'JIL梢ちた教i'iが行れるように

プeうだした校内問先を批准する。

研究 Li l-
よ、本HI二次 ( 43 Ilil;:!D I 

|本内側 (5也 |
刈木宏 (63特病) I 

研究生
l
f
l
r
l
l寸
l
l
T
1

1
1
「」

1

mw

一

制

一

辺

-- ー一一 ーーー一一一一ー一一--'
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学校名 目野市立三沢台小学校

ri)i 右: J也 nij!J'市百:キ匂96-1

lii 品 0425-93-2351・2352

Il凶 路 J;C -E線-U1;'II長|駅卜'lji 徒歩15分

リ己責数 男 198名女184名計382名

校長氏名 西田敦子 お〈副氏名 小 l京良雄

沿革の概要

昭 55. 4. 1 開校

日野第八小学校より分離

児童数 666名(男 319名 女

347名)、教職員 34名で発足

4. 7 第 1回入学式 111名入学

6. 10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始(芝生、アンツ

ーカーの運動場)

9. 10 市主催による落成式

昭 56 2. 10 校歌・校章発表会

開校記念日とする

3.25 第 1回卒業式

126名卒業

4. 6 第 2回入学式 114名入学

学級数 18
9. 22 校庭改修工事完了(ダスト舗

装 lζ)

昭 57. 3. 25 第 2回卒業式

125名卒業

4. 6 第 3回入学式 90名入学

学級数 17
昭 58. 3. 25 第3回卒業式

110名卒業

4. 6 第4回入学式 66名入学

学級数 16

昭 59 3. 24 第 4回卒業式

110名卒業

4. 6 第 5回入学式 82名人'芋

学級数 16

昭 60. 3. 25 第 5回卒業式 117名卒業

昭 60.4. 6 第 6回入学式

学級数 15
6. 28 音楽室冷房設備工事完了

iI日 61 3.25 第 6凶卒業式

131名卒業

4. 7 第 7回入学式 79名入学

学級数 14

昭 62. 3. 25 第 7回卒業式

119名卒業

4. 6 第 8回入学式 60名入学

学級数 13
昭 63. 3. 25 第 8回卒業式

104名卒業

4. 6 第 9回入学式 55名入学

学級数 13
平成元年3.25第 9回卒業式 79名卒業

4. 6第10回入学式 671?-，入学

学級数 112
平成2年3.24第 10回卒業式 89名卒業

4. 6第 11回入学式52名入学

学級数 12

2. 歴代校長

氏 名 年 月~年月

初代深尾 員 昭 55.2-昭 59.3 
二代松日楽敬治 昭 59.4 -昭 62.3
ニ代畑地 保 昭 62.4-平 2.3 
四代西田敦子 平 2.4-引在

3 地域の環境

本校は日野市東南端lζ位置し、多摩丘陵の

頂きを開発した住宅街(西武・日本信販)の

中心にあり 、北は日野市、立川市方面、南は

八王子市、多摩市及び多摩ニュータウンが一

望できる。東は百草園の雑木林IC固まれ、自

然lζ恵まれているうえ、静かな住宅環境でお

ちついている。

円

Lつむ1i
 



4. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科 ・道徳 ・特別活動

ア各教科

o児童が主体的に学び、楽しさの中にも充実した学習ができるよう抱導法のくふうに努める。

。教材 ・教具の効果的な活用をはかり、学tgJ効果の向上iζ努める。

0 指噂計|面、桁噂法の改析やくふうをillねvmの発停を大切にし学禅意欲を引き出す授業を推進する。

イ.道徳

教育活動全体を通して、道徳的心情を豊かにし、実践力を育てる。そのために、各教科、

特別活動とのつながりを深めた指導の嵐I'mlζ努める 。

。豊かな心を持ちたくましく生きる子を育てる。

。望ましい行動様式を身につけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウー特別活動

児童の主体的な活動を屯んじ、個性や能力の発見と育成lζ努めると共lζ、たて剖組織など

を活川して、児市制I!i.のうと流を深め、協力して務ちついた活力のある、よい校風づくりに励

む態度と実践力を育成する。

(2) その他の活動

o;jfr興住宅地と占いw裕とを合わせもつみ;校では、教育活動にー!刊の創立とくふうを生かし、

児lli:*Uli.のi1!+日立識と地域社会の一員としてのr1党を持ち大切にする心と実践力の高錫をは

かるの

。遊びの指導を通し、児童相互、児宝、数日iliの交流をさかんにする。

o学年を越えた児童のふれあいの場を多くし、学校と地域とのつながりを深める。

(3) 生活指導 ・進路指導

o楽しい学』去三u;r;を送れるように、全教fi所到Jを通して、人間として調和lのとれた豊かな心を育てる。

。集団活動を通して、児必の一人ひとりが 1'1Cの役'，I;.IJを決たし、 i乏所を生かし、自ら主体的に

対応できる能力の育成を凶る。

o集団としての規律の大切さを即併させ、));4:的生活せ3聞の徹底を凶る。

。家庭 ・ 地域との~併を深め、安全階導 ・ 非行防止の手だてに万全をJtfJ す。
o Vr'. ，i'i:一人ひとりの判性を11:. かし、例~jlJj行導をー11";徹底し生涯学習を指向する基礎づくりをする。

o各教科 '@徳との|羽jiliを密lζし、職業勤労lζ対するAしいf_IH併と判断jJを育て労働や奉仕し

たりするととの大切さを体仰させる。

5 本年度の研究主組

IW卜J'Iの中でねばり強くがんばる[-どもを行てる指導法」

6 本校の特色

て子どもたちの[心のふるさと」となる地域と 一体化した学校っく りをめざす。乙 のため全教職

Llの倉1].むを生かし、子どもとj]<IC遊び、 {動き学ぶ教職員の後姿から教育実践の効果を高めていく。

7. その他(教職Llの研究歴)

研究口 I BI'J発委 U I 海外派遣

小});i .QMt (62辺徳) I州111 敦子(60家出)I凶山数イ (58) 

7削除 JI:f-(63，1::";) I川凶 治子(62泊徳)I 
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こ;:: f交 γt 日野市立仲田小学校

}iJi. {t=_ .t出 11 !l-'-f，fi 11 !l-'-f-本11Jj"6JiJ1の74

屯 守~ I~- 0425-81-8511・8512

lI~i 路 中央線11聖子駅下車 徒歩 12分

1J1」1 'dh1一t ~X 男 168名女 170名計338名

十交長氏名 行 ド手11 };: 教師氏?う 難波和子

l 沿革の概要

本校は、日野第一小学校及び臼 野第四小学

校の教宅不足の解消、危険な道路を横断しな

し、安全通学と、当地域の将来の発展を見越し

て、1-1野知一中学北側の|瓦|有地 「口野第一桑

闘j跡地と一部買収民有地lζ新E没された'ア:校

である。

11行58. 3. 30 
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昭 63.11. 21 

平元. 3. 25 

平 2. 3. 25 
4. 6 

2. 歴代校長

氏 名

山口武彦

「五予 fl茂

仲田小学校新設の九の市条例

一部改正を市議会が可決

現在地lζ建設者て

初代校長 山口氏彦就任

開校

第 l回入学式

校庭 ・プール竣工

体育館峻工

市主催落成式挙行

校歌 ・校章披蕗式挙行

第 l回卒業式

第 2回入学式

第 2回卒業式

第 3回入学式

第 31nl卒業式

2代校長岩下平11犬就任

第 4岨入学ず

第 4回卒業式

第 5回入学式

開校五周年記念式典

第 5回卒業式

第 6回卒業式
第7回入学式

就任期間

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の北部lζ位置し、

点と南に甲州街道(国道20号線)、西IL:J R中

央線北lと多摩川にか乙まれた、ほぼ長方形lζ

近い地域である。

乙の地域は、江戸時代以来甲州街道日町宿

として栄えてきた。近年、多摩川沿いの水口1

を埋めたてて宅地化が進行している。したが

って、古くから居住している人々、比較的新

しく移住してきた人々とが混在している。

;t校は、ζの地域の中央部北寄り の|円農林

省蚕糸試験場(日野第一桑園)跡地にたてら

れ、周囲は、仲田緑地や多際川という自然の

美しい環境が残されている。

仲間は、 乙の付近の古い字名で、本校名も

乙れによ ったものである。

4 教育目標

人間尊重のすi'H中を基調とし、広く国際社会

において信頼と尊敬の得られる知、徳、体の

調和のとれた人間性豊かな児童の育成をめざ

し、次のよう IL:教育目標を設定する。

oすすんで学ぶチ

臼ら:亨・ぶ怠欲と社会の変化iζ対応できる力

を育てる。

。からだを きたえる子

生併にわたってたくましく生きるための心

身を育てる。

。思いやりの あるチ

CJ Gを抑制しつつ、他者を尊重し、好まし

い人間l:lfl係を築く 。

oさいこまで やりぬくず

A
性
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困難に立ち向かい、障害を乗り越えて自己実現を図るための基礎を培う。

5 本年度の重点

(1) 各教科、泊徳、特別活動

ア 各教科

。各教科の特性を踏まえ、個lζ応じた指導を工夫し、 学ぶ喜びの味わえる授業を展開する。

。た く ましく生きる人間の育成を目指し 、 体力の向上 ・ 世~燥の増進 IC視点をあてた体育科授業の

充実につとめる。

イ 道 徳

。人の命の却さに回を向けさせ、相手の立場を思いやる心的をii'て、社会の一員と しての自党を

日める。

。自棋を達成するため、困難lζ向かつて挑戦し、最後まで読める乙となくやりとおすととができ

るようにする。

ウ特別i;J:，到J

o {ilUぷの的進、体力の向 上をi]}:観した学級指導や学校行~を充実させる。

。学級指導の内容や方法を吟味し、指導計111IIを確立する。

(2) その仙の活動

。学校裁量のi時II\jを縦保し、例~JIH行場ゃ*IJI活動を批准する。

o VGni と教r:IPが一体となって 、 学 ~I>/ .Phl境をより美しく、より泣かにしてし、 く 。

。児市 liら、進んで世Hliっくりに取り組み、体力の向トーと生命の安全に対する能力と態度を主主う。

(3) 住所指導 ・進路t行部
。児，'i(J'll解lζ努め、カウンセリング ・マインドに徹した個}JIJ1行導を行う。

。 家低との辿携を深め、 )，~本的午前 ~1>1tl~の定~'(Iζつとめる 。

6. 4:年伎の問先ぷ姐

(1) 研究主題

楽しく迎1iJHζ取り品11みたくま しく'1ーさる児ii(u)fj成

(2) ;，¥IJ主姐

一人一人を山める指停のて犬

(3) 研究釦域

休fi科の全P.ti域
(4) 研究内平洋

① J占拠的研究・…ー 。 新乍習指導要 ~Jîの分析

。然科述1iJJ~Jj主主の特性(保弘IIを合む)

。実技研修

② ー人一人を'.'Jめる桁仰の手だてのjJj求......VGW，の発注特性と辺助の特性から見JI'jし

。ぷ11虫、めあて

。険加、資料

。 学 ~I>/形態

。'下tl>/カードー・・・・全日(i域(1'1:れる純UHで)

o (.~J~ 、 *ilìJJ)JJ I JH

0，トドfdli
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@ テー 7 の後段 (たくましく生きる児ZRの育成…一つまり 、日常的に健康増進と体力向上を心が

ける児童)をふかめるために、教科体育以外の研究もとりあげる。

@ 本年度は、束京都小学校体育研究会の研究協力校の折定をうけ、 11月に発表する。

7 本校の特色

本校は、開校七年目を迎えた新々気鋭のみずみずしい学校である。

(1) 恵まれた自然環境

本市の北京部IC位世する学区域は、緑豊かな仲田制地や、litIれも消き多摩川など、美しい 1'1然lζ

阻まれています。また学校の前には、樹齢100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ、四季おり

おりのi片側が子供たちの心をはぐくんでくれる。

(2) あいさつが上手な明る い子

本校の子供たちは、す乙ぶる明るく 、索前である。米客者は口をそろえて、「乙の学校のチ供た

ちはあいさつが上手ですね 」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であり 、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい

学校生前を過ごすために、あいさつは不可欠なものであり、全校で取り組んでいる。

(3) 研究熱心な教職員

別1E4:校では、「たくましく生きる児郊の育成」をテー 71C、頭 ・心 ・体の他政っ くりを目指し

て、体育科のJ受業改善IC努めている。その-E2として、綬栄町HC全教員で実際IC迎1)))したり、 VTR‘

をよ4たりしてから折噂している。

またm務μは、床を防くのに柏とワックスのどちらが効果的かを実験したり 、制まIjJ員は、子供の

{JlIHζ立った味付けなどを絶えず研究したりしている。

(4) 協力的な地域の方々

:;jq交を取りどさく地域は、「日野宿 」跡地lζ象徴されるように、大変歴史の古し、月Frで、ある。それだ

けに:Cl 'fl~な追従や資料がたくさんある。一昨年、開校五周年記念の資料集を作成するため、 地域の

方々に資料J:!t供を袋詰したと乙ろ、驚くほど多くの資料や古文引を寄せてくれ、また古老から、fi二

の話をー|

8 その他(教l般負の研究歴)

にぐT liJf 究 員 研究生 現代化委員 ・開発委員!

行下和夫(49体育) 音田 弘(元教育方法)岩下和夫(52体行)

2 !ミ日宮 充(61泊徳) 難 波 和 子(63家庭)

3 佐j燐典チ(61学養i椴日) 品回敏男 (2社会)

4 品山 敏男(63社会)

5 ノトILI 日子(冗'1，';[数)

6 吉田 世H冗体育)

7 八木正子(2.生活)
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学校 1'， 日野市立日野第一中学校

J祈イ，: 地 11 fHli L:I ff本111]"7 -7 -7 

'<11 EI81 0425 -81-0009・0261

)I~i 路 J R 111M[-駅ドJF fÆ~JO分

ノ1: f，t ~X 男 373名 女364名 計737名

校長氏名 宮本俗子

1 沿革の概要

ITfj 22. 4. 30 公立中学校として投目許可、

日町中学校と林する。

昭 24.4. 1 校歌制定

昭 29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

昭 37 9. 17 新校合(鉄筋防白)落成

昭 38. 9. 9 プ-)レt完成

昭 39 5 特別教室治成

11/1 41 7 体内釘u体r&式
日召 42. 1 l. 4 20周年記念式典挙行

昭 48. 3. 10 校舎土台築(汗 2、特別 2)

昭 52.II 4 30周年記念、校;孜刻字の記念

碑建立記念誌発行

昭 55. 4. 1 大坂 t中の新設lと{、ドし、学|メ縮

昭 58. 8.31 窓枠改修

昭 59 3. 31 給食陳情築(食常 l、特別 2) 

昭 59 6. 4 学校給食Im~台

l沼62.11 7 れiJ"¥H41-日j五ト記念式本行

ヰ'フ乙. 8. 25 保{位ヰ~&修了'jÇ

4 - 40. 3 

4 - 45. 3 

4 -49. 3 

4 -53. 3 

4 - 57. 3 

4fbr 
付?子

教頭氏名 中級 勉

3 地域の環境

円野市の東部、多摩川と浅川の合流する第

四紀沖積府の低地lζ当り、水の便よく7/<凹が

発達し、甲州街道ぞいの宿場町として栄えて

きた。

近年、郊外の住宅、アパー ト、 工場、特IC

中小企業、 家内工業、商業が多く、近郊1m業
も凡られる。

4 教育目標

l よく考え やりぬく人

2 協力し 全体につく す人

3 心豊かで 思いやりのある人

4 進んで心身をきたえる人

5 本年度の指導の'll点
(1 ) 各教科、道徳、特別活動

ア 各教科

学習志欲を高め、基礎学力の充実を凶る0

.発表の場や表現の機会を多くする。

・ 学 ~I>I の計lI[ijを立てさせ、 予習、 復刊の ~>I慣

をつける。

・よく考える態度を縫い、個人差lζ応じた学

jJ の 1 1 1 1 長を~I る。

イ . 泊 徳

実践活動を通して道徳的心的を高める。

・ 一人一人の仰i\tI l:を~~:if[する態度を縫う 0

.きまりを勺-り 、行動する態度を縫う。

・感謝や，Uいやりの心を'(1てる。

・身のまわりをきれいにし、物を大切にする

心と実行ノJをfiてる。
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ウ特別活動

教師と生徒、 生徒相互の心ふれあえる人間関係を築く 0

.自己の進路を正 しく認識させる態度を縫う。

・自発的、自治的活動ができる態度を縫う。

・学級内の人間関係 ・健康 ・安全等に関心を持たせる。

(2) その他の活動

生き生きとした学校生活の実引をめざす。

・学校行事への収り組みを通して、 生徒の実践活動を推進させる 0

・勤労怠欲を向上させ、学習環境の美化lζ努めさせる。

・地域社会との述携を主将にし、生徒の健全育成と郷土愛の育成lζ努める。

(3) 生活指導、進路指導

ア生活指導

教師の共通理解を深め、全員が一致して指導にあたる 0

・臼ら考え、判断し、正しく行動させる。

. )点本的生活習慣を身につけさせる。

イ 進路指導

個々 の先徒の能力、適性の把梶lζ努め、臼ら進んで進路をi選択する態皮と能力を育てる。

6. *11':度の研究主題

(1) 新学i目指導袋聞と本校の教育~~れ

(2) 個人廷に応じた進路指導の研究

7 玉川えの特色

教育目松:の具休化のーっと して、次の 3点lζ特lζ怠を用いている。

(1) 教「T目似を学年目桜 ・学級目標に具羽化すると共に、日常の教育活動においても教育目標の具引

化iζ努めている。

(2) )I~礎学ゴJの定若 ・ 向上を図るため、 仙|人差に応じる指導方法等の工夫 lé努めている。

(3) 蝕全育成を{Jl推させるため、校内分掌組織の格備・改善とくに生活折導の組織化・活性化を図っ

ている。

(4) 行f~路折導を充実させるため、各学年の進路折導を深めると共i亡、全学年を通しての計 IIHj ・ 迎営 lζ

努めている。

8. その他(教職員の研究歴)

~ 研究員 研究生 開発 委 員 そ 。〉 他

中 級 勉 宮 本裕子 宮本総子 宮 本 絡 子
(56・教育訓極) (52・相談) (53・心陣) (53文部省カウンセリング研)

2 イ左 J除 主 jJ二 中 似 勉

(60・技術) (59・60・62道徳助言研)

3 
中 4艮 勉 中 4艮 勉

(62・社会) (63海外派遣ヨーロッノ'")

4 
桝井 fJS 行 佐 E義 至 正

(63 ・ q~j'l百) (元 ・道徳助言研)

-128-



学校 名 目野市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平4丁目 5の2

電話 0425-81-0056・0262

JI闘 路 中央線豊田駅下車徒歩 10分

生徒 数 男 390名女 349名計 739名

校長氏名 大野隆久

1. jt}革の概要

f1H29年度 設立認司、 I)fJ校式、入学式

(生徒 200名)

第二期工事八教宅地築液成

f1H 3J "Ie度 第三JUj仁事竣仁必成

f1~{ 32年度 第]同卒業式(本業生204名)

U[133年度 校旗 ・校歌制定

rr{j 34年度 産業数1守研究校lζt:1:..とされる

昭35年度 特別教室(日乍、 ，J~Pll 、 I'Uヰキ)

竣仁落成

Ilfi 36年度 第二期特別教室峻r.

p[業教育研究発JX会、修学旅行

研究発点会

日付 37年度 プーJレ峻__[洛IJ1(.

附 38" I~ J克 保健体育研究発ぷ会

f1{i 39年度 汗通教室 3教室峻__[、自11立10r.'i]

年記念式典準行

IIR 40 1f1主 体育館峻r.

f1i'j4 J年度 防白校舎!:t1一JtI]_[・H'/，己1&(6救

室)

1I{j 42年度 防汗校合泊 二JUJr.‘H7'eJJ見(18教

1{)、プーノレ J IJ .'1.!ぷ'七J~ 'F完成

11[143年度 耐校合liij、境JムイE.tFl完成

{本iI企Jll(と校庭川便所完成

H行44年度~プレハブ教宅他JII

f1{jt18 "1ミ!立 il41j 'Wrぷのため34'下級より25'芋

級lζ縮小

自IJir20J，';J "I:，ic念式典本什

II(J 49 "I'.J江 市校合 31Wii会談。技術科教不法

r'iJ準備本改造!桜似iorl'Jll・他4警

備

1I!150 年度 |判校合 6教官I札ijt、|キl校合 219，キ

t会袋

1I{j 51 "fJ克 PI!科卒、 家低利訓fi日本、机、!ボ

終uiii

教頭氏名 北 JJ;i 景昭

H日52年度 体育館照明工事、暗幕完成

校舎渇気配線整備

ll{{ 55 "I:J立 大坂上中新設により26学級より

20学級lζ縮小

第 二技術室の新設

ll{{ 56年度 Jt校舎内部塗装工事、校長宅 ・

rH務室の床張替え工事

II({ 57年度 南校舎窓枠改修工事。プーJレサ

イド改修工事。体育館床塗装工事

II{{ 59 "1:JJr 創立30周年記念式典挙行

日付 60年度 給食棟建設工事着工

f1{{ 62年度 給食始まる

|将校舎内部塗装工事

/l1.j 63年度 南校舎内部塗装工半

体育館西側舗装工~j(

他企育成相談宅設i白

平元年度 南校舎二階廊下改修塗装

2. I従代校l-i:

ll:: ?ノ1

-i']'桐祭(文化の部)市民会館で挙

行

年 月 ~ 年 凡 」
総本 l'l - I f1!129. 3.31 - 30. 9.31 

m山↑亘f1{{30.10. 1-4J. 3.31 

rJ.Ji川栄 llH41. 4.1-46.3.31 

I"I j:・I俊公1¥I f1{j 46. 4.1-48.3.31 

小林政之助附 51. 4.1-55.3.31 

校 ill ，'f I玄 IIH55. 4. 1 - 59. 3. 31 

小 林 i耐火 II({59. 4. 1 - 63. 3.3J 

A. ~'J; 11年 I人 f1{{ 63 4 1-現 (1:
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3 地域の段境

学区は 3.000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心lζ、日野五社を中心としたサラリーマンの

民主地として発展したベッドタウンの中央iζ位置している。

4 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者としてたくましく実践力のある人聞をめざ

し、

( 1 ) 健康なからだと自主的精神を養う。

(2) お 11いに尊重し合い、奉仕の態度を育てる。

(3) r:弘、知性と豊かな情燥を養う 。

5 本年l則行司Iの重点

ア各教科

指導内科のM:Q!1 指導方法の工夫改善につとめ基礎 ・基本の充実を図り、生徒一人ひとりの能力

をr::Jめる 。

イ. 生活指鄭

一人ひとりの生徒出解を深めるとともに基本的生活習慣を身Kつけさせ、自 らIF.しく判断し

実践していく 能力をまをう 。

ウー進路桁高i

各学年発達段階lζ応じた進路指導をすすめ、自 己の適性の11j.l長を凶り 、正しい職業側の育成lζ

努める。

6. 4:年度の研究主題

生徒の問題行進J)とその対応方法について。

7 み;校の特色

11野市以大の多摩平第 l公|認に援し多摩平団地のほぼ中央lζ佼出し、けやき、1'1かし、くぬぎ、

乙なら、亦総、ゆりの木等々の木々に凶まれ、自然広:i境は良好である。広い校低は桜l乙凶まれ、

(本ff系のクラフi，U))は活発で優秀な成制を上げている。都の愛鳥モテソレ校lζ も指定されており、

生徒もLiら小13・小動物の飼育を行い、情1Xl而の高揚も見られる。 I刊司祭(運動会 ・文化祭)も

14 1 1引を迎え定着してきた。年 2 問実胞される生徒会主催の球技大会、合唱祭は、 ~{:級のまとま

りを強めるとともK、生徒の自主性を育てている。特lζ青桐祭を通して生徒の誇りと二中の特性の

育成lζ努める。

8 その他 (教職μの研究歴)

~空 研 究 Lえ

富士 発 (41特活)

2 永宇キ 豊 (45教育方法)

3 水谷 ~ (52特活)

4 深山 l佳弘 (60英語)
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..;:: t交 γ， 日野市立七生中学校

，i，庁イ1:I也 11 ~f " j l ~，j '1-: 6一7-1 

'11 I ~ I~ o 4 25-9 1 -0 1 7 4・o1 7 5 

/I~ i 路 IH 'YJ&I( (J;く1:抑) 卜'Ii.徒歩 8分

叩111駅(J R) 卜ιIi.徒歩 18分

ノ1.: f，f 数 男365(5・4) 女 306(2・0) 計771(7・4)

) 1 付 は心 I; I'~ ・ 情障学級の生徒数

十交iえ氏名 村 田 芝、日 孜副氏 名 松津茂久

l 沿革の槻宏

昭 22. 4. 1 学制改革により七生村立中学

校を役場庁舎内 lζ設 i[l~

5. 15 七生村役場を仮校舎と して|沼

校式挙行 2部授業で発足

附 23.2. 15 じ生村|旬、ド 1944帯地に七生

中学校敷地決定、地飢祭を?f:行

9. 4 新校舎完成、 ~日より授業開

始

昭 32.12. 1 P T A結成第 l回総会を挙行

れIJIf.卜Ml年の 11己念式典及び

校歌制定の発表を准行

昭 33. 2. 1 円野町 也ヒ生中学校と校名変

史

昭 37.7. 31 プール聞きを単行

昭 37.- 39 鉄筋 3附 3教宅 ・6教宅完成

昭 41. 7. 1 体育館t完成

昭 42.1 1. 33 創立二 卜周年記念式典挙行'

Ufj 45， 3. 31 鉄筋防庁校舎9教本完成

4 - 9 七生中学校lζ三[1J分校設ill'

11R46. 3.31 第二期防庁鉄筋校舎完成

8.24 プーノレ汀'化装 i~'l ・ 記次宅完成

昭 47.3. 20 観察!日水補完成

5. 22 tJj間学級|片l級式

昭 50. 5. 22 南校舎同側(4 1幣)明築 Lポ

完成訪問学級教宅完成

7. 1 地搭変'I!Il 野市街 、 I ~ 6-7-1 

昭 52， 11. 3 創立二三 卜問{I:を祝う会平行

昭 54.9. 30 校庭、迎動場改修 [.n完 f

昭 57， 3.31 t.土教による佼間照明['jI:完 f
昭 58. 4. 1 心附学級 I J~J.没( 2数本改造)

5. 心防特)JIJ教宅完成

1I!159. 5. 校l必Iy.jフェンス改修(歩道完

IJj(J 

IIfj 59. 8. 全教室窓枠アルミサッシIC.交

換 ・外装吹付け工事実施

A!l 60. 3. 廊下塗装工事実施

5 給食棟(厨房 ・食堂)完成

昭 61.3 校庭南フェンス (高)延長

昭62. 9.12創立四十周年記念式典 ・祝賀

会を挙行

平成 2.3 訪問学級を閉級

2. 4 情障学級を開級

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~年月

飯塚節 ニ 昭 22. 4.-昭 25.9 

f的u 山 恒 昭25.10 -昭 30.10 

目反 島 一 Eコt 昭 30， 10-昭 37.3 

木 村 巧 昭 37. 4-昭 40 3 

i「羽「-吉高百橋一芳太 郎目t 

昭 40.4-昭 44.3 

昭44. 4-昭 47.3 

sB 47. 4-昭 51. 3 

昭 51. 4-問 55. 3 

山 本 保 昭 55. 4-昭 61.3 

)11 崎 昭 二 All 61. 4-平成冗・ 3

村 111 '吐巳二a、 { ~三T 平成冗.4-創在

3. 地域の斑境

学校は京王線より徒歩8分、中央線豊田駅

より南へ18分、浅川lζそう 静かな位置にある。

学医域は京王線iζ沿って東西lζ長く 、平坦部

と多摩丘陵からな り、 急速に住宅が地えてき

た。生活環境がよく 、生活指導には恵まれて

いる。

マ:1ズ近くには、高幡不動、 また多摩動物J公
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園、平山城祉等の文化施設がある。

4 教育目標

(1 ) 学校の教育目標

基本的人権を尊重し、平和で民主的な人聞を育成するために、つぎの乙とを目標とする。

自主 ・敬愛 ・勤勉 ・責任・健康

・自ら学び、考え、行動しよう 0

.責任と思いやりの心を もとう 0

・健全な心とからだをつくろう。

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

。人権を尊重し、実践活動を通して生徒の個性の伸長をはかり 、心豊かでたくましく生きる生徒を

育てる。

。基礎的 ・基本的内容を身につけさせるため、日常の継続的研究をすすめる。

oより効栄的lζ教育活動を進めるため、教師と生徒の心のふれ合いを深めるとともに、教育環

境の整備向上lζ努める。

。 I~ìl~'l-~児 lζ対する出解を深めるため、心陣 ・ 情陣学級との交流をはかる 。

。地域の臼然や文化を大切にする態度を育て、郷土愛を培う。

。全職員の共通理解を深め、あわせて父母 ・地域との述携を密にし、世J1全な生徒をlIてる。

合心Ili~学級 ・情陣学級の方針*

・↑Ji桁12かで、健康な身体を育てる。

・ 一人ひとりの発達段階 ICt亡、じて、 言語(表~~活動) ・ 認識を強かに行てる 0

・生活lζ必要な技能や、自分から進んで行動できる力を育てる。

・お互いの個性を大引にし、JJ)Jけ合って働ける人をtiてる。

5. 本年度指導の重点

( 1 ) 各教科、道徳、特別活動

7.各教科

o )I~俗的 ・ 基本的事項の指導の徹底と 、 生徒一人一人が主体的 lζ学ぶ意欲の lílJ上をはかる。

イ道徳

。位以で、明 るく 、互いに協力する態度を育てる 。

。物事を正しく理解し、判断して、建設的に実践してし、く態度を育てる。

ウ.特別活動

。生徒の自主活動を高め、規律正しい学校生活を通して、心身ともに調和のとれた生徒を育

てる。

(2) その他の活動

。集団生活をとおして、互いに協力する態度を育てる。

。生徒理解を深め、個性の伸長をはかるとともに、生活意欲の向上IL努める。

(3) 生活指導・進路指導

ア生活指導

。諸活動を通じ、生徒の自主性と自治能力の向上に努める。

。基本的生活習慣の指導を通し、rll学生と しての生活態度を育てる。

イ.進路指導

。自己理解を深め、自分の特性にあった進路を選択するとともに、自ら向上し ようとする態

度を1守てる。

円

L
nペ
U‘，A

 



6 本年度の研究主題

基俗学力の定着をめざす指導

7 本校の特色

。生徒は明るく、索直であり、父母も教育熱心である。 PTA活動も伝統と新 しさをうまく調

和して建設的で意欲的である。

。研修会や授業研究等を通して、話礎学力の定者、授業の充実を図っている。

。生徒の自主活動が盛んで、合唱コンクーノレ、 三年生を送る会等の行予が、例年、活発に行わ

れている。

8 その他(教職員の研究ぼ)

広史

ト一一一一一一ー

研 究員

村田 志 伝
(44・?干)

2 
Ij!fi'事 IIr~ 兆
(53・IIiIJ丹)

一一一一一→-
柳沢美澄

(55・英語)
3 

一ー ト一一一一一一 一一←-

5 

6 

7 

大 谷良光;
(59・技術) ! 

松津茂久

( 59・特活)

竹野 附IJ

(63・教育課題)

i三坂 日弘
(元 ・汗楽)

現代化委iA lljfl発委上1 I研究生|道徳助言研

野滞日{{兆 |将H沢美澄 I1J!y.律問兆|野f来日付兆

(51・|市目) I (56 • !Jむの I (49・同誌) I (61 ) 

瀬川 ß~l 英 I I大谷良光 I 1 
(63・[li1消) I (61・校術) I 

|語員 川 日付英 I 
I I (元 ・国訟) I I 

一一十一 一一寸一一一I 一 一 一 寸

一一 ト ー一一一一一一十一ー一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一
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'下校 手rt

所 どE 1也

屯 1~ 1r.. 

II ~i 路

ノ1:i，l 米~í

校長氏名 清水 春 海

日野市立日野第三中学校

11野di程久保 650番地

0425 -91-2228・2229

点主線高附不動下車 行革問地行ノ〈スで

尚情合|寸11也卜.Jli 徒歩 7分

男 458名女 390名計848名

教頭氏名 伴 野 時 夫

l 沿革の概要 I 2 歴代校長

U!145. 4. 1 日野市立七生中学校日野第三

中分校として、七生中学校内

で授業開始 生徒数26名、教

職員数12名

1I!1 45. 10. 1 日野市立日野第二三中学校開校

七生中学校内で授業 生徒数

44名、教職員14名 百阜、高

幡の両団地を学区域にする

1I!l 46. 3. 27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地医の全

部、 三沢地区上、中をり11える

7. 1 学区域変更、西部百草団地を

加える

10. 2 開校式を挙行 10月 2口を開

校記念日とする 校市 ・校歌

を発表

1I!l 48. 1. 31 体育館工事竣工

1I ~1 50 . 4. 1 第二期校舎増築竣工

H月54.4. 2 第三期校舎地築竣工

n!155. 10. 5 創立十周年記念式典

111159. 4. 1 学区域変更、阿部百草国住宅

および日本信敗丙部百草園住

宅地域を除外、 三沢中学校区

』ζ移す

昭 59. 9. 1 第四期特別教室地築竣工 プ

-Jレ管理棟竣工

s{1 62. 3. 31 プーjレ改修工事竣工

平元. 7. 21 給食棟工事者工

平元. 8. 31 集中コ ントロールガス暖房工

事竣工

氏 名 年 月 ~年 月 「

橋 本 敏 一 昭 459~48 2L-J」
松 延 耕作 昭 48.4 - 53 

旧 中 ヲ|明 昭 53. 4 - 56. 3 

長 岡 宗 次 昭 56.4 - 59. 3 

千 員三股志 Ufj 59. 4 - 63 3 

清 水 一存 海 昭 63 4-現在

3 地域の環境

本校は円野市南部の多陪丘陵地帯にある。

学区域は住宅公団の高幡 ・百革の両団地、 u':.
間分譲の三井、 這建の諸国地及び在来の粍久

保、三沢の両地区を含んだ地域である。

屋七からは眼下iζ浅川が流れ、その北lζ起

状lζ25み緑豊かな武蔵野台地を一望する乙と

ができ 、西方遥か富士の秀峰も眺められる。

学区内lとは古s立多摩動物公園、明早大学があ

り、付近には百草園、 東LE学園、帝京大'手:、

中央大学などがあって、文教地区を形成して

いる。

4 教育目棋

人権尊重の者仲11を基調lζ同際社会lζ活躍でき

る心身ともに健かな人聞を育成するため次の目

標を定める。[""19ら判断し、責任をも って実行

する人となる。」

。1'-1ら学び、考え工夫する人

。|当然や人々を大切にする人

。自ら心身を鍛え、やりぬく人

A
斗
必

η
J
 

1
4
 



5. 学校の教育目綴を達成するための基本万全|

① 研究実岐部門の活性化と充実を図る。

@ 教育目標を学年 ・学級l乙具体化して経営の充実を図り、思いやりがあり協調性のある、人絡

の形成を目ざす。

③ 指導方法の改善、工夫、基機、 越本の重視をとおして生徒の自主性を啓発し、充実した学校

生活をおくらせる。

④ 生徒のrl主的 ・実践的な特JjlJ活動をifl:視し、学年学級経営の充実をはかる。

6. 本年度の指導の'-u点
( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

教材を精選するとともに、ゆとりのある学習をとおし、臼 E学習を促進し、学習の効率化を

はかる。綬業研究を之おして、おたがいに資質の向上をはかる。

イ道徳

他傾減との|見通をはかりながら、 12かな心を畏い、自主的判断のもとに、立任ある行動がで

きるように、指導内容をくふうする。思いやりと協調性を謎い、感謝の心を育てる。

ウ特別活動

① 小集団をjよ縫 lζ、個人の臼発性をうながし、学級集団の質をr~J める。

② 学級 ・学年の市:似jを母体として、生徒会活動の充実をはかる。

(2) その他の活動

① 教育目標の只体化をめざして、生徒ひとりひとりの指導にあたるとともに、国際社会の

一品として、!よ.1，~、やりの精神を養う。

② 諸行事において、計画の段階から生徒の参加場面を設定し、臼主 ・自律的な活動ができ

るように指導にあたる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

① 学級のM礎の上iζ立った生徒会活動をイItl長させ、組織をとおしての自律ある生活態度を

身につけさせる。

② 問題行動に対しては、全職員の共通f1M解にもとづき、一致した指導の徹底をめざす。

イ 進路指導

教師・生徒・保護釘の緊密なうと流をはかり 、各学'rl'，ζ応じた系統的街導の徹底をめざす。

7 本年度の研究課組

ア E姐「個性 ・yIJi!H'1:・自主性をfIてる指導の工犬 JJ 
イ 研究内容

① 主体的に学押させる綬来研究

@ 1'1主、 r1 f It、思いやりの心をfIてる泊1!&iの進め)J

③ 1'1 l ~的問似を似illiする II~tt-t行導

@ 科学年K~必じたi!t向指仰の検討

8 本校の特色

。 ノド校は多陪丘陵の山台iζ1''[]i.し、|判には縦木林が出し、jJLjイドおりおりの樹木、小川の さえず

りを楽しむ乙とができ 、 rl 然ß;'I r~:1Iζ忠 まれている 。
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。開校19年目で、学級数は21、学灰域の小学校は、潤徳小、i白j傭台小、程久保小の 4校ある。

o 開校以来、 「自ら判断し、 責任を持って実行する人となるJの教育目標の具体化をめざし、

全教育活動を通 じて、生徒の自主性の育成lζ努めてい る。

。団地、 分譲地を主体とした地域で、保護者の約 3分の lが技術的、 百四的な職業に従事し、

子弟の教育に寄せる関心は大変高い。

。気持ちよ く学習できる環境を整えるため、教室美化、掲示指導に力を注いでいる。月一回、

美化デーを設定し、'1i';掃活動の徹底lζ努めている。

8 その他 (教職員の研究歴)

~ 研究員 開発委員

大宅 寛 (42音) 伴野博夫(55美)

2 伴 野 博 夫(46美) 橘 陽臣(57体)

3 飯山利ニ(47技) 鈴木 渉(59音)

4 乙応義夫 (57国) 前見登志子(61家)

5 飯 品 手IJ三(60謀)

6 乙出義夫 (62 '8) 
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'下校 千ノ1

}リ「イ'F_ .t也

'心 ， ~ li 

Il~i 路

ノ1:も上 ~X 

校長氏名 桑原 和 正

1. 沿J1tの概要

昭 47.5.10 市教委に凹中設i!.委員会設置

8.21 校今起L式(工'MU9億円施工

小山乞.\~主設)

12. 7 学区決定

H討48. 1. lR 脳内体育館ィワ工

3.26 部教委 ・第114中学校設立を認IIJ

4. 1初代校公 河村俊一郎氏以ド

教H24名発令 ・UfJ校

7. 2 屋内休fì f!l'\完成使用 IJ~J Jtfî

(_[白約4，600))円 施工小

111むiI!.&)

7.18 本校シンボノレ r!~II I 本」決定

8. 7 プールン己l戊(_[~n， 7 0 0 )J円)

10.13.校;欽1'1'd，iJ完成

10.16 校心:決定、教tiil似設定

11. 10.校歌作1111先成(寺川l仲火氏)

11. 16.校肱完成

11.1 7.桝!戊式本行

11. 22. m-I"lIltJ校ぷ念 il

fI{:3 49. 2. 2. +:~'! i1MJbi制定

5.30. ~似引 冷J)J'主主ii'1取りイ、lけ
7. 1. WI築工'J(開始

7. 3 保弘s宅 空気Ni冷淡町取りイ、lけ
9. 6.引車場合Ii装(体行釘(凶側)

1I!1 50. 1. 8 体行灯服、砂場記Jぷ

3. 8. WI築郎完成 校伶 3スバン

機械本 -U~約 l 依 6 千 )jjl J 

施工小田急.u設

4.26 テニスコート ~'o&

校出の校千~に u ~j-:i品没 iiq

1I!1 51. 1. 16. 12<1， 1 ~館 BrJ 釘(

11付52.4. 1. 二代校長 11111 中μt氏 ~"I打

9.13 初 斗UJ1: 'J(IJI，J始、 wJ;M3スバン、

日野市立日野第四中学校

11肝'Iliil!'.;が 行 2-42 

o 4 2 5 -8 ~ -3 9 0 5・:19 () Ij 

111 jc綿叩川駅ドlji. 徒歩17分

パス (長TJJI寸|地行、都立科学技術大学下車5分J

男 459名女 383名計842名 21学級

教頭氏名 合間武夫

美術室を迎科室lζ改造

(工1!t9，50 0万円 施工小田

急娃設、年度末完成)

l胤 53.3.28 校庭に防球フェンス設目

1It!54.5.15 校庭東側lζ日1]球フ ェンス設置

l沼55. 1. 18 仮寝1;八中(引平山中)学校準備

委員会発足

6.26 校庭南側IJIζ|約球フェ ンス設置

IIg 56. 4. 1 三代校長花牟礼哲氏祈任

111'158.4.10 学校笹備、機械化とな る

11. 21 fi!j '¥1.十周年記念式典挙行

校歌倒!建立 ・除幕

|沼59. 8. 1 体育鉱床のliJfl磐

1I{j 60. 4. 1 川代校長立川泰司氏打任

昭 62. 1. 17 給食線建設工事者工

9.30 給食棟及びテニス コート (全天

候型lζ)改修

I出 63. 4. 1 五代校長桑j辰和正氏 JY任

5.16 給食開始

2. 歴代校長

氏 名 年)1-年Jl

川村俊一郎 昭 48.4.1 - 52. 3. 31 

111 11 幸雄 nH 52. 4. 1 - 56. 3. 31 

イEfftL ザI II({ 56. 4.1 - 60.3. 31 

Ir. )11 t長 II({ 60. 4. 1 - 63. 3. 31 

l 繋 '1、 1I{j 63. 4. 1 -引 {I:
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3. 地域の環境

本校の学区は、 地Jf;的 ・地質的に北半分は洪積台地(日野台)、南半分の浅川ぞいの沖積低地lζ

2分されている。台地部は 2-3段の段丘状になっており、その境界は高低差1O-20mの急尽に

なっている。

乙の地域は昭和初期まで、人家はほとんどなく昭和12年、小西六写真工業(株)(六桜社)、 H日

和18年富士電機製造(株)の進出まで、ほとんど見るべきものはなかった。

しかし、戦後lζ 乙乙にも都市化の波が押し寄せ、昭和33年多摩平・団地入居をきっかけに、人口

は急増しはじめた。平山工業団地 ・JRf:~ 田辺4i 1豆 、 多数の住宅、 アパー トなど、畑や雑木林を

つぶして設問され、学区内の機相は最近15年ぐらいで、いちじるしく変化し、人口が急地した。

4 教育目標

、同日で民主的な同家、社会の形成者として、世界ILひらかれた日本人の育成をめざし、っさの

凶牒を定めます。

l 進んで学習し、向上する人

2 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

3 進んで=心身を鍛え、やりぬく人

。，，(:校の教育目標を達成するための基本}J;H
1 ~I~ I~Jの授業時数を雌保し、生徒の思考j断言 を屯視した便業をすすめる 。

2 生徒の自主的実践的活動を重視した行・Hの'λ.施、及び学年 ・学級経営をはかる。

3 家庭のi理解と協力をえて、ともに人間性12かな生徒の育成につとめる。

5 本年度の指導の.:g点

(1 ) 各教科 ・道徳 ・特別活動

/.各教科

l 生徒の活動を生かす指導l乙努め、自ら進んで学びとる学習態度を合成する 。

2. 教材の精選につとめ、基礎学力の充実をlヌ|る。

イ.迫 1)~1

l お '':いの人権を尊重し、思いやりの心を長う。

2. 物を大切にする心をJ;fう 。

3 よく弔えて行動し、結果lζ責任をもっ態度を長う。

ウ 特別出動

l 教師と生徒、生徒相互の心のふれ合いを深める。

2. ~長問の一員としての自党を深め、協力してよりよい集団生活を常むようにする 。

(2) その他の活動

充実した中学校生活を送るために

1 学校行事への取り組みを通して、 ILI主的・Jf践的活動を'T:i:視する。

2. 教師と生徒のふれあいを重視し、生徒一人一人の学習や生活の悩みの解決をはかる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

l 自主的lζ規律正しい生活習慣を身につけると共に、個人の立任をrI:口;させる。

2 勤労意欲を向上させ、教育環境の幣仙 ・芙化l乙努めさせる。

3 心身の健康安全lζ対する意識をιめ、 'J~故防止に努めさせる 。

4. 集団生活の，巴J受や個人の果たす役:1;IJをfi[!併し、集団の質を高める態度を長う。

イ.進路指導
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系統的な指導につとめ、自己迎解・情報の分析を過し、将米の進路を選択する能力と態度を

育成する。

6. 本年度の研究主題

人縦尊重教育の推進

7. 本校の特色

(1 ) 教育活動

新学~I>I指導要領の研修

各傾域の調平rllζ心t1tけつつ、校!瓜を}t)必させる:官公tIζ燃えている。

ア J受 業 校内研究を深め、 111与Ij日111与聞を大切にする。授業打ち切りをさけ、まじめな

学何態度を育てる。

イ.特別活動 学級活動 ・生徒会活動 ・クラブ活動と学校行事の調和lをめざし、時聞を厳守

して活動し、fI発心 ・rl律{，そ行てると共1[.感動する体験を多くするように努

める。

(2) 慢業研究の推進

「打の学校教育の指導 11肢にのっとり、 J受業研究の惟進 K努める。

(3) 父叫との連機

，、Y校通信(争校の総子、生徒のulW'ド)を家/J!Iζ配布し、学年 ・学級通信と合わせて共週間

解 ・共通指導lζ努める。

(4) 美化料化の推進

校樹(泰山木)を育て、緑多く芙しい学凶の開境~備 iζ努める。

(5) 勤労体験学習の舵進

学校行事を通して、特lζ、全校?i'fj-，j}の口々 の克践から、自ら気付き ・考え ・実行する力を育

てる。

8. その他(教職μの研究燈)

INa 研 究 μ | 泊先委員 ・現代化委員

I 1 創 ;l 平IJJE 4611・教的法| 保有IlE 52年 道 徳

I 2 I村 1". 敏縦 4711' ff楽 | 守田武夫 50年保体

|剃l 利 d二 48{1 社会 I ffr )1こ t怜 53"ド教ffJ!.l，!A.l!

I 4 I 合川武火 48~r・保体 ! '::J続的子 57年家出，

研究生

古M 前夫 40年生指

村 上 敏 雄 51年音楽

一一 - 一一
I 5 新)1: 幹 54{1: tf楽 | 村 I~ 制f: 62 if~ 管業~ I 

6 1 ，:':J続的子 614ド 家 庭 | 

目 7 1 /J;tIU 滋ー 62ir・技術 | 

I 8 I ，'j /ト俗X 6211二 川!科 I I 
|| 人 山 俊lリJ 63!，1政Tiぷ:fJ1 1

I 10 I "1本 f令チ 21L 2 1ト家出
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学校名 目野市立三沢中学校

所作地 11!JlJ' di j}¥25得地

I-l!. 

IlUi 

ぷ o4 2 5 -9 2 -S 0 1 7・5018 

路 が1:錦町中 I~I より凶へ徒歩10分

1 1-1)附イ~1i)J駅 より*へ徒歩12分

~I: f定数男 404名女334名 計738名

校長氏名 阿部忠志 教頭氏名 柿 健郎

1 沿革の概要

昭 51. 9. 18 仮称 5中学校校舎起工式

昭 52. 2. 1 初代校長古川 豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校 教

頭以下教職員22名発令

4. 6 始業式(2年 156名、 3年147

名)

4. 7 第 1回入学式(1年 188名、

全校生徒 491名)

9. 16 第 1巨|開校記念日

昭53. 3. 22 第 1回卒業式(男80名女66名)

4. 7 第 2回入学式(男 109名女85名)

昭 54. 3. 19 第 2回卒業式(男75名女88名)

4. 7 第 3回入学式(男 111名女91名)

昭 55.3. 18 第 3回卒業式(男93名女91名)

4. 8 第 4回入学式

(男 107名女 105名)

昭 56. 3. 20 第4回卒業式(男 105名女86名)

4. 6 第 5回入学式(男 131名女94名)

昭 57. 3.19 第 5回卒業式(男108名句5名)

4. 1 二代校長降族経雄発令

4. 7 第 6回入学式

(男 137名女 108名)

昭 58. 3. 19 第 6回卒業式

(男 110名女 108名)

4. 7 第 7回入学式

(男 107名交 122名) 18 

学級教職員 35名

昭 59. 3. 19 第 7回卒業式(男130名女95名)

4. 1 校舎増築、給食室完成

4. 7 第 8回入学式

(男 174名女 161名)
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昭 60. 3. 19 第 8回卒業式

(男 136名女102名)

3. 31 西側第二グラン ド完成

4. 8 第 9回入学式

(男 171名 女 153名)

8{:l 61. 3. 20 第 9回卒業式

(男 110名女 119名)

3. 31 前庭、中庭緑化完成

4. 8 第 10回入学式

(男 169名 女 170名)

24学級教職員 55名

昭 62.3. 20 第 10回卒業式

(男 174名女 169名)

4. 1 三代校長綿引正己発令

4. 7 第 11回入学式

(男 173名女 142名)

23学級教職員 55名

11. 7 創立 10周年記念式典

昭63. 3. 18 第 11回卒業式

(男 175名女 164名)

4. 7 第 12回入学式

(男 142名 女 129名)

23学級教職員 56名

平成元年 3.20 第12色l卒業式

(男 170名女168名)

4. 7 第13回入学式

(男 132名女97名)

21学級教職員 50::g 
平成 23. 20 第 13回卒業式

(男 173名女 142名)

2. 4. 7 第 14回入学式

(男 129名女 111名)

18学級教職員 44名



2. 歴代校長

氏 名 年 月~年 月

古 川 豊 昭 52.2. 1 -57. 3. 31 

降 族経 雄 昭 57.4. 1 -62. 3. 31 

綿 号| 正己 昭 62.4.1 -平2.3.31
阿部忠志 平 2.4.1-引在

3 地域の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほほ中間の北側にある。学区域は京王線Ir.沿って北

は浅川までの平坦部、I精は多降丘陵からなり、環境lζ怠まれ、高幡不動尊、百草固などの名勝が

ある。

4. 教育目桜

i立法と教育越本;法lζのっ とり、平和でL己主的な人間lζ1守成するととをめざして、次の目標を定める。

① みずから学び、兵の学力を身につける人間lζ育てる。

② 心122かで、みんなと協力できる人間に育てる。

③ からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる。

o教育目標を達成するための松本hil

① 授業を大切にし、教材研究ならびに慢業研究にとりくみ、 JI~礎的事項の定着を図る。
② 学級 ・学年祈動、学校{j・111手を通じて、生徒の存イu謀や成就感をうながす活動を展開する。

① 体位 ・体}Jの向上を以lるとJUζ、生徒出解lζ也った心の伯母をすすめる。

④ 規律ある校風を築き、教育開境を整え、教職員は利1をもって乙れにあたる。

5 本年度の指導の重点

(1) 名教科

o 1占礎学力の充実のため教材を粕i握、系統化して学ぶ乙との楽しさをわからせる。

。 1'1ら学ぶ意欲と主体的な学 ~I>Iの判官iを身につけさせる。

。 一人ひとりの学~I>I者の技場iζ立った指導を工夫する。

(2) 辺 徳

o 一人ひとりの人般を時，~:する人mHζfìてる。

。 きまりを勺ーり、 ~ I引や社会の-11として 1'1党し行動できる実践力を育てる。

(3) 特別活動

。 口E性を育て、堅実な!よ13考力と位かな文化的創造十leを育成するために、教師と生徒が一体

となって、発表の場や機会を作るの

。 個性をftll長し 、 異年令~問の1Mかい人間関係をi!fうため、クラフ'市1!I)を大切にする。

。 生徒会活動の活発化により、生徒の自主的 ・自律的態度を育てる。

(4) 'tfil刊行持
o 人間関係を深め、創日IJあるw卜1"1づくりを進める。

o .jW倒的lζ終然とした'下校B出血づくりに取組む。

o ~!lM' ll非のけじめを 1'1 党させ、 実行させる。

(5) 進協桁導

。 11::きfjの指導を通しr1己j'llWr.をt絞め進路j選択の能力を縫う。

。 学級JH却における進路学 \1>1を仇 íÎ~ I~ づけ、学年Ir.応 じた系統的指導を実践する。
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(6) その他の活動

。 教育相談、学力補充に努め、不笠校生徒の防止に取組む。

。 中国引錫げ子女iζ対して配慮 し、日本の文化と外国の文化について理解させる。

o 凶際問解教育の推進lζ努めると ~l lC、外国人英語指導助手の前期をはかる 。

6. 本年度の研究主題

遅進生徒lζ対する有効な指導法のあり方を、実践を通 して研究する。

7. 本校の特色

本校は開校以来13年が経過し、教職員の努力と地域、父母の協力により、学校の基縫が佐立さ

れたと乙ろである。施設の面では、乙の 2、 3年の|首dlc校舎増築、給食施設の完成、第二グラン

ドや前庭の完成など一段と充実をみた。

教職II は 1~~'，ζ平nの精神を堅持して、吋l面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってき

た。特に、生徒一人一人の個性を例lばし、能力をl泊先するために、厳しい中にも明るく伸びやか

な混IJlJ討を大切にしている。 そのr~1 で白から考えさせ、臼主的な行動のとれる生徒の育成をめさ

している。乙の乙とを "Jtì~Iζする ため、 J受業研究、行事の充実、生活指導のための校内研修をiTi

Mしている。生徒はぷ11'[で‘あるが、LI(J'j.u識が不 1-分であり、集LI:I)JI乙欠ける山ーがある。父母は

教行熱心で協力的であり、父I:}と教日Iliの会の活動もi，r，-免である。
木年度も 、 I~ 際問ftp'~教育の推進ならびに英語力の的進を目的lζ 、 外 l五|人数ßilîの導入を凶 っている 。

8 その他(教職以の研究腔)

1.11 火 研 | 教 育研 究以 |泊 先 委 員 等 | 道 徳 助 育 研 | 
J1:，j 他民11 I 阿部忠志 阿部忠志 ! 阿部忠志 |
( 56 文部行) (48. 特別活動) 1 (48. 文部'(η I (49 特別所助)

同村長紗子
(tl4. f守)1

1

1

一¥

fT-J fllγf 子
(50. 給食)

広瀬
(52 英)

刀
n

n
MM
 

ベ- ---
干ヰ 池 美紀子

(62. f干)
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予校名 日野市立大坂上中学校

PJj' ，(t: .t也 11 ~f'山一 人)Ji _l '. 4 -17一 l 

';li: U;- 0425-83-9755・9756

)I~i 路 '1'央協 11~f'駅卜斗 i 徒歩12分

'1， 比数 男 412(8)女 354(0)計 766(8) 

(8) 1人l 心 I~ I'~"?級'H;t~~

校長氏名 名塚 三 雄

l 沿革の概要

昭 55. 2. 1 初代長谷川辰美校長石任

4. 1 日野市立大坂上中学校側校

教頭以下教職員 37名発令

4. 7 始業式(2年214名 3年235

名心防 15名)

4. 8 第 1@!入学式男 144名

交 128名心附 2名

5. 15 校舎 ・校庭工予完成

6. 6 体育館工事完成

6. 28 プーノレ工事完成

7. 12 洛成式学行

8. 11 生徒標準服 ・校章 ・校旗制定

11. 1 体育館縦帳 、 暗幕工 'J~完成

11. 8 校歌制定校1昔、校旗、校歌

発表会学行

昭 56. 3. 9 第 1回卒業式児 130名

女 114名

4. 7 第 2匝|入学式児 128名

友 134名心陪 12名

昭 57.3.19 第 2回 卒 業 式 児 112名

女 110名

4. 7 第 3回入学式兜 123名

女 102名 心防 7名

昭 58. 3. 9 第 3回 卒 業 式 出 148名

よと 144名

3. 31 用科室、食堂、|湾丹室、美術

室、普通教室 4完成

4. 7 第 4凶入学式 VJ 151名

女 118名心開 5名

昭 59. 3. 19 第 4問卒業式児 142名

!;( 143名

教頭氏名 山 崎妙子

昭 59. 4. 7 第 5凶入学式見 166名

女 151名 心障6名

1Ii'3 60. 3. 19 第 5回卒業式男 127名

友 130名 心陣4名

4. 8 第 6回入学式男 132名

9: 152名心障 4名

U?:J61. 3.20 第 6回卒業式男 150名

女 120名心陣5名

4. 8 第 7回入学式男 173名

女 163名心障 5名

昭62. 3. 20 第 7回卒業式男 166名

女 154名心障6名

4. 7 第 8回入学式男 161名

t:. 146名 心降 3名

s{j 63. 3. 18 第 8回卒業式男 131名

女 154名心障4名

4. 1 第 2代名塚三雄校長着任

4. 7 第 9回入学式男 148名

反130名心障4名

、|ι元 3.20 第 9凶卒業式男 173名

女 161名、心障 6名

4. 7 第 10也l入学式男 121名

女 1231'，、心障 l名

平 2. 3. 20 第 10回卒業式男 155名

女 141:名心障 3名

4. 7 第 11回入学式男 136名

女 106名 心 障4名

2， 腔代校長

年月~年月

昭 55.2， 1 - 63. 3. 31 

昭 63.4.1-現在
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3 地域の環境

現在地は日野の発祥の地としてま;[1られている。また、関東ロームJEiの日野台地にあり、昭和11

年日野工場地帯の中に設立された神鋼電気株)のあと地に新設されたi:IJ学校である 。

学区内 lζ 日野自動車株)をはじめ中小工場も多 く、また実践女子大学、 日野台高校と隣接してお

り、教育E;;墳は良好である。

4 教育目標

進んで自己を開拓し向上しつづける人になろう。

① よく考え進んで学ほう 。 (知性)

① 旦1し、やりの心をもち、他lとつくそう。(敬愛)

① 心身を鍛え、全力でやりぬ乙う。 (健全)

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

。授業規律の確立と一人一人の体験を重視しながら、それを生かす綬業の工夫を進める。基礎学

力の充実を図る。

。生徒i土lら学び、考える態度を育成する。

。一人一人の個性と能力の伸長を図る。

イ泊徳

o正 しい道徳的判断力と思いやりの心を培う。

o社会の一員としての奉仕と感謝の心を培う。

o学校生活全体を通して系統的に泊徳的実践力を育てる。

。辺徳JI与聞の確保と充実lζ務める。

ウ. /f(f}jIJ活動

。自主性を育て主体的な実践活動を通して充実した学校生活を送らせる。

。休験を重視した行事を通して、相会性を培い、感動や奉仕の心を怒う。

(2) その仙の活動

滋;ちす7きと うるおいのある学校生活の中で、喜びと生きがいを育てるために

。行!?耐美化教育の徹底を図る。

。生徒会の諸活動を一層充実させるように努める。

。教r:jjiと生徒 ・生徒相互の好ましい人間関係を育てるよう学年学級の諸活動の充実に努める。

。一人一人を生かす教育活動の充実を図る。

(3) 生活指導 ・進路指導

アー生活指導

。規律ある学校生活の確立と基本的な生活習慣の徹底を図る。

。共通理解から共通実践へ職員の指導体制の充実を図る。

o 集会指導の一胞の充実を図る。

イ.進路指導

生徒が自己の能力、適性をイltばし、目的意識をもって将来の進路を選択すると共に生泌をたく

ましく怠欲的に生きつづける力を育てるよう計画的な指導の充実p:::努める。

6 本年度の研究主題

(1) 基礎学力の定着をはかるための指導

(2) 生活指導の充実
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7. 本校の特色

本校はー中と二中を母校と し、 各方面の埋解と協力により作られた近代的な設備の整った開校

11年目の学校である。校舎内は非常に明るく 、校庭には樹齢30年を超える桜、 ヒマラ ヤスギが生

え、校門iζは樹齢 100年ともいわれる俸がそびえ、教育環境は非常lζ良し、。日野台高校と隣緩し、

生徒は高校生活を窓ζ しに凡て生活 している。

開校以来、地域社会 ・家庭と 協力してチともの長所を生かし、本校の基礎固めに全校教職員が

力を結集して努力してきた。教職員の新しい校胤をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力iζよ

り、おちついた雰囲気のある学校となり 、生徒が意欲的に活動する学校となった。 58年度より学

校給食が始まり 396名人る食堂か完備し、各地よりの参観者ーがある。

また、本校は心防学級設iH校であり、交流学符等教育内蒋の充実lζ努めている。幸にして在学

する生徒の一人一人が明 るく生き生きとした~で'芋んでいる。

半!ぷ 2 年度は①研修会やJ受業研究を通じて指持技術をí:':jめ、 侵業の允二~をはかり ①生徒会活動

を重視し、計画的な指導Kより生徒の臼浄能力と志識をさらに高め ①生活環境を全校あげて整

備し 、 安全 ・ m潔 ・ l'ífr粛な'下校の維持 ・ 向上 lとつとめていく Jj~1 である。

以上の乙とを通じて教育目標iζ示された思いやりの心もち、他につくす心情を大切にする生徒

の育成を凶っている。

8 その他 (教職1..1の研究照)

-I--=.rl L 研究 11

名 j家 二三 雄

(43 特i，!D
宮出和子

(37 学活)

内 HI 耕一郎
(41 特活)

一一一ート一一一一一一一一一一一一
総 本優治

(60 美術)

中野 秀 樹

( 61 社会科〉

現代化委1..1 研究生 その他

7 
一一ー下一一

山崎妙子
( 46.47道徳助言)

中野秀樹
(55 道徳助，n
大矢芳生

(H2道徳助言)

木 嶋 健
(62開発委社会)

中野秀樹

(H 1.地域調査)
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3守 校

J川 :{tニ

'，[1 

)I~ i 

ノ七、r
校長氏名 高木宏

l 沿革の概弘1

附 55. 6.14 校舎建設工事着工

8. 25 給食室建設工事着工

12. 15 プーノレ建設工事着工

12. 16 体育館建設工事着工

1，1 

文

11(156. 2. 1 初代校長 河野元忠将任

3. 26 校舎使間開始

名

地

11目

路

~Z 

4. 1 開校 乙戸教頑以下教諭29、

主査 l、市職員11名者任

5. 11 アラームシステムによる自動

手干術開始

5. 19 校庭造成工事終わる

5.27 プーノレ完成

7. 15 東テニス コー ト完成

8.21 体育館完成

9. 21 西テニスコート完成

12.25 校旗完成

11日57.1. 7 校歌完成

2. 6 校歌、校章発表会

3. 1 中国日本語教師団の来校

4. 11 学校スポーツ開始

4. 23 家庭教育学級開講

1111 58. 1. 24 平山中PTA規約成立

2. 8 体育館自動警備設備工事完了

4. 1 第二代校長 川崎昭三者任

昭 60.11. 30 校庭南側防音工事完了

昭 61. 4. 1 第三代校長 高木宏文若任

平元 8.31 図占~ (4階)の改修完 f

日野市立平山中学校

日野dj-'f-tlt4 r I1 2 1帯地の 3

o 4 2 5 -9 3 -3 0 1 5・3016 

JR盟国駅下車徒歩 18分
京王線 南平駅 ド車徒歩 10分

男子 318名 ・女子 291名 ・計609名

教頭氏名 佐藤英洋

2 歴代校長

年 月 ~ 年月氏名

河 野 寿 忠

川 崎昭 三

高木宏文 昭 61.4 -盆己

3 地域の環境

多摩丘陵北館lζひらけた低地lζ学校がある。

校舎南fJllJ'とある校庭の目先きを京王線が走り、

校舎北側は、堤防道路をへだてて、浅川の河

川敷につながっている。緑12かで自然環境lζ

は;恵まれている。

学区域は、東西の故長部分が約 2.3km、南

北が約 1.5kmlζわたり 、学校は学区域の段も

北東部K寄っ た位置にある。

近年、都市化の進行lζ{、ドない、 ベッドタウ

ンのたたずま いを濃 くし、人口の急憎がはら

れたが、生徒数は62年度を峠l乙漸減にI;"Jって

いる。父母の教育への関心度は極めて高い。

4. 教育回線

。考え、工夫する人

(主体性のある人間の育成)

o協力し、進んで働く人

(社会性のある人間の育成)

o自然や人々を大切にする人

(人間性豊かな人間の育成)

o心身を鍛え、やりぬく人

(健康な人間の育成)
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5 指導のilJ:点

(1 ) 各教科

。 わかる侵業、 楽 し い'下 ~I'I を出1mするためのL犬や努力を し、 基礎学力の充実を|刈 ることによ

り、生徒がゆとりをもった l'Il:_的下河態度を身につけられるようにする。

(2) 道徳

o i!u¥かい人聞を法機として、他人をILn併し、尊唱する心的の育成を|刈る。

。 物与を自ら正しく巧ーえ、~観的 . fi JI目的な 'I~ IJ 断lζ 以づいて、，E欲をもって実践するÎìVJ ・ 態

度を長う。

。社会の一員としてのn4:的な佐伯門的、生活態度のnl戊を凶る。

(3) 特月IJi，r.-1¥JJ 

。生徒会活動、クラフ'iMJJへの参加の意欲を1:.']め、乙れらの活動を通して、連帯:ゃ奉仕の精神

と点任感及ひe実践力等をff成する。

。学校行 '~への参加を拡充させる乙とにより 、 J長仕や他人 lζ対する思いやりの心情の育成を凶

り、物'Fを計画的 ・組織的に進める能)J・態度を高める。

(4) 生活指導

。噌ましい1V7慣や11::i，f;態!立を討てる口市の指導を徹底する。

。指導体制を準え、全般1.lが一政して指導iζあたる。

。一人一人の生徒との心の交流を深めるとともに、集凶活動による相互規制lζより、 |珂組行動

の予防』ζ努める。

o r::J旭傾向は早期発比lζ努め、家庭や学校はじめ関係諸険関との述絡を密にし、早期指導を実施し

て世~全行/J)Uζ つとめる。

(5) 進路抱導

。3年間を見通した進路指導の計両をたて、各学年各生徒iζ応じて系統的な指導を実胞する。

。自己の特性を知り、そのMI長lζ努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

(6) その他の活動

。学校行事及び学年の諸A十IUIIIζ11主的lζ取り組むよう指導を推進する。また生徒会活動をもり

上げ、学校生活の向仁を以lる。

。個人的な悩みや不安を解消し、意欲を高めるため、個人面談 ・進路相談をすすめる。さらiζ

教科学習の質問教室、学)J補充指導の実施Iζ努める。

6. ~年度の研究主組

生徒PUWrを深め教ii段取をI古川してわかる綬業を展開し、全ての面で意欲的lζ活動する態度を育成

する桁導法

7. 本校の特色

Bトl校 10年口の学校で米年肢は「卜周年記念行'JJJの開催が予定されている。生徒も教職員も「 学

校へ米るのが楽しい」といえる乍校を口折して、 ド記'H.[jHζE点をおき、指導lζ当っている。

。生徒をとりまくいろいろな烈境を戦え、活気 l乙 il~j ちた学校にする。

。「勉強しようとする怠欲lζ満ちた生徒がいて J1生徒のために力一杯やろうとする先主てに、

る」学校にする。
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8 教職員の研究歴

NT叫 iF 研 究員 現代 化 研究 生 開発委員等

阿 部晃 一 三富 恒男
(43 美) (49 f里)

2 
高木宏文 高木宏文

(46 数) (51 特活)

3 
コ 浦義次 上原純子

(46 技) (52 同)

4 
ニ 富恒男 111 回 よしイ

(48 flJ!) (コ己 i'i) 」

5 
三 浦賢治

(59 数)

6 
遠藤 弘
(63 特活)

7 
i1l!' ill 1‘ι 

(元英)

8 
他 国純 二

(元数学)

9 

10 

-148 -




